
    
      
        
      
    

  
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　この俺──蒼あお井い桜おう雅が（高校一年）のクラスには、すごい美少女がいる。

　その娘の名は、エイヤ・ピッカライネン。北欧の国、フィンランドからやって来た留学生である。

　あえて繰り返す。美少女だ。とんでもなく可愛かわいい。

　可愛い子というのは、割といる。学校でも何組の誰それが可愛いとか、街を歩いていてすれ違う子が可愛いとか、そういうことはよくあると思う。

　しかしエイヤは、普通に見かけるような美少女とは次元が違う。二次元という話ではない。二・五次元かも知れないが……いや話がそれた。俺が言いたいのはレベルが違うということだ。高すぎて天井をぶち抜くほどに。

　つまりだ、エイヤは非現実的なほどに美しく、可愛らしいのだ。

　銀色の長い髪に、青い瞳。雪のように白い肌。頭が小さく、手足が長い抜群のスタイル。ちなみにお胸も立派だ。かなり。

　というわけで、日本人とは明らかに異質の存在である。その姿は、たとえるなら雪の妖精、或あるいは氷の女神かエルフのお姫様。

　ただし、雪と氷を連想させるのは、外見だけではない。

　俺の斜め後方に座るエイヤの席に、一人の少女が近付いてゆく。

「エイヤさん。ごめんなさい、ちょっといいかしら？」

　学級委員長の花はな宮みやひなた──面倒見が良く、見た目も頭もいいという才媛だ。黒髪ロング＆ぱっつんという、これぞ正しく学級委員長──という女の子が、不慣れでクラスに溶け込めないエイヤを気遣い、優しく声をかけたとしよう。

「エイヤさん。何か困ったり、疑問があったら、何でも気軽に声をかけてね」

「ええ」

　会話終了。

　そして昼休み。

「エイヤさん。よかったら一緒にお昼どうかしら？　みんな、あなたと仲良くなりたいと思っているの」

「──結構です」

　見本のような塩対応。氷に塩をトッピングしたような冷たさ。取り付く島ナシ。しかも島は氷山に違いない。

　しかし、花宮は良い奴やつだ。
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「今日は返事をしてくれたわ。機嫌がいいのかしら」

　普段の返事は無言である。そして冷たいまなざしで一いち瞥べつ。エイヤの見た目に惑わされ、ワンチャン狙いで声をかけた男たちは全滅した。合掌。

　そんな態度なので、花宮以外はみな腫れ物に触るように接している。気にはなるけど、積極的に近付くことはしない。

　留学生というと、その国の生徒と交流を図って、お互いの見識を広めるものというイメージがある。大学なら、勉強や研究のために留学することもあるだろう。だが俺たちは高校生だ。だから、このコミュニケーションを一切拒否する留学生に、学校側も生徒たちも大いに困惑した。

　そこでみんな、フィンランドについて初めて調べた。

　そして知る、フィンランド人の定説。インターネットでは、フィンランド人は無口、無愛想、冷たく内向的、滅めつ多たに笑わない……というのが常識のように語られていた。

　念のために書籍も調べたが、やはり似たようなことが書いてある。おまけにワールドチャンピオンになったフィンランド人のＦ１ドライバーのあだ名は、アイスマンである。

　エイヤも能面のような無表情。転校して来てから、一度も笑顔を見せたことがない。

　そして付いたあだ名は、氷のエルフ。

　フィンランド人の特徴に加えて、もしかしたら日本語がまだよく分からないのかも、と思っている生徒もいる。

　しかし、それらの憶測が間違いであることを、この俺だけは知っている。

「なあ『イヌ娘』の新しいイベントやった？」

「あー限定報酬のカードが欲しいんだよな。ニシサンフラッグ」

「胸の谷間が見えるからか？」

「ちげーって。育成するのにめっちゃ役に立つんだって！」

　そんな話を声高にしているのは、別段オタクというわけではなく、単に流行はやってるからやってみる系の男子たち。

「何？　お前らイヌ娘やってんの？」

　そこに割り込んで来たのは、自称オタクのイケメン戸と山やま櫂かい。うちの学校は割と校則がゆるいので、戸山も茶髪に染めてアクセサリーなんかも着けている。たまに注意もされているが、空気を読まないというか、無駄なポジティブさで教師の注意も気にしない。

　そんな高ルックスとパリピ属性で、陰キャオタクを駆逐するイキリ系。俺は出来るだけ関わらないようにしてる。

「俺は当然持ってるぜ。しかも完凸！　どんなイヌ娘育ててんの？　見せてみなよ。俺が色々教えてやっから！」

　可哀そうに。気の毒な男子生徒たちは、戸山にしっかりマウントを取られ、延々と自慢を聞かされている。

　君子危うきに近寄らず。俺には関係のないことだ。

　そう思ったとき、制服の内側が振動した。内ポケットからスマホを出すと、メッセージアプリの通知が来ていた。

『おうが！　オーガ！』

　だから人の名前を地上最強の生物みたいに呼ぶなって……今さらだけど。

『イヌ娘って何ですか!?』

　やっぱり来たか。

『ドッグレースをテーマにしたソシャゲ。ちなみにアニメもマンガも大人気』

『とても気になります！』

　ですか。

　俺もタイトルと概要を知っているに過ぎないからな……今は特に力になれることはなさそうだ。

　その分、今夜は忙しくなりそうだけど……。

「おーい授業始めるぞー。お前ら席に着けー」

　担任の小こ宮み山やま未み来らい先生が、教室に入って来た。アラサーの女教師。独身。あまり教師としての情熱を感じない反面、うるさくないので生徒からのウケは悪くない。

　ダサい髪型にメガネ、ファストファッションで買ったと思われるスーツと、身だしなみにはあまり気を遣っていないご様子。なので、よくある女教師への憧れ（男子）みたいな話は聞かない。一部の女子によると、アレは磨けば光る──なんて話も聞くが、その実態は定かではない。

　戸山は名残惜しそうにお喋しやべりを続けながらも、自分の席へと戻ってゆく。俺もメッセージが着信を続けるスマホをしまった。

　そして淡々と午後の授業が過ぎて、放課後がやって来る。

「あ、エイヤさん。よかったら、一緒に帰り──」

　花宮委員長の誘いに振り向きもせず、颯さつ爽そうと教室を出て行く氷のエルフ。

　男女生徒教師問わずに誉れも高い花宮を足蹴にする、その意気や良し。それとも本能的に危険を感じ取っているのだろうか？

　そんなことを考えながら、カバンを肩にかけて席を立つ。

「おい蒼井。今日は俺ら部活ねーんだ。帰り遊んでかねー？」

　おっと俺にもお誘いが。

「ワリい。今日は野や暮ぼ用ようなんだ」

「何だ？　ここんとこ付き合いわりーな」

「彼女でも出来たんか？」

「んなわけねーよ。じゃな」

　入学してから早二ヵ月。学校としては生徒全員、何らかの部活に入部するのが望ましい、というやんわりとした圧力に抵抗し、未いまだに帰宅部を守っている。

　最近はどうにも忙しいのだ。野暮用で。

　高校からは電車とバスを乗り継いで一時間弱。住宅地の一軒家に帰り着くと、鍵を開ける。

　両親は共働きで不在──のはずだが、扉を開けると奥から足音が駆けてくる。

「もい！　オーガ!!　待っていましたよ！」

　ちなみに「もい」はフィンランド語で「やあ」とか「こんにちは」とかいう意味だ。

　そして「もいもい」と二回続くと「さよなら」になる。実にエモい。

　──で、そんな挨拶をして登場したのは、銀髪を振り乱し、青い瞳をキラッキラに輝かせた超絶美少女。

　ファンタジーなお城か、百歩譲ってヨーロッパの豪勢なお屋敷にいそうな美少女が、ごく普通の分譲住宅に現れる非日常感。いい加減慣れてはきたが、未だに異世界転移をしたのではないかと疑いたくなる。

　当の美少女は待ちきれないことを表すように、その場で足踏みを繰り返す。

「随分とゆっくりでしたね、オーガ」

「エイヤが早いんだよ」

　俺も寄り道しないで帰ってきたのに。

「教室を真っ先に出て、駅まで走りましたから！」

　さすがエルフ。足速いな。『ロード・オブ・ザ・キング』で観みたとおりだ。

　そう。このハイテンションで、まぶしいばかりの笑顔を見せているのは、つい一時間ほど前、教室で委員長のありがたい申し出を足蹴にしていた氷のエルフ。

　──何を隠そう、我がクラスの留学生、エイヤ・ピッカライネン。

　これがその素顔。

　俺だけが知る、真の姿だ。

「やりましょう『イヌ娘』!!」

　まるで主人の帰りを喜ぶイヌ動画を彷ほう彿ふつとさせる。頭に生えたヒコーキ耳と、千切れんばかりに振られる尻尾までが見えるようだ。

「さ、さ、早く上がってください」

「そうだな。俺の家だしな」

　エイヤは階段をたたたと上がると、ぴたりと止まって、ちゃんと付いて来ているか確認するように後ろを振り向く。なんだか本当に子犬を思わせる動きだ。あとスカートの中が見えてしまいそうで、目のやり場に困る。

　クラスの連中がエイヤのこんな姿を見たら、卒倒するのではないだろうか？　或いは他人のそら似か、宇宙人に操られていると思われるかのどちらかだろう。

　俺の部屋の前に立つと、俺がドアを開けて中に入るのを見届ける。そして当然のように一緒に部屋に入ってくると、これまた当然のように俺の上着を脱ぐ手伝いをする。

「……いや、ありがたいけど、しなくていいよ」

　ちょっと新婚さんみたいでハズいし。

「でも、その方が早くいっしょに遊べますから♪」

　一刻も早く、自分の相手をしろということらしい。ひょっとしたら、一緒に遊ばずに別のことを始めるかも知れない……と疑っていて、見張っているのかも。

　妙に手慣れた手つきで、上着をハンガーに掛け、何かを待っているエイヤ。

　俺と無言で見つめ合うと、

「？」

　と首をかしげる。

「……エイヤ、ズボンを脱ぐから」

「はい。後でしっかりプレスして、しわを取っておきます。ホームステイでお世話になってるお礼もしたいです」

　うむ。その心遣いは非常に有り難い。しかし、もっと気楽に接して欲しいとも思う。っていうか、それよりも──

「しかしズボンを脱ぐと、パンツをお目にかけるという驚きの事実が待っている」

「は!?」

　エイヤはハンガーに掛けた上着を手にしたまま、恥ずかしそうに部屋を出て行った。

　どうやらパンツを見たかったわけではないようだ。俺は部屋着に着替えると、エイヤの部屋に向かう。

　余談だが、この一ヵ月で俺の部屋着はレベルアップした。これまで着古しのダッサい服だったのが、今ではそれなりに気を遣ったものになっている。

　なにせ家の中に、あんな人外級の美少女がいるのである。気にするなという方が無理だ。

「エイヤ？」

　ノックするとドアが細く開き、頬ほおを赤くしたエイヤの顔が半分覗のぞく。

「あの……私そういうつもりではなくて、ですね……」

　エイヤは何かに気を取られると、他のことに気付かないなんてことがよくある。意外とポンコツなところがあるのだ。学校では、ほとんど他人との接触がないので気付かれることはないが。

「そんなにやりたかったら、先に始めてくれてても良かったのに」

「え……」

　エイヤは虚うつろな目をして、斜め下を向いた。

「すみません……一人じゃ何も出来なくて……」

　ヤバい。病みモードに突入しそうな予感！

　エイヤは涙目になりながら、無理に笑おうとしている。

「学校との往復がやっと出来るくらいで……一人だと迷子になりますし……店員さんと話が出来ないから買い物も出来ませんし……オタ活だって……すみません。すみません」

　引きつった笑顔を伏せる。今はもう、頭頂部しか見えないほどに。

　エイヤは自己評価が低い。これだけの美貌に加えて頭もいいのに、どういうこと？　ワケが分からん、と普通の人なら思うだろう。

　しかし対人恐怖症レベルのコミュ障というものは、全ての美点を帳消しにしてしまうようだ。

　既にお分かりのように、エイヤはシャイで内向的で、あがり症で人見知りなのだ。

　だから学校では、常に極度の緊張に晒さらされている。どこから弾が飛んでくるか分からない戦場に放り込まれた、新兵のようなものだ。

　だからどうしても無表情。無口。他人とのコミュニケーションを拒否することになる。

　よくそれで留学なんかしようと思ったな!?　とツッコみたい気持ちは良く分かる。というか、声に出さずにツッコんだことなら、俺もある。

　ただ、それほどの苦難を乗り越えて、日本にやって来た情熱は本物だ。

　その行動力を、俺は尊敬している。

　少なくとも、俺にそんな行動力はない。

　でも、今は何をするにも俺に頼り切りという現実。それはエイヤのためにならないんじゃないか？　そう思ったこともある。

　けれど──

「い、いや！　待っててくれて、う、うれしいよ！　やっぱ一人でやるより、二人でやった方が楽しいもんな！」

「……本当ですか？」

「当たり前だろ！　俺がエイヤに嘘うそを吐ついたことがあるか？」

　エイヤは顔を上げると、指先で目じりの涙をぬぐう。

「で、ですよね。オーガは私に嘘なんて言いませんし、何より私のヒーローですから！」

　少し騙だましたような気分がするのと、俺に対する過大評価で胸が痛い。

「それより、やるんだろ？　『イヌ娘』」

「はいっ！　ぜひ教えてください!!」

　きらんと青い瞳を輝かせると、俺を部屋に招き入れる。一応、うちの両親とエイヤの両親には、俺はエイヤの部屋に入らないという誓いを立てている。

　しかし何ごとにも例外は付きものだ。まして部屋の主が入れと言っているのだ。これが断れようか、いや断れない──反語。

　以前は物置同然だった部屋が、今では立派な『女の子の部屋』だ。オシャレな北欧家具と雑貨で飾られた、可愛らしくもセンスを感じさせるインテリア。そしてとても良い香りがする。この前までの埃ほこり臭くささは微み塵じんもない。

　エイヤと一緒にインテリアを選びに行った日のことを思い出した。

　ちょっと恥ずかしくもあるが、胸がくすぐったくなるような、楽しい経験だった。新婚さんと間違えられたときは特に。

　でも、ヤバい状況でもあったな。まさかそこで、あいつが現れるとは──

「どうかしましたか？」

　俺は回想から抜け出し、軽く咳せき払ばらいをする。

「あー……教えると言っても、『イヌ娘』は俺も初めてなんだぞ？」

　しかしエイヤはブレないポジティブさで両手を合わせると、キラキラした瞳を向ける。

「それじゃ、二人でいっしょに初体験しちゃうんですね！」

　言い方ァ！

　でも、にっこーって音がしそうな、めっちゃいい笑顔！

　学校での氷の無表情とのギャップが凄すごい。油断したら一撃ＫＯでやられそうだ。

「それじゃ、こちらに座って下さい」

　エイヤはベッドに腰を下ろすと、隣に手を添える。

　いつもながら、この警戒心のなさ。俺の理性を常に試されているような気がする。

　俺はなるべく意識しないようにして、ベッドに腰を下ろす。ここに毎晩、エイヤが寝ていると──考えるな！

「このゲーム、とても気になるので……オーガといっしょに初体験したいです」

　言い方ァ!!

　追い打ちをかけるように、目を細めてとろけそうな笑顔をされた。やめてくれ、俺のすべてがとろけそうだ。

「と、とりあえず始めるか……って」

　エイヤが体を密着させるように、にじり寄ってきた。なにその波状攻撃!?

「あの、エイヤさん？　何でぴったり詰めて座るの？」

「オーガくんの画面がよく見えませんから」

「あ、一緒ってスマホまで一緒？」

「初めてですから、同じ画面を見た方が理解が早くありませんか？　見逃すこともないですし、気付けることも多いと思います」

「それは、まあ……確かに」

　やはりエイヤに妙な下心などあるはずがなかった。深く反省する俺を、エイヤは心配そうな顔で見つめていた。

「もしかして……イヤだったですか？」

　無論、俺だって嫌じゃない。嫌なものか。むしろウエルカム。

　ただ、気になって仕方がないんだよ。

　すっげ良い匂いとか、体温とか。

　それにエイヤは夢中になると、距離が近くなる。普段は他人との距離をすごく気にしているというのに。

　フィンランド人は、パーソナルスペースをとても大事にするそうだが、特にエイヤはそれが顕著。満員電車とか、見ただけで顔色が真っ青になるレベルである。

　それが俺とのオタ活となると、体が触れても全然気付かない。一方こちらは、逆に接触した箇所に集中力を全て持って行かれる。エイヤの体の柔らかさに全集中だ。

　それを強きよう靱じんな精神力で引き剥がして、ゲームに向けさせるという激務。しんどいです。

「ですよね……やっぱりゲームは一人で楽しみたいですよね……私なんかのために、ごめんなさい……」

　うわ！　いつの間にかまた病みモード!?　油断がならないぞ、このエルフ！

「嫌じゃない！　嫌なわけないって！　と、とにかく始めてみようか」

　強い気持ちで精神を集中させ深呼吸。ゲームの呼吸だ。

　よし行くぜ！

　と思った直後、ダウンロード＆インストールが始まった。

「出鼻を骨折しましたね」

「大惨事だな！」

　エイヤの捏ねつ造ぞう慣用句をさらりと流し、ダウンロードを待つ間に飲み物とお菓子を用意して、仕切り直し。

　イヌを擬人化したキャラクターが、ずらりと並ぶ。

　一目見て、エイヤの瞳にハートマークが浮かぶ。

「きゅぅうう～かわいいですぅ……♥」

　お前が言うか、という感じだが、自分に自信がないせいか、エイヤはあまり自分の美しさや可愛さに自覚がない。

　前に思い切って訊きいたことがある。そうしたら、思いっきり意外そうな顔をした後、真っ赤になって、めっちゃ照れまくった。そして言い訳をするように──

「そ、そんなことないです。私なんて普通です。ヘルシンキにはもっとキレイな人、いっぱいいますよ！」

　フィンランド！　恐ろしい国！

　いや、多分エイヤは謙遜しているだけなのだろう。もし本当なら、北欧の顔面偏差値のインフレがヤバ過ぎる。美のハイパーインフレだ。

「本当にどの子も可愛かわいいですね……キャラデザは一体誰なんでしょう？　興味があります」

「スタッフはとりあえず置いておこうか」

　最近、エイヤのオタクレベルがどんどん上がっている。イラストレーターや声優は誰だとか、そんな話までするようになった。

　かくいう俺もだが。

　小学生の頃は結構オタ活してたんだが、中学に入ってからはオタク文化から離れていた。

　何かに熱中することなく、一応は流行はやり物をチェックして、みんなの話題に乗り遅れないようにしていた。目立ちすぎることはせず、でも空気にならないように。

　誰からも不満を抱かれないように。和を乱さないように。不興を買わないように。叩たたかれないように。

　俺は上手うまくやっていたと思う。

　何かに夢中になるって、他人から見たらバカに見えるもんだ。特に夢中になっているものが、その人に理解出来ないものなら尚なお更さらだ。

　そして人は自分が正しいと証明するために、理解の出来ないものを叩く。容赦なく。

　だから俺は大切なものを持たないように過ごした。
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　それが一番いいというか、無難で、賢い選択だと思っていた。

　そうして何となく過ごしている間に、中学校を卒業してしまった。

　このまま俺は大人になるんだろうか。

　どんな大人に？

　普通の人。

　世の中が決めた、誰の邪魔にもならない量産型の人間。

　世間はそれを求めているようにも思える。

　でも俺は──

「ああっ悩みます～！　どの子も私に育てて欲しいと言ってるみたいです！」

　エイヤは眉を寄せて、スマホの画面とにらめっこをしていた。

「まあ、でも決めないとゲームが始められないからなあ」

「思い切って、えいやっで決めないとですね！　エイヤだけに！」

　このダジャレを教室で言ったら、大爆笑か凍り付くか……果たしてどちらだろうか？

　俺予想では、凍り付いた後で、裏で笑われるような気がしてならない。

　そして十分経過。

　どのイヌ娘を育てるかでだいぶ悩んだが、何度もやり直せると知って、エイヤも安心したらしい。それなら……と、茶髪でツインテール。お姫様のようなティアラを着けたキャラを選んだ。ちなみに犬種はポメラニアン。

「それじゃ育て方を調べるか……」

　攻略サイトを検索しようとした俺を、エイヤが止める。

「それは邪道です。やはり、ここは自分自身の力で成し遂げるべきかと！」

　なんという硬派！　ならば……見せてみるがいい！　お前の実力を!!

　ドッグレースの最高峰、Ｄ１レースを目指してトレーニングを積みながら、徐々に大きなレースを目指してゆく。

「ああっ！　何でレース前になると体調を崩しちゃうんですか!?」

「ええ!?　せっかく休憩で体力を回復してあげようと思ったのに、休憩に失敗するって意味が分かりません！」

　とかなりのエキサイト。

　ゲームを進めるには条件があり、特定のレースで上位に入らなければ先に進めない。今回は、志半ばでゲームは終わった。

『まあ、目標には届かなかったけど……ありがとね』

　というセリフと、清すが々すがしい顔でファンに手を振るキャラクターのグラフィックに、エイヤは思わず涙ぐんだ。

「ごめんなさい……ダメなトレーナーで。あなたを勝たせてあげられませんでした……やっぱり私はダメな人間なんです……」

「そう気を落とすなって。次頑張ろう」

「そ、そうですね！　今度こそ幸せにしてあげなければ！」

「にしても、随分気に入ったみたいだな」

「はい。やっぱり私、ワンちゃんキャラが大好きなんですね。フィンランドでは、犬を主人公にした日本のマンガが大人気ですし。もう国民的なレベルで」

　犬の……？　そんな凄い人気タイトルあったかな？

「少年シャンプでやってた『金牙　流星の金』です」

「意外過ぎる！　ワンビーズとかじゃないのかよ!?」

「ですから、耳や尻尾のついたキャラも全般的に人気です」

「まさかのケモナー大国!?」

「特に犬が好きなのは、犬ぞりが生活に密着していた過去があるからかもですね」

「なるほど……」

「ですからこのイヌ娘は、とっても気に入りました！　激しく興味があります！　全てを知り尽くしたいです!!　とりあえず攻略サイトを読破しましょう」

「さっきと言ってることが違う!?」

「だって、こんな可愛い子たちを、これ以上悲しませるなんて出来ないじゃないですか！」

　落ち込みながらも、エイヤはいつも頑張っている。

　──但しオタ活に限る。

　そもそも日本に来た理由が、オタク文化の本場、日本でオタ活をするためである！

　エイヤはオタク文化に憧れ、日本への留学を勝ち取った。

　しかし表向きには、エイヤはあくまで日本文化が好きで、やって来たことになっている。ご両親にも、人生経験と見聞を広めるため、異文化の価値観を学ぶため、ということで留学を許してもらったとのことだ。

　だから我が家でも、オタ活のことは秘密だ。唯一、秘密を共有しているのは、家でも学校でも俺だけなのだ。

　秘密を知る人間が三人になれば、秘密は秘密でなくなる。

　俺の両親に知られたら、エイヤの両親に話が行くだろうし、クラスメートに知られたら、数日の内に全校生徒の知るところとなるだろう。

　そんな事情だから、オタトークが出来るのは俺だけ。まして一緒にオタ活するなど、俺以外には考えられないのだ。

　とはいえ、そこまでして秘密にしなければならないのか？　と疑問に思うのも無理はない。しかし……エイヤにも色々と事情がある。

　当の本人はスマホの画面から目を離すと、むんと拳を握りしめた。

「やはりこの『好き』は抑えられません。この感動を伝えたいです」

　最近では、エイヤは自分の好きなものを楽しむだけでなく、その楽しさを語りたがっている。でも、俺以外の人間とはまともに話が出来ない。

　それに、エイヤのオタ活を他人に知られるわけにもいかない。

　──だからエイヤは、エイヤじゃない別の姿を借りて、気持ちを伝える。

「よし。じゃ今回のテーマはイヌ娘だな。今からほぼ初プレイってことで実況でもするか」

「はい！」

　俺の部屋に移動して、エイヤをＷＥＢカメラの前に座らせる。ＰＣを立ち上げてソフトウェアを起動すると、画面にもう一人のエイヤが現れた。

「いつ見ても可愛いですね！」

　エイヤが微笑ほほえむと、画面の中の少女も微笑む。

　エイヤにそっくりな、頭に耳の生えた銀髪の狼おおかみ少女。

　名前は──蒼あお夜やもい。

　最初は「二人で作ったキャラクターだから、二人の名前を入れましょう！　蒼井エイヤでどうでしょうか!?」というとんでもない意見も出たが、身バレの危険性が凄すぎるので却下。なんか結婚したみたいな感じになってるし。
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「この子は、いわば私たちの娘ですね！」

　デキ婚だった!?

　もちろん生きているわけではなくて、元は２Ｄのイラストだ。それにモーションを付けられるソフトで、擬似３Ｄのように動かしている。ＷＥＢカメラで撮影したエイヤの動きをトレースして、画面上のもいが首をかしげたり、視線を動かしたりしている。いわゆるＶＴｕｂｅｒだ。

　直接本人が他人とコミュニケーションを取れるならいいが、誰もが社交性や対人スキルが高いわけじゃない。

　無理に自分を変える必要はない。自分を変えられなくて悩む必要もない。自分の『好き』を伝えるのに、苦しい思いをする必要なんてないんだ。

　テクノロジーの力を借りれば、自分を変えずに好きなことが出来る。

　エイヤがエイヤのままでいられるように、俺はこのキャラクターを作った。

　俺はマウスを動かして、配信ソフトウェアの録画開始ボタンをクリック。

「テストも兼ねて、リハーサルしとこう。何か喋ってくれる？」

　エイヤはにこにこ笑顔で、カメラに向かって両手を振り始めた。

「もい～♪　蒼夜もいですっ。今日も、私の『好き』をいっぱいお届けしちゃいますね～」

　ＰＣのモニター上では、もいがヤバいくらいの可愛さで両手を振っている。はい優勝。この可愛さ、最上級。

　俺は録画を停止すると、エイヤに声をかけた。

「ＯＫ。確認取れた。もういいよ」

　エイヤはうなずくと、

「もいもい～♥　それじゃ、またね～」

　と、律儀にお別れの挨拶までしてくれた。

　俺はブラウザのブックマークから、エイヤの動画配信チャンネルを開いた。手探りでアップした動画が十本ほど並んでいる。登録者数は二十三人。アクセス数はどれも一桁か二桁。最高で四十回。

　ただの野良ＶＴｕｂｅｒだから当然といえば当然だが……。

「登録者を増やすのが目的じゃないが、もう少し再生数を伸ばしたい気もするな……」

　すると、画面の中のもいが、ぶるぶると顔を左右に振った。

「いえいえ！　そんなの緊張するじゃないですか！　一人でも二人でも、私なんかの話を聞いてくれる人がいるだけで幸せですし、何より──」

　エイヤは少しうつむくと、恥ずかしそうに上目遣い。

「オーガと一緒に、自分の『好き』をお話しするのが……嬉うれしいですから」

　……やべ、めっちゃ照れる。

「ま、まあ……配信をすること自体が楽しいしな。他人がどうこうよりも、俺たちが楽しむことが大事だよな」

「はい。クリエイターが作った作品を楽しむだけのオタ活も楽しいですが、こうして自分たちで何かをするのはもっと楽しいです！　何より、オーガとの初体験が嬉しいです！」

　……言い方に問題はあるが、確かにこれが、俺たち二人が初めて作る側になったオタ活。とはいえ、人の作品について語るだけだし、もいのイラストも人に頼んで描いてもらったものだけど。

　けれど、俺とエイヤが発信する側になった初体験には違いない。

「それじゃ始めるぞ」

「はいっ……あ」

　そのとき、ちょうど登録者が一人増えた。

「幸さい先さきいいな」

「きっと神様からのプレゼントですね」

　──ん？

　俺の目は画面に釘くぎ付づけになった。

　静かに、しかし確実に起こっている変化。

「何だ……これ……」

　何か、とんでもないことが始まった。そんな予感がした。

　いや、予感はあのときからあった。

　俺の人生を変える出来事──エイヤと出会った瞬間から。
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　その日──俺は初めて、空港という場所へやって来た。

　成田国際空港。とにかく広くて、当たり前だが飛行機が離着陸していて、見るもの全てが真新しく、子供のようにワクワクした。

　ここは外国とつながっている場所。

　旅行といえば修学旅行と、近場の家族旅行しか経験のない俺にとっては、まるで異世界との出入り口のようにすら思える。

　俺は、その異世界からの客を迎えるためにやって来た。

　そう。残念ながら、俺が旅行するわけじゃない。あくまで出迎えだ。

　客とは北欧の国、フィンランドからやって来る留学生。その留学生を、なぜ俺が出迎えるのか？　それは、うちの両親がその留学生の両親と知り合いだからだ。

　だが、それを知ったのは今朝のこと。

　母親が迎えに行く予定だったらしいが、急に用事が出来たとかで、俺にお鉢が回ってきた。正直嫌だったが、一万円を渡されて、交通費の差額は小遣いにしていいと言われたので、バイト感覚で引き受けた。

　しかし俺は、相手の顔も知らない。

　母親から「ここにその子の情報とか、必要なものは全部入ってるから」と渡されたトートバッグを覗のぞく。そこに入っていたのは、ダンボールのボードが一枚だけ。

『ようこそ日本へ！　エイヤ・ピッカライネンさん』

　と、母親の筆跡で書かれている。

「……これだけ？」

　いわゆるウエルカムボード。母も急いで家を出ていったから、写真とか肝心のものを入れ忘れたのだろう。母はたまに、いや頻繁にドジを踏むことがある。

　にしても……迎えに来たはいいけど、どこへ連れて行ったらいいんだ？　一体、どこのホテル？　それとも、学生寮とかホームステイ先？

　スマホのメッセージアプリを確認するが、俺の質問は既読にすらなっていない。

　最悪、一旦うちに連れて行くしかないか……。

　溜ため息を吐つくと、改めてボードを見つめる。

「えいや……ぴ、ぴっか、らいねん？」

　面白い名前だよなあ……えいや！　とか気合い入ってそうな感じ。でも下の名前からすると……何となく黄色くて丸くて、電撃を放ちながら「ピカピカ」言ってそうな人を想像してしまう。

　いや、それは人類じゃないだろ、とセルフツッコミ。

　考えてみたら、男か女かも教えてもらっていない。外国人の名前って、男女の判断が付きにくいんだよな。ちょっと女の子っぽくもあるけど……。

　北欧の女の子か……何となくエルフのような、透明感のある美少女を想像しちゃうけど、現実にはそんなことないよな。名前からして、やっぱり丸々としたお姿かも。いや、それ以前に女の子確定じゃないし。

　男だったら一緒に遊べるかも知れないし、それはそれでいいな。外国人の友達がいるとか、ちょっとカッコよくない？

　そんなことを考えていると、国際線の到着口から人がぞろぞろと出て来た。どうやら目的の便が到着したらしい。おお、なんか緊張してきた。

　俺は、母が用意したウエルカムボードを胸に掲げた。人の流れが多くなるにつれて、ウエルカムボードを持つ指先に力が入る。

　ドラマとかで見覚えはあるけれど、まさか自分がこんなことをやるとは思わなかった。

　ビジネスマンらしきスーツ姿の人、カップル、家族連れ、女の人のグループ等々が通り過ぎて行く。高校生の一人旅らしき姿が、なかなか現れない。

　やがて到着口から出てくる人影がなくなった。

　……あれ？

　違う飛行機だったのかな？

　頭上の電光掲示板を見上げる。ヘルシンキ発フィンランド航空の便が、定刻通りに到着したことを告げていた。

　そのまましばらく待ったが、一向にそれらしき人影が出てくる気配がない。

　まさか飛行機に乗っていなかった？

　と、首をかしげた瞬間、自動ドアが開いて、一人の女の子が姿を現した。

「……」

　言葉を失った。

　口を半開きにしたまま、その姿を見つめていた。

　……人類？

　思わず、そうつぶやきそうになる。

　その子は俺の持つウエルカムボードに気付くと、こちらに近付いて来た。

　想像していた通りの黄色くて丸い獣のような姿──ではなかった。

　綺き麗れいだった。

　その美しさに思わず息を呑のむ。

　銀色をしたプラチナブロンドの長い髪。青い瞳と、それを彩る長い睫まつ毛げ。

　小顔で、手足が長い。特に足。そして細い。

　華きや奢しやな上に、全体的に色素が薄いせいもあって、儚はかなげな雰囲気をまとっている。

　それに反して……胸の方は結構立派なようだ。白いワンピースに上着を羽織った、シンプルで上品な服装。そんな控えめなファッションを、暴力的なまでに下から突き上げている。胸だけが全体的な淡い印象から浮いていて、存在感がハンパない。

　北欧の女の子という言葉で想像するような、透明感のある美少女──どころじゃない。

　こちらの想像力をはるかに超えている。

　極端な言い方をするなら、自分と同じ種類の生き物とは思えない。

　なんだかファンタジー世界のエルフが現れたみたいだ。成田空港は、本当に異世界からの便が到着する空港だったのか？

　その非現実的な美少女は、俺の前に立つと無言で俺を見つめた。

　どれくらいそうしていただろう。

「……もい」

　もい？

　小さな声だったが、とても綺麗だった。鈴を転がすような声とは、こういう声をいうのだろうか。可愛らしさが、音からも響いてくる。

「……はっ！」

　やっとのことで俺は我に返ると、最初にかける言葉を必死に思い出そうとした。しかし言葉が出てこない。焦って視線を泳がせると、ボードを胸の前に掲げたままだったことに気付いた。

「あ……えっと、よ、ようこそ日本へ」

　反射的に目に入った文字を読んでしまった。ボードをトートバッグにしまいながら、その前に本人確認だ、と遅れて思い付く。

「き、君が……エイヤ・ピッカライネンさん？」

　目の前の美少女が、怪け訝げんそうに眉を寄せた気がした。

　え？　と思ったときには、氷のような無表情に戻っている。

　気のせいだったのかな？

　そのまま二、三秒待っていると、

「はい」

　と返事があった。それだけで、何か大仕事を終えたような気持ちになる。

「そ、そう。良かった。出てくるの遅かったから、心配しちゃったよ」

　ははは、と相手の警戒心を解くような笑顔を作る。

「俺は蒼あお井い桜おう雅が。君の両親とうちの両親が知り合いでさ。本当は母親が来る予定だったんだけど、急な仕事で……」

　会話を試みたが、エイヤ・ピッカライネンは無反応だ。

　思わず笑みが引きつった。

　──き、気まずい！

　なんか取り付く島もないって感じだ。あれか？　俺みたいなフツメンには、興味ありません。勇者、魔法使い、ドワーフ、元魔王がいたら、あたしのところへ来なさい、以上ってことか？　エルフはエルフでも、氷のエルフのようだ。憂鬱な。

　改めてエイヤを見ると、荷物は青いスーツケースと袈け裟さ懸がけにしたショルダーバッグ。そのストラップが胸の谷間を横断して、ただでさえ存在感抜群のお胸を強調している。いわゆるパイスラ。視線誘導を企たくらむ憎い奴やつ。

　俺はその誘惑に必死に抗あらがいながら、エイヤに尋ねた。

「荷物はそれだけ？」

　こくり、と小さくうなずく。

「……」

　もしかしたら、日本語はまだ話せないのかも知れない。でも、聞き取りは出来るっぽい。それは救いだなと思った。

「えーっと、行き先……どこかホテルを予約してる？　留学生だと、寮とかホームステイ先になるのかな？　場所を教えてもらえたら案内するけど……」

　しかしエイヤは無表情のまま、返事をしない。

　そのまましばらく待つと、二、三センチほど首をかしげた。

「？」

　いや、可愛かわいいけど！

　弱ったな。コミュニケーションが成立しない。やっぱり一旦、家に連れて行くか？

　俺の部屋にこの超絶美少女がいる図を想像した。

　……ヤバい。

　すごくいい。

　その誘惑に抗うのは至難の業だよ。

　でも、別に部屋に連れ込もうってワケじゃない！　緊急避難だ！

「じゃ、じゃあ、とりあえず電車に乗ろうか？　あ、荷物持つよ」

　言ってから、スーツケースだから転がすだけだし、あまり有り難くもないかも。むしろ、自分の荷物を知らない男に預ける方が、女の子的には抵抗があるんじゃないか？　と思ったが、今さら後には退けない。

　嫌がったら素直に手を引こう。そう思って手を伸ばしたら、あっさり荷物を預けてくれた。

　……ん？

　白い頬ほおがすこしピンク色に染まっているように見えた。しかし、すぐに顔を逸そらされてしまったので、よく分からない。

「えーっと……スカイライナーはどっちかな？」

　などと独り言をつぶやきながら歩き出した。

「あれ？」

　振り返ると、エイヤは根が生えたようにその場から動いていなかった。

　そして、少し上を見上げている。その視線の先には──

「……何だあれ？」

　ロボットのバカでかい頭が鎮座していた。

　グンドム……？

　もう何十年もシリーズが続いている人気のロボットアニメ。俺も小学生の頃にはそれなりにハマった。プラモデルだって作った。エンタメ作品でありながらも、シリアスでリアリティのある世界観。カッコ良く、オトナっぽい雰囲気にシビれた。

　シリーズは沢山あって、それぞれに違った面白さがある。そして世代を超えて楽しまれている。ライトに楽しむことも出来れば、思いっきり深い作品もある。グンドムというロボットを軸に、あらゆる層に応えられる作品が展開されているのだ。

　そして単にエンタメだけじゃない。俺が人との関係や、戦争の怖さを初めて意識したのは、この作品だった。間違いなく日本を代表するアニメの一つ。日本国民なら必修科目。出来ることなら、外国人の入国審査でも視聴を義務づけたい。

　そう考えれば、空港の到着口に飾られるのも大いに納得がいく。とはいえ、人の背丈よりもでかい頭が転がっているのは、やはり異様だ。隣に視線を移すと、成田アニメデッキという看板が目に入る。

　なるほど、日本のオタク文化をアピールするショップというわけだ。にしても気合いの入ったディスプレイだな。

　──小学生の頃なら、間違いなく駆け込んでたな。

　昔は結構好きだったんだけどな……中学生になった頃から離れてしまった。

　理由は色々あるけど……結局のところ、俺はオタクになれるほどの熱量も、好きだって気持ちもなかったってことだ。本当に好きなら、誰に何を言われたって──あ。

　いやいや！　そんなこと考えてる場合じゃない。日本人のオタク文化推しに、エイヤがドン引きしてなければいいが。

「あの、エイヤさ──」

　かけようとした声が、途中で止まった。

　エイヤの顔が、別人のように見えた。

　目を大きく見開き、キラキラした瞳で何かを見つめている。頬を染め、艶のあるピンク色の唇が少し開いていた。そこから吐息混じりの声が漏れる。

「わぁ……ＡＫＩＨＡＢＡＲＡはここにあったんだ……」

　という、謎の言葉を発した。

「あの……エイヤさん？」

「きゅっ!?」

　……何か今、小動物の鳴き声みたいな音がしたんだけど。

　しかしこちらを向いたエイヤの顔は、貼り付けたような無表情。

「なに？」

　そして心地ここち好よくも、冷たさを感じさせる声。

「あの店、寄りたいの？」

「…………」

　表情は変わらないものの、挙動がおかしい。せわしなく視線が泳ぎ、落ち着きなく手が無意味な動きを繰り返す。エイヤの中で、何かが激しく葛藤しているかのようだ。

　そして数秒の後、脳内会議の結論が出たらしい。

「……別に」

　ぷいっと顔を背けて歩き出すエイヤ。その背中から哀愁が漂っている感じがする。

　口ではああ言っているが、本当は寄りたいんじゃないか？

　そう思っていると、エイヤは足を止めて、ちらっと店を見上げる。めっちゃ名残惜しそうな顔してますけど。

　本人が「別に」と言っているのだから、いいじゃないか。それ以上はお節介だろ？

　そんな声が頭の中から聞こえる。

　確かにその方が楽だし、他人との安全な距離感を保っているようにも思える。

　けれど──

「あのさ……良かったら寄ってってもいいかな？」

「え？」

「いやー俺、結構ああいうの好きで……覗いてみたいんだよね。見に行っていいかな？」

「……!!」

　それまで冷たい印象だった半眼のまぶたが、大きく開いた。わ、瞳大きい。

「やっぱり……」

　ん？　やっぱり、ってどういう意味だ？

「……私も……見たい」

　エイヤは蚊の鳴くような声で答えると、俺より先にエスカレーターの方へ歩き出した。足取りは速く、まるで気持ちを抑えられないかのようだ。そして、エスカレーターを華麗に通り過ぎる──え？

「ちょ、ちょっと！　エスカレーターはこっち！」

「えっ？」

　振り向いたエイヤの頬が、みるみるピンクに染まる。

　唇をきゅっと結び、恥ずかしそうにうつむくと、足早に戻って来る。顔を伏せたまま俺の前を素通りして、エスカレーターへ。

　……もしかして極度の方向音痴？

　ヤバい。ドジっ娘こ属性まであるとか、ますます可愛い。

　俺は心のニヤニヤが顔に出ないように気を付けながら、エイヤの後からエスカレーターに乗る。あ、何が「やっぱり」なのか、尋ねるタイミングを完全に失ってしまった……まあいいか。

　上のフロアに移動し、スーツケースを転がしながら店に入る。

「わぁ……」

　エイヤは感嘆の声を上げた。

　店は思ったより広く、色々なタイトルのキャラクター商品が並んでいた。文房具といった実用的なグッズからフィギュアまで色々だ。ジャンルも幅広く、アニメから特撮、ゲーム、ファンシーキャラクターまでいる。海外からの旅行者向けに、日本のオタク文化を集約した感じだ。

　最近の作品はちょっと分からないが、少年マンガが原作のものとか、有名な作品も多いので、見ているだけでも結構楽しめる。

　で、エイヤはというと──

　冷たい表情は消え、別人のような明るい笑顔に変わっていた。

「……夢のようです」

　めっちゃ楽しんでる！

　両手の指を組み合わせて、目をキラキラ輝かせている。

　さっきとは印象がまるで違う。別人と入れ替わったんじゃないの!?　ってくらい。

　その笑顔は、周囲の空気はおろか、景色すらも一変させてしまうかのようだ。極寒の森から、花の咲き乱れる草原に瞬間移動した気すらする。

　もちろん最初から可愛かったけど、それよりも氷のような美しさが強烈だった。

　そして、感情を感じさせない表情と、他人とのコミュニケーションを否定するような塩対応。でも、今はまるで印象が違う。

　氷のエルフから、エルフのお姫様へとジョブチェンジ。やばい。もう俺の心は粉砕！　玉砕！　大喝采!!　もう死んだ。ワンターンキルで。

　──しかし

　こんなオタク文化専門店に大喜びするだなんて。外国人に大人気なクールジャパンというのは、本当だったのか？　あーでも、あくまで観光客的な感じで喜んでるだけかも。

　そんなことを考えていると、エイヤが急に緊張した声を上げた。

「こ、これは……っ!?」

「ど、どうしたの？」

　慌てて近くに寄ると、エイヤが真剣なまなざしで棚を見つめている。そこには美少女キャラのアクリルスタンドやポスター、缶バッチが並んでいた。

「これが……どうかしたのか？」

　エイヤは震える指先で、棚に並ぶアクリルスタンドを指さす。

「ライブライブのキャラたちが、キャビンアテンダントのコスチュームを着ています。なんて可愛い……もしやこれは成田空港限定なのでは……っ！」

「…………」

　ライブライブとは、美少女アイドルアニメである。普通の女子高生がアイドルグループを結成して、他のグループと歌とパフォーマンスで熾し烈れつなバトルを繰り広げ、天下統一を目指すという人気シリーズ。

　エイヤが見ていたのはアクオスというグループで、駿河するがの国のアイドル。ちなみに、紅白歌合戦にも出場した。

　それはともかく……エイヤが観光目線で楽しんでいるわけではない、ということを確信した。

　エイヤは恐らくオタクだ。

　まさかフィンランドにもオタクがいるとは思わなかった。しかも、こんなにキレイで可愛かわいい子が。

「えーっと……好きなの？　ライブライブ」

「はい……と言っても、あまり観みられなかったのですが……」

　観られなかった？

　どういう意味だろうか？　観たかったけど、何か理由があって観られなかった、というニュアンスだ。向こうだと、視聴環境がなかったとか？

　などと考えている間にも──

「これＦＴＯですね」「これは名探偵ドイル」「ひゃ!?　爆撃の虚人」「わぁ～ソード・クロス・オンライン」「あっ！　エヴァルデリオン」

　いちいち作品名を連呼しながら、商品棚を移動して行く。

　言わなくても分かってるし、分からなくても棚にちゃんと商品名が書いてある。言う必要なんてない。

　でも、声に出したくなる気持ちはよく分かる。

　俺も昔、アニメショップに行ったときには同じようなことをした。興奮して、楽しさを抑えられなかったんだ。

　そのとき「いちいち言わなくても分かる」なんて言われて、急に醒さめたというか、がっかりしたのを覚えている。

　俺は急に不安になって、周りを見回した。すると、白人系の兄ちゃんと目が合った。バックパッカー風のその人は、にっこり笑ってサムズアップ。思わず俺もサムズアップ。

　そんなやり取りを、店員さんが嬉しそうに見つめている。

　……なんか、少し安心した。

　そうだよな。外国からの観光客に喜んでもらうための店だし。日本人はシャイだし、人目を気にする傾向が強いけど、外国はコミュ力が高いというか、すごくオープンに人と付き合うイメージがある。固有結界もなければＡＴフィールドもないのだ。

　恐らくエイヤも──あれ？

　さっきまではしゃいでいたのに、元の氷のような表情に戻っている。いかにもウキウキした動きは鳴りをひそめ、じっと商品を見つめ佇たたずんでいた。

　その姿は、他人の視線をはね返し、「近寄るな」「話しかけるな」という無言のオーラを放っている。

「えっと、エイヤさん？」

　呼び掛けると、おそるおそるといった様子で、こちらを向く。そして周りに人がいないことを確認すると、ほっと息を吐いた。

　そして落ち着いた足取りで出口に向かう。もういいの？　と思ったが、時計を確認すると、いつの間にか二十分ちょっとが過ぎていた。アニメ一話分である。

　だが、店を出たところにも、エイヤの足を止めさせるものが待ち構えていた。

「……あ」

　そこには壁一面の巨大なイラスト。大ヒット作品の絵が、ずらっと並んだフォトスポットのようだ。

「すごい……」

　再びエイヤの瞳が輝き、口元がゆるんだ。壁を見つめたまま、ふらふらとした足取りで、巨大なイラストに誘われるように先へ進んで行く。なんだか目を離したら迷子になってしまいそうで怖い。

　それにしても、一体どういう性格なんだろう？　この美少女は。

　エイヤのスーツケースを転がしながら、後に付いてゆく。

　成田アニメデッキの隣は、ラーメン屋と期間限定のコラボショップになっていた。コラボショップの方は、ぱっと見メイドカフェ風の店内。その店先で、エイヤが足を止めた。

「コードリベリオン……」

「え？」

　入り口に貼られているポスターに目を留めた。あ、ホントだ。

『コードリベリオン 逆転のオールージュ』懐かしい。主人公が普通のいい奴やつじゃなく、目的のためなら手段を選ばないキャラで、子供だった俺は衝撃を受けた。それまで優等生的な主人公の作品しか観たことがなかったので──メチャクチャ面白かった。

　メカのバトルもシビれるほどカッコ良かったし、キャラの絵もキレイで、男性キャラはキャラ立ちまくりで面白カッコいい。

　そして女性キャラは……めちゃエロカワいい。パイロットスーツ姿とかたまんないし、第二期の一話でヒロインがバニーガール姿で出て来たときには、幼いながらもうドキドキ。あれは俺の性癖に大きな影響を与えたと言っても過言では──ゲフンゲフン。

　とにかく名作なのだ。俺はこの作品で、人間は一面的な存在じゃなく、色々な面を持っているのだと知った。そして政治やマスコミ、社会問題、外交問題について意識をするようになった。いっそ学校の授業に取り入れて──いかん、ちょっと思考が暴走しかけた。

「えっと、エイヤさん？　君もこれ知ってるんだ」

「え……」

　そして俺をじっと見つめる。上目遣いで。

　近くで見ると、余計にその美少女ぶりに圧倒される。肌がすごくキレイだし、髪の毛もキラキラしてる。瞳なんか光ってるみたいで、実はＬＥＤが仕込まれてない？　って訊きたくなる。うわ、睫まつ毛げ長っ。

「…………」

　じーっと見続けるエイヤさん。え、もしかして俺にコードリベリオンな催眠術をかけようとしてる？　そうじゃなくても、美少女の熱視線で殺されそうなんですけど？

「おうが……オーガくん……主人公のオールージュに少し似てます……」

「へ!?」

　急に何言い出してんの!?　いやいや！　そんな美形キャラじゃないから、俺。つか、あれか？　顔芸がヤバいキャラだったから、そのこと？

　今さら俺と見つめ合っていたことに気付いたのか、「は」と小さな声を漏らして、目を逸そらした。ほっぺたが少し赤い。

　なにそのリアクション。

　ちょっと夢見るような勘違いしちゃうから、やめて下さい。あ、そうだ──

「さっきＡＫＩＨＡＢＡＲＡって言ってたけど、あれってどういうこと？」

「あ……あの」

　ちらちらとこちらを見ながら、もじもじしてる。キャラ商品を見ていたときのテンションとは随分違う。もしかして、すっごい人見知り？　でも、外国人ってめちゃフレンドリーでオープンなんだよね？

「成田空港に……ＡＫＩＨＡＢＡＲＡってオタク文化のお店があるって……ガイドブックにあって……実はさっきから探してて……」

「なるほど。それで到着口から出てくるのが遅かったんだ」

「はい……すみません」

　申し訳なさそうに俯うつむきながら、指先をからめてもにょもにょしている。いちいち可愛いなぁ……マジで俺を殺す気？

「でも、この店の名前はＡＫＩＨＡＢＡＲＡじゃないんだよな……ちょっと待ってて」

　スマホで成田空港のサイトを調べてみると、確かにＡＫＩＨＡＢＡＲＡという店が空港内にあった。しかし出国の搭乗口の方にあり、この店とは別のようだ。

「そ……そうだったんです……か」

　がっかりしたように肩を落とす。

「で、でもまあ……きっと、ここと似たような感じじゃないかな？」

「そ、そうですよね……」

　微笑みに力がない。エイヤの落胆が伝わってくる。

　実際そんなに変わらないか、むしろこちらの成田アニメデッキの方が凄すごいんじゃないかと思う。あの品しな揃ぞろえとグンドムのディスプレイからして、力の入れ方が異常だ。

　でも、楽しみにしていたのに空振りしたときの残念さはよく分かる。

　何より、沈んだエイヤを見ていると、何とかしてあげたいと思ってしまう。でも、そんなのお節介だし、親切の押し売りみたいだ。

　俺はあまり人と深く関わらないようにしようと思っている。

　オタク文化とも、この数年距離を置いている。

　俺にはオタクの資格はない。

　何でもほどほどに。普通に。誰からも不評を買うことのないように。周りに、世間に合わせて。

　この美少女とだってそうだ。たまたま親が急用だったから、俺が代わりに来ただけで。ひとまず家に連れて行けば、そこから先は親が何とかする。きっと寮とかホームステイ先とかに連れて行くことになるだろう。

　そうすれば俺との関係は終わり。

　二度と会うことはないかも。会ったとしても、きっと俺なんかじゃ近くに寄れはしない。美少女に相応ふさわしい人間たちとのコミュニティがあるに違いない。

　だったら、ここで何かしても無意味。

「それじゃ、そろそろ行こうか」

　俺はスーツケースを引いて歩きだした。

「は、はい……」

　俺の後をエイヤが付いてくる。俺は歩きながら、思い付いたように話しかける。

「そうだ、ちょっと寄り道していいかな？」

「え、はい……どこへ、ですか？」

「どうせなら、本物のＡＫＩＨＡＢＡＲＡへ」




　　　　×　×　×




　秋葉原駅のコインロッカーにスーツケースを預け、俺たちは駅前に降り立った。

「も、もい……っ！　あ、アキハバラ……」

　エイヤはラジオ会館の前で、感慨深そうにつぶやいた。

「す、すごいです！　わた、わたし、アキハバラにいますっ！　本当に！」

　周囲のくすくすと笑う声に我に返り、俺の背中に隠れる。

「す、すみません……私、その荒ぶってしまって……」

「え？　それくらい、別にいいんじゃないかな？」

「で、でも、見られてます。何か噂うわさされてます。恥ずかしい……それに周りの方々にも迷惑じゃ……」

「迷惑ってほどじゃないと思うけど」

　確かに奇声を上げまくってたらヤバい人だけど、エイヤは観光客みたいなもんだし、少しはっちゃけるくらい普通だろう。

「オーガくんも迷惑じゃないですか？」

「大丈夫だよ。エイヤさんに喜んで欲しくて案内したんだから。思いっきり楽しんでくれた方が、俺も嬉うれしいし」

　うわ、なんか恥ずかしいこと言っちゃったよ。俺の方がよっぽど恥ずかしくない？

　でもまあ、これっきりの人間関係だろうからな……学校の知り合いとか、ずっと付き合う相手だったら、とてもじゃないけどこんなハズいセリフ言えないけど。まあ、旅の恥はかきすてって感じ？　旅してるのは俺じゃなくてエイヤの方だけど。

「オーガ……」

　そのエイヤが、ぽーっとした顔で俺を見上げている。

　そもそもこんなエルフみたいというか、二・五次元な美少女と一緒にアキバを歩くとか、それこそファンタジーなんだよ。ギャルゲーなんだよ。

　束つかの間まのゲーム主人公気分。気取った物言いも許して欲しい。そして、この非現実的なバーチャルデートを楽しもう。こんな機会、もう一生ないかも知れない──と自分に暗示でもかけるように、心の中でつぶやいた。

「ところで、空港でも気になったんだけど『もい』って？」

「あ……すみません。『もい』はフィンランド語の挨拶なんです。『こんにちは』とか『やあ』みたいな」

　なにそのかわいい挨拶。世界一エモい挨拶の称号を与えたい。

「へえ……可愛かわいいな」

「きゅっ!?」

　エイヤの真っ白い頬ほおが真っ赤に染まった。その熱を冷まそうとするかのように、手の平で頬を押さえる。

「か、ｋａｗａｉｉ……カワイイですか？　私……」

「えっ!?　いや、可愛いっていうのは『もい』で──あ、エイヤさんが可愛くないって意味じゃなくて、可愛いよ？　むしろすっごく可愛いんだけど、『もい』の相乗効果で余計に可愛いというか──」

　ヤバい。テンパって、やたら可愛いを連発しているような気がする。可愛いというワードが出る度に、エイヤの顔が深くうつむいてゆく。このままいったら、前屈でもしそうな勢い。こちらに向けた頭のてっぺんからは、湯気が上がっているかのようだ。

　そのとき「ちっ」と舌打ちをする音が聞こえた。

「ったく、こんなとこでイチャつきやがって……」

「なんでこんな男が……」

「うざ……ラブコメかよ……」

　周囲の男たちから、嫉妬と羨望の混じった怨念が漂ってくる。このままでは特級呪物扱いをされそうだ。

「え、エイヤさん、そろそろ行こうか」

「は、はい。よろしくお願いします」

　俺は逃げるようにその場を離れる。中央通りまで来て、隣にエイヤがいないことに気付いた。早速迷子か!?　と、後ろを振り向く。

「ごめん……なさい」

　小走りで追いついて来たエイヤを見て、俺は歩くスピードが違うことに気が付いた。

　いくらスタイルが良くて足が長くても、そもそも小柄なんだ。歩く速度が違う。今までそんなこと気にしたこともなかった。

「ごめん。俺、気が利かなくて」

「？　何がですか？」

　答える代わりに微笑みを返す。

「出来るだけエイヤさんの期待に応えたいんだけど。どこか行きたいところはある？」

　するとエイヤは困ったような顔をした。

「アキハバラにはずっと行きたいと思ってたのですが……アキハバラのどこかと訊かれると……」

　それもそうか。

「出来れば、オーガさんのお薦めで……」

　う！　そう来たか!!

　これは……まずい。行きたい場所があるなら、スマホで調べて案内すればいいやと思っていたのだが……お薦めとなると、俺の引き出しは空っぽだ。

　なぜなら、俺はアキバに来たのは初めてなのだ。

　可愛い女の子の前でいいとこ見せようと思って、慣れている風を装っていたが、ガチの初心者。ビギナーどころか、これがアキバデビューだ。

　小学生の頃から憧れはあったが、当時はアキバ行く機会なんてなかったし、自力で行くのも無理だった。中学になって、やっと自力で行けるようになった頃には、オタク文化から離れてしまっていた。だから俺のアキバ経験値はゼロ。

　しかし目の前のフィンランドから来た美少女は、期待に瞳をキラキラと輝かせている。

　何というプレッシャー！

　俺の全身から脂汗がにじみ出した。それに気付いたのか、エイヤの顔が曇る。

「あの……具合でも悪いのですか？」

「い、いや！　何でもない。行こうか」

　歩き出そうとした俺の袖が、何かに引っ張られた。

　振り返ると、エイヤが心配そうな表情で、俺の袖をつまんでいた。

「…………」

　無言の圧力に俺は屈した。

「実は……俺も秋葉原に来るのは初めてなんだ」

「そうなのですか？」

　エイヤは驚いたように、瞬まばたきを繰り返した。

「ああ。だから案内しようにも、どこに行けばいいか分からなくて……ごめんな。頼りなくて」

　さぞ失望したろう。そう思ったとき──

「そうだったんですね！　私、うれしいですっ！」

　満面の笑みを浮かべた。

「え……何で？」

　エイヤは心の底から嬉しそうに言った。

「だって、私の初めてのアキハバラが、オーガくんも初めてのアキハバラなんですよ!?　二人でいっしょに初めてを体験できるだなんて、嬉しいに決まってます!!」

「…………」

　思わず呆ぼう然ぜんとした。

　二人で一緒に、二人とも初めてだから──嬉しい。

「二人で初体験です！」

「……いや、その言い方はヤバい」

「えっ？　私、ヘンな日本語の使い方してましたか!?」

　思わず笑ってしまった。

　一人で肩肘張って、緊張していたのがバカみたいだ。

　まったく。エルフじゃなくて天使かよ。

「それじゃ適当に歩き回るか！　気になる店とかあったら、片っ端から覗いてみよう！」

「いいですね！」

　にっこにこの笑顔で、エイヤはうなずいた。

　何だろう？　さっきまでと違って、ワクワクが抑えられない。

　目の前に広がるアキバの街が、何倍も楽しそうに見える。

「それじゃ行こう！」

　二人一緒に、初めてのアキバに飛び込んだ。




　　　　×　×　×




　いざ歩いてみると、秋葉原は予備知識がなくても楽しめることが分かった。

　沢山の店が連なっていて、探さずとも待ち構えているような感じなのだ。

　とらのあな、メロンブックス、アニメイトといった専門店。あみあみ、駿河するが屋やなどのフィギュアショップ。ゲーム屋。レンタルショーケース。ＰＣのパーツ屋等々。

「わわっ！　オーガさん、あれなんでしょう!?」

「きゃ～♥　すっごくカワイイですっ！」

「見渡す限りのガチャです！」

「山のような同人誌です!!　世界中の同人誌が集められてるのでは!?」

「よく分からないものが沢山売ってます！」

「ふわわぁ……フィギュアがこんなにたくさん……」

　エイヤは、生まれて初めてテーマパークにやって来た子供のように、はしゃぎまくった。そこまで嬉しそうにされると、俺の気分も上がってくる。

　美少女キャラの看板や、通りでチラシを配るメイドさんにいちいち反応して感激するエイヤと一緒だと、今まで遠ざけていて忘れかけていたものが、心の中に蘇よみがえってくる。

　昔は、俺もこんな感じだったのかな……。

「ここでも同人誌とかマンガとか沢山売ってますね！　ポスターとか抱き枕とか、おもちゃにフィギュアとかも！」

「ここは中古品を扱ってるんだ。限定品とかプレミアがついてて凄すごいぞ」

「わ……ほ、本当です……」

　万単位の値札の付いた同人誌を見て、エイヤが目を丸くしている。

　……そういえば、俺も古本が欲しかったっけ。

　十年近く前のＮｅｏＴｙｐｅの８月号。あの一冊だけ、なぜかうちになかったんだよな。すっかり忘れてたけど。

　どうしてその号だけ欠けているのかも覚えていない。昔は機会があったら買いたいと思ってたけど……でも、今となっては……まあいいか。

　雑誌のコーナーに足を向けようとして、思いとどまった。

「エイヤ、結構歩いたけど大丈夫？　疲れてない？」

「はい。まだまだ大丈夫です。次はどの通りを歩きますか？」

　エイヤはまだまだアキバ探検を続けたい、と言いたそうだった。しかし、もう午後二時。さすがに腹が減ってきた。

　でも、女の子と一緒に食事？　今さらだけど、これって……デートみたいだよな？

　人生初のデートがアキバデート。しかも相手は今日出会ったばかりの、北欧美少女にして超絶的に美しくて可愛いくて……。

　──なんてリアリティがないんだ！

　今俺は、一体どこの世界線にいるんだよ!?　ジャンク屋で古いＩＢＭでも探せというのか？　それが世界の選択とでもいうのか。

　今朝の俺にこの事実を話したら、絶対に鼻で笑われる。つか、実はまだ寝てるんじゃないのか俺。

　自分のほっぺたをつねる俺を、エイヤが不思議そうに見つめていた。

「何をしてるのですか？」

「いや、ちょっと現実に帰還しようかと」

「？」

「それよりもお腹なか空すいてない？　良かったら何か食べないか？」

「あっ……それでしたら行ってみたい場所が……」

「それにしよう。どんなところ？」

「その……メイドカフェに……」

「……」

　なるほど！　そう来たか！

「あの、難しければ別に……」

「いや、大丈夫だと思う」

　ネットで検索すると、もの凄い数のメイドカフェがヒットした。その中から評判が良さそうで、且つここから近い場所……ということで『スイートフレーバー』という店に決定。行ってみると、幸い並ぶこともなく入店できた。

「お帰りなさいませ～♪　ご主人さま、お嬢さ──」

　出迎えたメイドさんが、エイヤを見て言葉を失った。

「うっわ!!　めっちゃキレイ！」

　というメイドさんも結構カワイイ。ピンク髪のツインテール。ぱっちりした瞳。きっとファンもいるのではないか？

　しかしそんな子も、エイヤの前では霞かすんでしまう。

「こら、くるりちゃん。お客様をご案内をしないとダメでしょ」

　先輩風のメイドさんがもう一人やって来た。こちらは紫色のメッシュが入ったロングヘアのお姉さん。名札には『紫し音おん』と書かれている。いかにも先輩キャラって感じ。

「はぁい。じゃ、こちらへどうぞるり～♪」

　変わった語尾と、歌うような声で壁際の席に案内されて、着席。入店からここまで、エイヤは一言も発さず、表情は一ミリも崩れない。さっきまではキラキラした笑顔だったのに……今はまるで冷気でもまとっているかのようだ。

　なんか冷や汗が出て来た。俺は何かマズいことをしただろうか？

　席に着いてから、おそるおそる切り出す。

「あの……エイヤさん？　もしかして、この店は嫌だった？」

「……いいえ。とても堪能しています」

　え、ホントに？

　だって声には感情ないし、怒ってるみたいだけど。

「誰も見ていなければ、床を転げ回りたいくらいです」

　そこまで!?

「ご注文は決まりましたるり～♪」

　くるりちゃんが注文を取りに来た。

　俺はテーブルの上に広げられていたお薦めメニューを眺める。どうしようかな？　と迷っていると、エイヤの白く細い指先が、メニューの上をとんっと叩いた。

「あ、オムライスかしこまるり～♪」

　即決!?

「カレシさんはどうするり？」

　かっ……!?　いや、うろたえるな。相手は接客業。これはリップサービスというやつだ。気になるのは、エイヤが嫌な気分になっていないかだが。

　おそるおそるエイヤの顔を見ると、相変わらずの鉄仮面。しかし、頬ほおが薄く桃色に染まっているような……気がする。

「じゃ……俺も同じの」

「はぁあい♪　かっしこまるり～♫」

　踊るようなステップで離れて行く。

「えと……エイヤさん、怒ってない？」

「……どうしてですか？」

　カップル扱いされたから……って口に出すのもハズい。結局、その後は会話が続かなかった。

　オムライスがやって来て、文字を書いてくれるというお約束の儀式。エイヤは自分の名前『えいや』をリクエストしたら、黄色いオムライスの上に、赤いケチャップで『えいやっ!!』と書かれた。掛け声と勘違いされたか。

　一方俺は『ＷＥＬＣＯＭＥ』をリクエストしたら『うえるかむ』。この子、ひらがな以外の文字を知らない説。

　女の子と二人っきりで食事なんて初めてで、味なんて全然分からない。それに話題を振る余裕もない。エイヤが表情を貼り付かせたまま、押し黙っているのもあって、無言のまま食べ終えると、店を出た。

　途中で気を遣ってくれたのか、くるりちゃんと紫音さんが話しかけてくれたが、凍り付いた空気を溶かすことは出来なかった。

　……女の子を食事に誘うだなんて、柄にもないことしなきゃよかった。駅に向かって歩きながら激しく後悔していると、エイヤの深い溜ため息が聞こえた。

「あれがメイドカフェ……お店も可愛くて、メイドさんも可愛くて、とてもステキでした」

「えっ？」

　驚いてエイヤを見ると、蕩とろけそうな微笑みで俺を見上げている。

「とても楽しかったです。連れてきて頂いて、ありがとうございました」

　──!?!?!?

　エイヤのことが良く分からない。肝心の店の中にいたときは、ものすごく不機嫌そうだったのに。

「えっと……楽しんでたの？」

「はい。堪能してるとお答えしましたけど……もしかして日本語間違ってますか？」

　あれは本音だったのか？

「そ、そっか……なんだか、つまらなそうっていうか……不機嫌そうに見えたから、てっきり気に障ることをしちゃって怒ってるのかと」

「あ……」

　エイヤは少し悲しそうな顔をした。

「ど、どうしたの？」

「……いえ、何でもありません」

　妙に気まずい空気のまま歩き続ける。一体、どうしたんだろう？　などと考えていたせいか、駅を通り過ぎて万世橋までやって来てしまった。

　だいぶ日が傾いて、夕暮れが水面に反射している。橋のたもとにあるランプが、黄色く灯ともっていた。

「あ、ごめん。ちょっと行き過ぎた。戻らないと……」

　すぐに引き返そうとするが、エイヤは思い詰めた顔で立ち尽くしている。その瞳は、川の流れを見つめている。

「何か気になる？」

「私って、本当にダメです……」

　え？　どこをとっても美少女なお人が、何を世よ迷まい言ごとを？

「せっかく私のために色々してくれたのに……オーガにつまらない思いをさせてしまいました……本当に自分が不ふ甲が斐いなくて……」

「ちょ、ちょっと、何の話？　俺は別に……むしろエイヤさんが気を悪くするようなことしちゃったんじゃないかって」

　銀の髪を左右に揺らし、エイヤは首を振った。

「私……人と話すのが苦手なんです」

「そうなの？」

「話すときは目を合わせられないですし……そもそも緊張して話せませんけど」

　メイドさんが話しかけても無視していたのは、そういう理由？

「普通のフィンランド人は、人と話をするときは自分のつま先を見て話す。社交的なフィンランド人は相手のつま先を見て話す、と言われたりしますけど……」

　相当だな！

「私はもっと酷ひどいレベルで……さっきもメイドさんに話しかけられたとき、ビルから飛び降りるつもりで返事をしようかと思ったのですが」

　自殺レベル!?

「こう言ったら、メイドさんが何て思うだろうか……気を悪くするんじゃないかって考えているうちに……会話が終わってました」

　あぁ……それは、ちょっと分かる。

「知らない人はもちろん、知っている人でもエレベーターで乗り合わせると、もの凄いプレッシャーを感じるんです。もう、いたたまれなくて」

「そ、そうなんだ……それは大変だな」

「あと、人混みも苦手で……バスとか電車も、隣り合わせで座らなきゃいけない状態でしたら、それはもう満席と同じと言いますか……」

「そ、そうか……あ。ここまで来るのに、電車で隣に座ってたし……それで」

　エイヤは慌てて手を振った。

「ち、違いますっ。人は苦手ですけど、オーガは別というか……」

「別？」

「オーガは私と同じ趣味ですし、同志というか、同じ種類の人間というか……」

　ああ、そうか。オタクの特性か。同じ趣味だと分かると、一瞬で距離が縮まったと誤解してしまうやつか。

　今の俺はオタクには程遠いんだが……でも、そう思われてるからこそ、普通に話してくれるのならば、あえて訂正する必要もないかな……って、あれ？

「でもそれならアキバを歩いている連中は、ほぼ全員オタクだし、大丈夫なんじゃないのかな？　メイドさんも途中でオタトークな話題を振ってくれてたような」

「それは……さっき散策しているときは、初アキハバラで興奮しすぎて……あと目の前のものに夢中で……他のお客さんのことは見えてなかったからです。それに、オタクだからといって平気なわけでは……」

　よく分からなくなってきたぞ？

　何で俺は平気なんだ？　もしかしたら、恋愛で異性として意識していないから平気とか、そういうやつ？

　エイヤは他人が苦手ってことは……俺って人として意識されてない!?　もしかして人間失格!?　俺は太宰治だったのか！　どうせなら探偵の方の太宰でお願いします──なんて冗談はともかく。

　俺は勝手な思い込みで、外国人だから他人にオープンだ、なんて思ってたけど、国や人によって全然違うんだ。

「オーガは別……というか、むしろ一緒の方が心強……あ！」

　しまったという顔で口に手を当てると、エイヤは慌てて頭を下げた。

「す、すみません……オーガって呼び捨てにしちゃいました。失礼なんですよね？　くんを付けなきゃいけないのに……」

　そんなことよりも、気になることを言いかけてた気がするけど……？

「全然平気だよ。っていうか、どちらかというと……呼び捨ての方が」

「え、なぜですか？」

「その方が距離が近いっていうか、親しい感じがして……」

　うわー、らしくねー。こんなセリフ吐く俺、恥ずかしい。けど、どうせあと数時間の付き合いだし、思い切って言ってみるか！

「その代わり俺も『エイヤ』って呼び捨てでいいかな？」

「はぅ……」

　なぜかエイヤのキレイな瞳が、とろんと蕩けそうになっている。

「エ、エイヤ？」

　そう呼んでみると、急に目を覚ましたかのように、エイヤの背筋がぴんっと伸びる。

「は、はいっ！　ふ、ふつつかものですが……よ、よろしくおねがいします」

　そして深々とお辞儀。

「あはは……結婚するみたい」

「けっ!?　けっこ……っ!?」

　エイヤの真っ白い頬が真っ赤に染まった。その熱を冷まそうとするかのように、手の平で頬を押さえる。

「ま、まさか、い、今の日本語でプ、プロポーズ、だったですか……っ!?」

「というか、プロポーズを受けた女の人が言うイメージ？」

　エイヤは「はぅぅうう」と息を吸い込むような、声にならない声を上げると、恥ずかしさに体をよじった。

「わ、私、日本のマンガやアニメで日本語を覚えたので、少しヘンなのかも……です」

「そんなことないよ。すっごく日本語上手いと思う。俺なんか、英語だって超苦手だし。外国語がそれだけ話せるなんて尊敬するよ」
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「そ、そんな……私なんて、どうしても日本に来たかっただけですから……」

「日本が好きなのは、やっぱりオタク文化のせい？」

「はい。伝統的な日本文化にも憧れますが、本場の日本でオタ活がしたくて……」

「オタ活……」

　すごいパワーワードが出て来たな。エルフみたいな美少女の口から出ると、ミスマッチ感がすごい。でも美少女だけに「オタ、カツ！」とか掛け声をしながら、ランニングとか筋トレとかしてるイメージが頭に浮かびそう。

「そうなんだ……好きなことのために、苦手なことがあっても行動を起こせるっていうのは、本当に凄すごいよ」

　だって海外留学だぜ？　そんな思い切り、俺にはない。

　周囲の評価ばかり気にするような、俺じゃ──

　エイヤがうるんだ瞳で俺をじっと見上げた。

「優しいです……オーガ」

「えっ、でも、思ったことを言っただけだし」

「私、オーガと会えてよかったです」

　ヤバい。

　すっげえ照れる。

「も、もう暗くなるし、行こうか。とりあえず、俺の家だけど！」

「はいっ」

　そして駅に向かい、電車を乗り継いで家に帰った。

　座ると疲れが出たのか、エイヤはすっかり眠りこけた。俺の肩に寄りかかって。

　パーソナルスペースが気になるという話をしたばかりなのに、ゼロ距離で安らかに寝息を立てるエイヤ。実に謎が多い。

　そして俺は、全身硬直。だって、すっごい良い香りがするし、柔らかいし、温かいし、エイヤの重みが気持ちいい……とか思う俺キモい。

　けどしょうがないじゃん！　気持ちいいんだから！　と、全身をカチコチにして下車駅まで微動だにしなかった。




　　　　×　×　×




　日がすっかり暮れた頃、ようやく俺はエイヤを自宅まで連れ帰った。

　途中からすっかり我が家が最終目的地のように思い込んでいたが、よく考えたら違った。ここから、エイヤの宿泊先へ連れて行かねばならないのだ。

　先に帰宅していた母親に尋ねると、

「それがねー、ちょっとマズいことになったの」

　と、渋い顔をした。

「マズいって……何があったんだよ」

「受け入れ先のお宅がここしばらく連絡が取れなくてね。埒らちが明かないから、今日行ってきたのよ」

「急用ってそれだったのか……で？」

「夜逃げしてた」

「はぁ!?」

　何でも会社経営をしている羽振りの良いお宅だったそうだが、どうも事業で失敗したらしい──とはご近所の噂うわさ。一週間程前から車がなくなっていて、住人も見かけなくなったとのことだった。

「エイヤ……」

　立ち尽くすエイヤに表情はない。それは見慣れた氷のような表情ではなく、茫ぼう然ぜん自じ失しつといった顔。

「それでね、急にホームステイ先も見つからないし、一旦フィンランドに帰ってもらうのがいいんじゃないかなって。学校の方も、エイヤちゃんのご両親もそう言ってるの」

「学校に寮とかないのか？」

「あんたの高校に寮なんてないでしょ？」

「留学先ってうちの学校だったの!?」

　くそ、担任の小こ宮み山やまめ。そんなこと一言も言ってなかったぞ。

「というわけなの。今日はうちに泊めてあげるから。あ、飛行機の便も、私が取ってあげるからね」

　一旦帰国、というと聞こえはいいが、体のいいキャンセルじゃないのか？

　エイヤは何か言いたげに唇を開く。

「で、でも……私……やっと、せっかく……」

　言葉を探すように、視線を泳がせる。ふと、俺と目が合った。

　今にも泣き出しそうな顔だった。

　言葉に出来なくても、その瞳が語っている。

　──帰りたくない。

　しかし、エイヤは口を結んで、うつむいた。

「……はい」

「よかった。エイヤちゃんはいい子ね」

　──いい子。

　その意味は、聞き分けが良くて、逆らわない。大人の言いなりになる子。という意味じゃないのか？

　エイヤも自分の素直な気持ちを言ったらどうだ？

　せっかく日本まで来たんだろ？

　人見知りで、知らない人と話すのも苦手なエイヤが日本に留学するのは、他の人の何倍も大変だったはずだ。怖かったはずだ。

　この日本留学を実現するまでに、どれだけの困難があったのか、俺は知らない。

　けれど並大抵のことじゃないことだけは想像が付く。

　誰でも、未知なる世界へたった一人で挑むのは怖い。

　例えば誰かが俺に「留学するか？」と訊きいてきたら、どうだろう？　楽しい想像をして憧れを抱くかも知れない。けれど、結局俺は行かないだろう。

　ただの長期旅行ならいい。けれど、留学となると話は違う。まず日常生活を送れるくらいに言葉を覚える、という段階で挫折する。ホームステイも無理だ。仮に日本国内だとしても、知らない家族の住む家で世話になるとか、めちゃくちゃ疲れそうだ。それが海外だぞ？　絶対無理。

　学校生活なんて、もっと大変そうだ。外国語で授業されるとか悪夢だ。他に日本人の留学生が多くいれば、何とかなるかも知れない。でもそうなったら、ずっと日本人同士でつるんでるに違いない。留学の意味なし。

　ちょっと想像しただけで、自分とは違う人種、違う言葉、違う習慣、違う常識の中で、たった一人で生活するのはしんどいことが分かる。

　それを、この小柄で線の細い少女が挑戦しているんだ。

　しかも対人恐怖症レベルの対人スキルなのに。

　やっぱ、こいつ凄い。

　こんな凄いやつの──エイヤの力になりたい。

「……母さん。うちにホームステイしてもらったら？」

「え」

　エイヤと母さんは、目を丸くして固まった。しばらくして、母さんは困ったような顔で目を逸そらした。

「いきなりそんなこと言われてもねえ……」

「姉貴が使ってた部屋があるだろ」

　俺には七つ離れた姉がいる。今年大学を卒業して一人暮らしを始めたので、使っていた部屋が空いているのだ。今は物置になっているが。

「でも、あの部屋はお父さんが書斎にしたいとか言ってたしねぇ」

「どうせ本なんか読まないだろ？　ただゴロゴロして酒を呑のむだけなら、リビングでいいじゃないか。それより留学生に使わせる方が、ずっと有効活用だと思うけど？」

「そりゃ、あんたは可愛かわいい女の子と一緒に住みたいだけかも知れないけど。大変なのよ、色々と」

「例えば？」

「色々お金もかかるし、フィンランド語なんて分からないし、違う生活習慣だし……」

　俺はすぐにスマホで、ホームステイ費用を調べる。

「有償の場合もあるみたいだけど。エイヤ、どういう条件だったか知ってる？」

　突然話を振ったせいか、エイヤはあたふたとした様子で返事をした。

「は、はい……えっと、その、ホームステイ費用はお支払いする条件でした」

　母さんの顔色が少し変わった。

「あ、あら、そうなの？」

「それに今聞いたとおり、エイヤは日本語が堪能だ」

「うーん……でも生活習慣も違うしねぇ」

「そういった違う文化や生活を学ぶのも留学の目的だろ？　違う？　エイヤ」

　エイヤは無言で、何度も頭を縦に振った。

「でも、年頃の男の子がいる家だと、先方が何て言うかしらね……」

「そこは信用してよ。母さんと父さんの知り合いの娘さんなんだから、ヘンなこと出来るわけないじゃないか。それに姉貴の部屋には鍵も付いてるし」

「うーん……」

　母さんは唸うなったまま、腕を組んだ。

「俺たちが何とかしてあげれば、エイヤは予定通りの留学が出来るんだ。日本が好きで、大変な思いをしてやっとやって来た子を、見捨てるの？　俺の両親は、そんな薄情な人じゃないよね？」

「あんたもズルい言い方するわね……」

「尊敬出来る両親でいて欲しいってだけだよ。エイヤの日本好きは本物だよ。今日、迎えに行って分かった。クールジャパンっていうか、日本のアニメ──」

　エイヤが俺の袖を引っ張った。

　訴えかけるような瞳で俺を見上げている。どうしたんだ？　これ以上はもういいって意味だろうか？

　そのとき母さんが大きく溜ため息を吐ついた。

「仕方ないわね……じゃあ、お父さんが帰ってきたら、相談してみなさい」

　そう言い残して、台所へ姿を消した。

「よし！」

　俺は思わずガッツポーズ。

「エイヤ、父さんは母さんよりも説得が楽だと思う。これで勝ったも同然だ。よかっ──」

　エイヤの瞳から、ぼろぼろと涙がこぼれ落ちた。

　固まった表情のまま、涙が頬ほおを伝って流れてゆく。

「エ、エイヤっ!?」

　やばい、何だ？　どうした？　どうしたらいい？

　もうオロオロするしか出来ない。

「……ありがとうございます」

　エイヤは顔を両手で覆うと、震える声でそれだけを伝えた。

「やっぱり……オーガは私の……ヒーローです……」

　え!?　なんか想像もしてない単語が出て来た!!

「お、大げさだって」

　私が来た！　とか自信満々に言えればカッコいいけど。

　でも悪い気はしない。てか、正直嬉うれしい。

　けれど──

　俺からすれば、好きなことを貫けるエイヤの方が、よっぽどまぶしく見える。

　そんなエイヤの力になれたってことが、すごく嬉しい。

　俺もエイヤみたいになれるかな？

　これからも俺に出来ることがあれば──そう決意させるには十分過ぎる涙だった。







[image: エイヤ・ピッカライネン　～初めての夜～]







　私は今、日本で寝ている。

　ベッドではなく、床に敷いた布団で。

　窓から差し込む月の光。同じ月なのに、違って見える。不思議。

　何より、私が日本にいることの方が不思議。

　しかも、あの人の家で寝てるなんて。

　本当に夢みたい。

　奇跡のような偶然。

　でも、この夢の国は一年間の期間限定。

　その間に出来る限りのことをしたい。

　でも油断は禁物。

　この家の人たちは私の両親と知り合いだから。

　報告されたら困ることがある。

　でも──

「オーガなら……私の味方に……」







[image: 【雑談】女神のお悩み相談【甘妻ガイア／ごじくじらいぶ】]







　えー我を崇あがめよ～。ごじくじらいぶ第四期生の甘妻ガイアでーす。

　信者のみんな元気ー？





金色の風邪［お待ちしてました！］

エルバン座［おつー］

下級信者［マテタヨー］






　最近ちょっと忙しかったから、雑談生配信は久しぶりかも？　久しぶりだよね？

　え？　うん。

　ガイアさまは十七歳で現役高校生だからさー、色々忙しいんだよねーって、ん？





くっころ［ガイアは女神じゃないの？］






　さまを付けろよデコ助野郎!!




　ああ、うん。そう、ガイアは女神だから。女神。そこ注意して。ちゃんと崇めて。

　女神だけど世を忍ぶ仮の姿で女子高生してるの。人間たちを観察するためー。

　で女神、最近ちょーっと色々あるのー。今日も面倒な仕事を振られてさー。何であたしがってカンジー。

　あーでも、人間たちもこんな悩みがあるんだなーって実感出来るよね。まあ、ちっぽけな悩みなんだけどさー女神からしたらー。





にゃーにゃー［悩みって学校の勉強？］

味濃め味玉つき［成績悪いの？］

ドルドル［落ちこぼれｗｗｗ］






　おま！　ふざけんなよ!?　ガイア頭いいしー優等生だしー。





総務課［上司によるセクハラですか？］




ハンサム団長［オレが癒やしてあげる］

エルバン座［サービス残業？］






　まー残業みたいなもんもあるけどさー……って！　だから女子高生つってんだろ！　こっちはぴっちぴちよ。何でそう疲れたサラリーマン設定にしたがるかなー。

　でもまー疲れてるは疲れてるから。癒やして。女神を癒やして。

　やっぱカワイイ子に癒やして欲しいなー。





ルルイエ［わしも疲れた］

ＴＫ６０３４［好みは？］

発情バニー「おっぱい？」




13㎝［おっぱい］






　おいおいおまえら、おっぱいのことしか頭にないのか!?

　うん。女神おっぱい好きよ？　ほら大地の、豊ほう穣じようの女神だし？

　やっぱお胸の立派な子とか見ると、こう……触ってみたくなるよね。揉もんでみたくなるよね。マジで。





エルバン座［セクハラ大魔王！］

テケリ・リ［……］






　女神を魔王呼ばわりするなしー。でも女神だから、触ってもノーカンじゃん？

　いやーいいんだよね、おっぱい。はぁ……おっぱい揉みたいなあ……あ？　そうそう悩み相談だった。忘れてた。気持ち良く忘れてた。

　えーっと最初はーっと。





サクラ［留学生の女の子がホームステイすることになりました。でも距離感が掴つかめません。親切にしたいけど、女の子だし、馴なれ馴なれしすぎるのも良くないですかね？］






　サクラってサクラみたいな名前だねー。でもサクラじゃないからな。え？　サクラってほら、客寄せのための仕込みとかやらせってヤツのこと言うの。淫語で。違った隠語で。

　うん。女神、下品なこと言わないから。大丈夫。女神だから。

　エロマンガ読んで発散させてるし。大丈夫。

　っていうか何だよお前！　留学生がホームステイとかラノベかよ!?　エロゲかよ!?

　転生でもしたのかよ!?

　ファンタジーか妄想の世界に生きてるんじゃないだろうな！

　もし現実なら、あたしと代われ!!







[image: 第三章「これがオーガとの初夜ですね！」]







　親父おやじはそれほど無理なく説得完了。その親父を通して、向こうの両親からも了解を得ることが出来た。

　これでエイヤは正式に、我が家にホームステイすることとなった……って、マジ？

　自分で言い出しておいてナンだけど、ちょっと意味が分からない。もはやファンタジーじゃない？　この現実。

　だってあんな超絶美少女と同どう棲せいとか……俺の人生、バグが発生したのでは？　で、それを使ったチート技を無意識に使ってるとか。

　仮に運命の女神のイタズラだったとしても、実際にエイヤは、今夜俺の家に泊まるのだ。エイヤにとって初めて過ごす日本の夜。俺にとっても、家に女の子を泊めるなんて初めての経験。ワクワクと緊張が交互に襲ってきて、情緒がヤバい。

　なるべく平静を装いつつ、エイヤが寝られるように、物置同然の旧姉部屋を片付ける。荷物の半分を俺の部屋へと移すと、何とか布団を敷くスペースを確保できた。で、客用布団を敷いた後で、今夜ここで寝る美少女は──

「これがオーガとの初夜ですね！」

　とすごく清すが々すがしい笑顔で言いおった。おかげでその後、様々な妄想に苦しめられることになったぞ畜生。無論、俺は自分の部屋で寝た。

　翌日は家具や日用品を買いに出掛けたかったのだが、残念なことに月曜日。

　すなわち──

　エイヤの留学デビュー戦である。

　うちの高校の制服を着たエイヤと、駅へと向かう。

　見慣れたご近所の風景が、銀髪の美少女越しに見るとすばらしい風景に見えてくる不思議。何だか走り出したい高揚感。

　しかしこの後、学校に到着してエイヤが教室に入ったときに、何が起きるのかを想像すると……不安で仕方がない。

　エイヤは対人恐怖症レベルの人見知り。一体どうなってしまうのか……あれ!?

　すばらしい眺めが、面白みのない日常に戻っていた。

　振り返ると、エイヤがよそ見をしながら十字路を違う方向へ歩いて行くところだった。

「エイヤっ。こっちこっち！」

「えっ……あっ！」

　エイヤはぱたぱたと小走りで、俺のもとへやって来た。

「す、すみません。街並みが面白かったので、つい夢中になって……」

「普通の住宅街だけど、面白いかな？」

「はい。フィンランドとは違います。昨日のアキバも凄かったですけど、こちらはこちらで興味深いです」

　確かにそういうものなのかも知れない。俺は海外に行ったことないから分からないけど。

「成田からアキバへ向かうときも、結構楽しんでたよね」

「はい。高いビルがいっぱいあって、まさに大都市。ＳＦの世界です」

「ＳＦ……」

「まさにアギラですね！」

　いや、あんな殺伐とした東京じゃないからね？　オリンピックもちゃんとやったし。でもあの赤いバイクはカッコいい。エイヤのオタトークに煽あおられて、俺のコイルも温まってきたぜ。

「そうは言っても、フィンランドにも都会はあるんだろ？」

「首都のヘルシンキでも、あんなビル街はありません。それに、そんなに大きな街じゃなくて、ほとんど歩いて回れます。でも東京は広いです。アキバからここまで来るのだって、ずっと街が続いているじゃないですか。信じられません。驚異です」

　そうか。俺は日本しか知らないからそれが当たり前だと思ってるけど、そうじゃないのかも知れない。他と比較することで、初めて自分のことに気付かされる。

　それは……人間、個人についても言えそうだな。

　でも学校では、画一化された人間になることが推奨されているように思える。そしてそのコミュニティに染まっている者たちは、自分たちの感覚に合わない相手は排斥する。

　ＳＮＳ上ではさらに過激。匿名性が高いから余計に人は攻撃的になる。この学校にも、ネット上の掲示板や裏掲示板、無数のＳＮＳグループがある。

　そういった見えない大衆の評価に怯おびえて暮らしている。

　そんなところへ明らかな異物であるエイヤが入ったとき、どう反応するか……しかもエイヤはコミュニケーション能力が著しく低い。

　エイヤの隣を歩く特権を得ている自分に喜びを感じながらも、それだけに不安もある。

　そしてその不安は──当然のように的中する。




　　　　×　×　×




　教室が凍り付いた。

　担任の小こ宮み山やまがエイヤを伴って教室に入ったとき、全員がエイヤの美しさに息を呑のんだ。

　そして職員室で一足早く洗礼を受けたであろう小宮山は、引きつった顔でエイヤを紹介する。

「えー……ちょっとしたサプライズのつもりで、告知してなかったんだけど、今日からみんなと一緒に勉強をすることになるエ……エイヤ、ピッカ……ピッカライネンさん。まだ言葉も分からないっぽいので……」

　そう解釈したか。本当は日本語ペラペラだけど。

「……とまあそんなわけで、まあみんな仲良くしてあげて」

　ここでようやく生徒たちから拍手と歓声が上がる。

「…………」

　しかし当然のようにエイヤは無言＆無表情。

「えーっとエイヤさん？　何か挨拶とか……」

　小宮山の催促に、冷たい一いち瞥べつで応える留学生。

「あ、いいや。それじゃ席はひとまず一番後ろの席に」

　と、俺を指さした。

　というのも、俺の隣が空席になっているからだ。そこは一番後ろの窓側というベストポジション。やって来たエイヤは、ちらりと俺を見た。表情は変わらないのだが、その瞳が助けを求めていた。

『助けてください！　もう気絶しそうです！』

『落ち着け。今は耐えるんだ！』

　と俺も瞳で語りかける。果たして伝わったかどうかは分からないが。

　そして一限の授業が終わり、生徒が一気に殺到──するかと思いきや、みんな遠巻きにして様子を窺っている。

　そんな中、一番手に斬り込んできたのは、さすが委員長。

「初めましてエイヤさん……って呼んでいいのかな？　私は花はな宮みやひなた。このクラスの委員長をしているの」

「……」

　ガン無視。

　教室の温度が二、三度下がった気がする。

「え、えっと……初めてで分からないこともあると思うけど、何でも頼ってね？」

　花宮は冷や汗を浮かべながらも、果敢に攻める。

「あ、言葉が分からなくても、身振り手振り……えっと、ジェスチャーでいいから。少しなら分かるから、英語でもいいよ？」

「…………」

　ここでようやく反応があった。エイヤは顔を花宮の方へ向けた。

　空気がなごむかと思いきや、その逆。一気に教室の空気は張り詰めた。

　まるで射い貫ぬくようなエイヤの視線。俺も空港で圧倒されたあれだ。美人の真面目な顔は迫力がある。それにキレイで大きな瞳の異常なまでの目力。

　その目はまるでこう語っているかのようだ。




　──殺すぞ。




　さしもの花宮もたじろいだ。

「あ、つ、次の授業が始まるから……ま、また後でね？」

　去り際に花宮はちらりと俺に視線を向けると、立ち止まって腰を屈かがめ──え、顔近い。

「蒼あお井い君？　もし何か困ってそうだったら助けてあげて？」

　……マジでいい奴やつだな。花宮。

　男女問わず人気が高いのも当然だと、納得させられる。

　けど、今一番エイヤを困らせていたのは花宮自身だったんだけどな……。

　それ以降も、休み時間の度に果敢に話しかける生徒がいたのだが、全て返り討ちに遭った。

　そして午前の授業が終わり、昼休み。

　さすがに見ていられない。それにこのままじゃ昼メシも食えないだろう。

　あまり目立つことはしたくないのだが、俺が動くしかない。母さんからエイヤの分も弁当預かってるし……どこか人目のないところを探すとしよう。

　俺は立ち上がると、何気ない風を装って声をかけた。

「あーエイヤさん？　先生に校内を案内しろって頼まれてるんだ。ちょっと一緒に来てくれないかな？」

　すると、エイヤは無言で席を立つ。それだけで教室の中がどよめいた。

　エイヤが迷子にならないように後ろに気を付けながら、教室を出る。廊下ですれ違う生徒は、ほぼ百パーセント、ぎょっとした目で俺の背後を見つめた。

　そりゃそうだろうな……けど、早く二人だけで話せる場所へ移動しなければ。

　それとなく探しながら廊下を歩き、辿たどり着いたのは第二理科室。

「ここなら大丈夫そうだ」

　誰もいないことを確認すると、エイヤは顔の緊張といて、はあ～～と大きな溜ため息を吐いた。

「緊張しました……生きた心地がしません」

「そ、そうなんだ……」

　傍はたから見ると、周囲を威嚇して回ってるようにも見えたけど。

「でも気を遣って頂いているのは嬉うれしいです。特にあの黒髪ロングの委員長さん……優しくて、良い人ですね。返事をする勇気はありませんでしたが、感謝の気持ちは目で表現したつもりです。伝わってるといいのですが……」

「…………」

　伝わったんじゃないかな。真逆の方向に。

「やっぱり、返事をするのって難しい？」

「はい……今はちょっと無理です。やれるとすれば、気付かなかったことにするか、聞こえなかったことにするか、見えなかったことにするかの三択でしょうか？」

　それ、全部同じ！

「分かったよ……それより、弁当でも食べようか。こんなとこで悪いけど」

「いえ、日本の教室は面白いです。何だか、アニメやマンガの世界に飛び込んだみたいで、わくわくします。毎日が聖地巡礼みたいですね」

　聖地巡礼……アニメなどの舞台となった場所へ実際に訪れるという、楽しみ方だ。エイヤを迎えに行ったときに見た成田アニメデッキには、全国巡礼八十八カ所なんてディスプレイもあったな。そんなにあるのか聖地。

　窓際の席に横並びに座り、弁当の蓋を開ける。

「わぁ……これが日本のお弁当文化！」

　エイヤが目を輝かせた。

　確かにいつもより品数が多く、色合いもキレイだ。母さんも見み栄えを張ったな。

　でもおかげでエイヤも喜んでる。ここは素直に母に感謝しよう。

　それからエイヤとお喋しやべりをしながらのランチタイム。どうやら日本の学校の印象は悪くないらしくてほっとした。

「はあ……おいしかったです。えっと……ごちそうさまでした。やっぱり、日本でごちそうさまするの何だか楽しいです」

「俺も……女の子と一緒に弁当食べるの初めてだったけど。なんか……いいね」

「あ、じゃあ私も男の子と一緒にお弁当は初めてでしたから、またオーガといっしょに初体験しちゃいましたね」

「そ、そう……だね」

　いや、だから言い方。

　……相変わらずその言い方には照れる。

　どう伝えたものかと考えていると、教室の外から声が聞こえてきた。

「マジでどこ行ったんだよ？　エイヤちゃん」

　この声は……戸と山やま？

　戸山櫂かい──うちのクラスの、ちょっとウザ系男子。茶髪でパリピ属性なイキリ系オタク……まさかエイヤを捜しに来たのか!?

「あとは第二理科室くらいじゃね？」

「そこじゃなきゃ、外だな。でも、そっちまで回るのはダルいな」

　他に二人、クラスの男子も一緒だ。

　まずいな。いや、何か見られて困ることはないんだが、エイヤが怖がるかも。そう思って、エイヤに目を向けると──

「ま、まさか……これがいわゆるシメる、というものでしょうか……校舎の裏に連れて行かれて、暴行されるという……」

　恐怖に怯える瞳で俺に身を寄せてきた。

「エイヤ、こっち」

　俺は小声で言うと、隣の理科準備室へ。エイヤも不安そうな顔で後を付いてくる。音を立てないように準備室の扉を閉めると、その直後に、戸山たちが第二理科室に入ってくる音がした。

「あーくそ、ここにもいねーや」

「いいじゃん。どうせ授業始まれば戻るっしょ」

　戸山のイラついた声が響く。

「バッカ！　そうじゃねーよ！　俺だけのイベントを発生させてーんだよ」

「はあ？」

「だってよ。突然の留学生とか、もうラブコメみたいな展開じゃん！　俺の人生にこんなことが起きるとか信じられねー!!　神様ありがとう！」

　戸山の人生では、戸山が主役だろうからな。エイヤが来たのは、戸山のため……ってことになってるんだな……お前ん中ではな。

「でもよー戸山。狙ってるヤツ大勢いるぜ、絶対」

「だからこうして捜してんだろ？　スタートダッシュが勝負を決めんだよ。一番早く親しくなりゃこっちのもんだからな！　ぜってー好感度上げて、俺のモノにする！」

　エイヤは「ひっ」と声にならない声を上げて、俺に体を寄せてきた。真っ青な顔で、体をガタガタと震わせながら、怯えるように俺にしがみつく。

「……っ!?」

　あ、温かいやら、柔らかいやら、いい匂いやら……こんな状況なのに、別の意味でムチャクチャ緊張する！　ますます見つかったらヤバい。戸山たちが準備室への扉を開けないように、強く祈った。

「だってコレ、俺のために天が用意したイベントだろ？　もうヤるしかねーし！」

「でもさーうちのクラスには白しら峰みねがいんぜ？」

　白峰陸りく人と──サッカー部のホープとして期待されている男子。ちょっとクール＆脱力系のイケメンで、間違いなくうちのクラスで女子人気一位。

「まあ、それは不安要素ではあっけどよ。でもアイツは基本サッカー一直線だろ？　それに宇う佐さ見みと付き合ってんじゃねーの？」

　──宇佐見美み沙さ。

　その名を聞くと、ずくっと胸が痛む。

　もう随分前のことだってのに。未いまだに心にトゲが突き刺さって、俺の手足を縛っている。まるで呪いのように。

「だよな！　だったらうちのクラスで俺の敵はいねーし！　外国に来たばかりで不慣れなエイヤちゃんを手取り足取り、ってもうイロイロ初体験済ませちゃうじゃん!?」

「マジでヤっちゃうの？」

「やべー、ドエロ」

「うぜーな、愛だよ愛！　まあ結局は夏までには食っちまうけどな！　絶対!!」

　そんなイキったセリフを吐きながら、戸山たちは去って行った。

「エイヤ……もう大丈夫だから」

　安心させようとしたが、エイヤの震えは治まらない。

「わ、私……た、食べられちゃうんですか……日本には人間を食べる食文化があるんですね……何て恐ろしい……」

　ないよ!!　あったら恐ろしすぎて国を捨てるレベルだわ！

「安心してくれ。あれは……そういう意味じゃないから」

「え……どういう意味なんですか？」

「そ、それはですね……」

　俺の口からは、とても伝えづらい。

「仮に食べられないとしても、私を殺す気でした！」

「それもないから」

「でもヤるって言ってました！　あれって、殺すって意味ですよね!?」

　確かにそういう使われ方もあるけど!?

「この場合はちょっと違うというか……」

　どうにもこうにもセンシティブ！　俺の口からは、説明したくねえ！

「まさか日本がこんなにバイオレンスな国だったなんて……」

　エイヤは真っ青な顔でガタガタ震えている。まずいぞ、午後の授業が始まってしまう。早く落ち着かせなければ。二人揃そろって授業をサボったら、それこそ後で何を疑われるか分からない。

「まあ、あいつも正直ウザいけど、犯罪者ってわけじゃないんだ。危害を加えたりはしないと思う」

「そうでしょうか……」

「それに一応、あいつもオタクらしいぞ？　共通の話題があるかも知れないし」

「オタクとか、そういう以前の問題ですっ！　怖いです!!」

　仮に誤解が解けたところで、話の内容は下心丸出しのぶっちゃけトーク。ドン引きするのは変わらないだろうな……。

「と、とにかく戻ろう。授業が始まっちゃうし」

「で、でも……」

「隣には俺もいるし」

「はい……それはとても心強いのですが……」

「何かあったら言ってもらえれば」

「でも、みんながいる前で話しかけるのは、やっぱり気が引けますし……」

　まあ、それはそうかも。特に今の状況で、俺とエイヤが仲良く話をしていたら、色々と話題になって、根掘り葉掘り訊かれそうだ。

　エイヤは思い詰めた顔を俺に向ける。

「いつでもコミュニケーションが取れるようになっていれば……少し安心出来ると思うのですけれど……」

　エイヤは両手で持ったスマホを口元に当てて、お願いするような上目遣い。無言の催促が、即死のかわいさなのヤバい。

　うわーでも、女の子と連絡先を交換しようって切り出すの、すごく勇気がいるな！

「えっと……じゃあ、その、お互いＩＤを交換……しようか？」

「はい！　ありがとうございます！」

　そしてＱＲコードを読み取り、俺の友達リストにエイヤの名前が登録された。

　おお……なんか凄く嬉しい。

「じゃ急いで戻ろう」

　と言ったものの、エイヤは気が重いのか、歩みが遅い。そんなエイヤにじりじりしながら、何とかチャイムと同時に教室に入った。

　そして午後の授業開始。


エイヤ［授業中にこっそりお話ししてるとドキドキしますね］




桜おう雅が［ああ。でも教師に見つからないようにな］




エイヤ［了解です！　あ、そういえば──］



　と、饒じよう舌ぜつなエイヤさん。ちらっと横を見ると、片手を机の中に隠しながら、器用に文字を打っている。すげえ。俺はキーボード入力でないと上手うまく打てないから大変だ。

　そして授業の合間の休み時間には──

「エイヤさんキレイね～。今度モデルになってもらえないかな？」

　美術部の女子生徒がモデルの勧誘に来た。


エイヤ［大変です！　これがモデルのスカウトだといって騙だます、キャッチセールスというものですか!?］




桜雅［さすがにそいつは違うと思うぞ？　美術部はオタクも多いから、モデルにならなくても会話は出来るんじゃないか？］




エイヤ［たとえ同じ作品が好きな同志であったとしても、カップリングが違うと戦争になると聞きました!!］



　そんなわけで、美術部の女子も敗退した。

　そうして午後の授業が終わり、問題の放課後。他の生徒に絡まれるより先に、エイヤを連れて教室から脱出したい。

　しかし──

「エイヤちゃーん。どもー、真打ち登場の戸山櫂でーす」

　まわりこまれてしまった！

「今日ヒマ？　ヒマでしょ？　ちょっと色々と案内してあげたくて！　楽しいトコロとかいっぱいあっからさ。あ、美味おいしいスイーツのお店なんかも紹介しちゃう！　何でも訊きいてよ何でも！」

　いきなり全力全開の猛プッシュ。一方のエイヤは視線も合わせず、固まったように動かない。

　スマホを見ると、特にエイヤからのヘルプは来ていない。

　何だ？　まさか迷ってるのか？

　そう思うと、胸の中に焦燥感が沸き起こる。

　エイヤは単にうちにホームステイしているだけの留学生だ。他の連中よりも先に知り合ったから、その分親しくなってるだけだ。

　エイヤだって、俺一人としか話が出来ないんじゃ可哀そうだ。友達を増やして、大勢の人間と普通に話せた方が幸せなはず。

　そう自分に言い聞かせても、戸山とエイヤが二人で帰るところを想像すると、頭に血が上った。無性に腹が立った。

　こんなの自分勝手な感情だ。一方的なエゴだ。

　それは分かっている。でも──ん？

　机の中でエイヤの手がスマホを握っているのが見える。その手が震えている。

　手が震えて、字が打てないんだ。

　俺は立ち上がると、カバンを肩にかけた。

「……エイヤさん。それじゃ行こうか？」

　はっとしたように、エイヤが俺の顔を見た。目を大きく見開いて。

　この教室で、初めてエイヤが感情を見せた。

　エイヤは急いで立ち上がると、カバンを手にして戸山の脇を素通りした。一瞬、俺とアイコンタクトをして一緒に歩き出す。

「ちょっと、ちょっと！　待ってよエイヤちゃん。てか、蒼井」

　戸山が俺の肩に手をかけて来た。立ち止まらざるを得ない。

「何だよ」

「いやそっちが！　何でそんなフツーに一緒に帰ろうとしてんの？」

　戸山の表情からは驚きと好奇心、それと対抗心が見え隠れする。

　どうする？　エイヤがうちにホームステイしていることは秘密にしたい。勝手な憶測であらぬ噂うわさを立てられるに違いないからだ。

　そして本人たちの知らないところで、想像を事実にされて勝手な評価を下される。そんなの冗談じゃない。

　しかし……何の縁もないのに、一緒に帰ろうとするのは確かに不自然。

　だったら──

「うちの両親と、エイヤさんの両親が知り合いなんだよ。それで色々と頼まれてる」

　嘘うそではない。でも全てを開示したわけではない。嘘を吐つくと、つじつまが合わなくなって困るかも知れない。だからこれが恐らくギリギリのライン。

「マジで!?　なにそれ？　ずるくね？」

「ずるいって何だよ……ま、とにかくそういうわけなんだ。また明日な」

「いやいや！　俺も行くし！」

　は？

　思わず顔をしかめた。

「別に蒼井だけが一緒に帰る権利があるわけじゃねーだろ？　つかお前だけじゃ頼りねーからな。俺も一緒に行くわ」

　何でそういう発想が出来るんだよ……面倒な。

「行くって言われても……」

「別に蒼井の許可はいらねーだろ？　俺はエイヤちゃんと帰るんだから。ね？」

　エイヤは相変わらず氷のエルフの如き表情。瞳も氷のように冷たい光を放っている。

　だが戸山は折れることなく、さらに押しかけるようにして話し続ける。

「エイヤちゃんが嫌だ、来るな、ってなら話は分かるぜ？　でも、エイヤちゃんはイヤとは言ってねーじゃん」

　確かにそうだ。

　でも俺には何となく分かる。青い宝石のようなエイヤの瞳に浮かぶ、怯えの色が。

　くそ!!　こうなったら！

「戸や──」

「戸山キモーい！」

　俺ではない声が割り込んだ。

　ふと、声のした方を見ると、三人の女子。制服を着崩して、派手な髪色をしたギャルグループ。クラスのムードメーカーで、一番の陽キャたち。

　その真ん中にいる金髪ギャル──宇佐見美沙は机に腰をかけ、パンツが見えそうなギリギリのポーズで片膝を立てている。

「すっご嫌がってんじゃん。コワい目してんだからさー。それなのにゴリ押しとか、ダッサいことすんなっての」

「な……て、てめーには関係ねーだろ？」

「あ？　女子を力尽くでどーかしよーってのがダサいっての。大体、空気読めねーオタクとか最悪」

　すると、両隣にいる女子もけらけら笑って尻馬に乗る。

「そーそー、アンタ陽キャじゃなくて、単にイタいヤツだから」

「きもっ★」

「ぐ……っ」

　無駄にポジティブな戸山も旗色が悪い。宇佐見のグループは、名実ともにこのクラスでステイタスＮｏ．１。

[image: ]

　おしゃれで可愛くて派手で、垢あか抜ぬけた感じ。それでいて、地味系なモブ生徒を見下すことはない。いじってくることはあるけど、本人に悪気がないせいか嫌がられることもない。むしろそれがちょっと喜ばれるくらいだ。

　いわば、アイドル的な存在である。

　それに比べて戸山は陽キャを気取ってるが、どこかイタい。自分の話ばかりするし、大声を出したり暴れたりする。ウケを狙っているのか、俺って面白い奴やつだろアピールなのか分からないが、どこかズレてる。

　ニセモノは本物には勝てない、ってことか。

　なんか自分に返ってくる言葉だよなあ、それって。

　ふと宇佐見と目が合った。

「……チッ」

　舌打ちされた!?

　宇佐見は忌々しそうな顔でひと睨にらみすると、目を逸そらした。

「どしたん？　ミサ」

「何でもない。それよか──あ」

　宇佐見は教室を出て行こうとする一人の男子生徒に目を留めた。

「陸人ーっ、これから部活ー？」

　このクラスの真の王、サッカー部の期待のホープ白峰陸人は立ち止まると、宇佐見を振り向いた。

「ああ」

　何の愛想もない返事。クールだけど、自然体でキマってる。

「後で練習見に行くねー☆」

「いいけど。見ててもあんま面白くないぞ」

　そう言い残して教室を出て行った。

　……と、俺たちも行こう。今は真の強者の威光でおとなしくしているが、また戸山が暴れ出すと厄介だ。

　しかし教室を出たところで、今度は違う方向性の最強キャラが待ち構えていた。

「ねえ、蒼井君。さっきの本当？」

　委員長って感じの委員長、花宮ひなたが扉の外に立っていた。一日終えた今も、さらさらの黒髪ロングがつやっつや。

「本当、って何が？」

「ご両親同士がお知り合いだって」

「ああ……それね。ホントだよ」

　花宮は両手の指先を合わせると、にっこり微笑んだ。

「そっか。それじゃ、これからエイヤさんのことは蒼井君に相談しようかな……」

「え」

「それじゃ、またね。私、生徒会の方に顔を出してくるから」

「あ、ああ。じゃ」

　あの笑顔。あれは困難な仕事を振る相手が出来て、ほっとした……ってとこか？　だとすると当然、エイヤを教室に馴な染じませるにはどうしたらいい？　という相談をされるんだろうな……。

　それは花宮の委員長としての職務なのか、善意からかは分からない。が、どちらにしても良いことのように聞こえる。だが、それは恐ろしい無む茶ちや振ぶりであることは、今日一日エイヤを見ていて良く分かった。

　昇降口で靴を履き替え、校門を出て、百メートルほど歩いてから、ようやくエイヤが小さく溜ため息を吐いた。

「はぁ……何とか今日一日を生き延びることが出来ました……」

　と、最前線から引き揚げる兵士のような顔で語る、北欧美少女。

　しかしこの戦いはまだまだ続くのだ。




　　　　×　×　×




　そんな具合で二、三日経たつうちに、エイヤのキャラが確定した。

　──氷のエルフ。

　聞けば、みんなネットでフィンランド人を検索したそうだ。そして、その人付き合いの悪さと、クールで冷たい人が多いという情報を知り、すんなり納得した。

　こうしてエイヤは遠くから鑑賞する存在、としてキャラが定まった。今でもクラスに馴染ませようと果敢にチャレンジするのは、学級委員長の花宮くらいなものだ。

　あとは下心から声をかける男子生徒。戸山を筆頭に、何人かの男子が話しかけたり、誘ったりしている。こちらは、今のところ返事をもらった奴は一人もいない。お断りの返事すら、である。

　すなわち、百パーセント無視。存在すら認識されないのだ。これは心が折れる。それを見たり、噂を聞いた連中も諦める。

　そうしてエイヤは孤高の存在になりつつある。少なくとも、表向きは。

「……まあ、生徒のことにあまり口出すつもりはないんだけどさ」

「はあ」

　担任の小宮山に呼び出されて、職員室で相談をされている俺、そして花宮である。

「やっぱりね、もうちょっと交流ってのが欲しいらしいのよ、上の人たちは。で、どうかなー？　どんな感じー？」

　花宮は怪け訝げんな顔で聞き返す。

「先生。何だか、他人事みたいな話し方ですね」

「そりゃ他人事だもん。でも仕事だしね。上としては、初の留学生受け入れで、地元の学生と交流して、国際的な感覚を身に付けましたーみたいなストーリーが欲しいらしいんだよ。そんな感じでひとつお願い出来ない？」

　ぶっちゃけトーク過ぎる。

　花宮も困ったように眉を寄せている。

「話しかけてはいるのですが、まったく相手にしてくれないんです……蒼井君はどうですか？」

「えー……そうですね。一応、何となく意思疎通は出来てるんですけど、交流ってほどのものじゃないですね」

　芝居がバレないことを祈るのみである。

　小宮山は、はぁ～と深い溜め息を吐ついた。

「何とかしてよー。してくれないと、先生が校長と教頭と学年主任の、おっさんトリオに詰められるんだよ？」

　知らんがな。

　花宮も困り果てたように首をかしげた。

「でも、校則は守ってるし、授業もちゃんと受けています。あまり本人の嫌がることを強要すると、それはそれでイジメに取られてしまうかも……」

「フィンランド大使館が黙ってないかもですね」

　小宮山は顔色を変えた。

「えーそれは困るー。先生は穏やかな人生を求めてるんだからさー。とにかく、いい意味で目立つならいいけど、悪い意味で目立たないで欲しいんだよね。だったら他の生徒と同じような感じで、集団に溶け込んで欲しいっていうか。ほらー昔の偉い人は言ったじゃない。和を以もつて貴しとなすって」

　聖徳太子の都合の良い切り取りを聞かされて、話は終了。俺と花宮は職員室を後にすると、教室に戻った。

　午後の授業まではまだ間があるので、教室の中は喧けん噪そうであふれかえっていた。そんな中で、一点だけ別世界のように静寂を身にまとっている生徒がいる。

　花宮は自分の席の近くで立ち止まると、改めて俺に話しかけてきた。どうやら、相談の延長戦のようだ。

「……ああ言いはしたけど、私はやっぱりエイヤさんと仲良くしたいと思ってるの」

　花宮は本当にいい奴だ。俺の話じゃないが、エイヤを知る人間としてその気持ちは嬉うれしい。本人がどう思うかは、また別の話だが。

「蒼井君は、学校以外でエイヤさんと会ったり、話したりする機会はない？」

　話す機会は、あるなんてもんじゃない。家に帰ってからは、話しっぱなしだ。親と一緒にいる時は静かだが、部屋で二人っきりのときは別人のようによく喋る。一緒に出掛けたことはまだないが、この土日は日用品とか買いに行く予定になっている。

「途中までは一緒に帰るけど、会話はないな。一緒に出掛けたりしたこともないよ」

　完全に嘘うそというわけではない。外ではやはり人目が気になるのか、帰り道ではエイヤはあまり喋らない。それに、まだ一緒に出掛けたことはない。家に案内する途中にアキバへ寄り道したことはあるけど。

「そうなのね……あれ？」

　花宮の視線を追うと、その先にはエイヤ。何をするでもなく、窓の外を見つめている。

「今、こっち見てたわ」

「え？　そうなの」

「珍しいわね。エイヤさんが他のものに興味を惹ひかれるなんて」

　確かに。もしかしたら、エイヤもあれだけ親身になってくれる花宮のことが気になっているのかも知れない。いい人だって感謝もしてたし。

「なあ、花宮って……マンガとか、アニメとかって……観みたりする？」

「いきなりね？　うーん、あんまり観ないかな。それがどうかしたの？」

「いや、何でもないんだ」

　花宮がそっち系の興味を持っててくれたら、エイヤと話す糸口になるかと思ったんだが……ん？

　ブレザーの内ポケットが振動した。スマホを出して見ると、エイヤからのメッセージ。


エイヤ［ずいぶんと仲が良さそうですね］



　……む？

「何か急用？」

　花宮が心配そうに見つめていた。

「ああ、いや！　何でもない」

「そう？　ならいいけど……それで、どうして急にマンガやアニメのことを訊きいたの？」

　当然、気になりますよね……迂う闊かつだったかな。

「いや、最近ちょっとオタク的なものに興味があるっていうか……ほら、クールジャパンとかよく言うじゃん。日本が海外に誇る文化的な？　一応、そういうのも勉強しとこうかと思って──」

「なに？　蒼井、まだオタやってんの？」

　宇佐見!?

　金髪のサイドポニーテールを揺らしながら、宇佐見がやって来た。

「まだって……蒼井君って、オタクだったんですか？」

　花宮が驚いたような目をしている。くそ、宇佐見の奴……こんなところで人の過去をバラすな。

「いやぁ、宇佐見が言ってるのは小学生の頃の話だから。普通にマンガやアニメを観てる年頃だっただけだよ」

「は？　あんたメチャクチャディープだったじゃん。他人にも布教してたし」

　次々と、どうでもいいことを！

　きっと顔に出てたんだろう。花宮が慌てたようにフォローしてくる。

「いいじゃないですか。趣味があるのは、別に恥ずかしいことじゃないですし」

「いや、本当にそんなんじゃないんだよ。最近、死滅の刃とかテレビで見かけて、なんかすげーって思っただけで」

　すかさず宇佐見が割り込んでくる。

「国民的ヒット作じゃん。それフツー。オタクでも何でもないし」

「だからそうだって言ってんだろ。俺は中学に入ってから……あれからオタクはやめたんだよ。ってゆーか、何かに夢中になるのをやめたんだ」

「……っ！」

　一瞬、宇佐見がつらそうな顔をしたように見えた。気のせいかも知れないけど。

「何だよ」

「べつにー……なんか、つまんなーい」

「お前を面白がらせるつもりもないし」

「ガキの頃のアンタの方が、面白かったし」

　お前がそれを言うのかよ……。

　くるりと背を向けて、宇佐見は自分の席に戻ってゆく。

「あの……宇佐見さんと何かあったんですか？」

　とことん他人を気遣う委員長に、思わず苦笑いを浮かべた。

「幼なじみなんだ。幼稚園の頃から一緒で……当時から明るくて、物もの怖おじしなくて、誰とでも仲良く出来る奴やつだったけど……」

　そうだ。しかもアニメやマンガも普通に好きで、特にグンドムがお気に入りだったな。話も合って、女の子って意識しなくても話せる友達だった。けど──

「中学でギャルデビューして、あんなパリピになるとは思わなか──」

　またエイヤからメッセージが着信した。


エイヤ［パリピなんですか？］



　俺じゃないけどな。てか、よくそんな単語を知ってるな。

　返事をしようとしたが、それより先に追い打ちをかけられた。


エイヤ［いわゆるひとつのリア充ですね。爆発するんですね］



　しねえよ。一体、どうしたんだ急に？


エイヤ［私なんて道端の石みたいなものでしょうしね］



　……拗すねてる？

　つか、道端に宝石が転がってんのか。すげえな。

　結局、返事をする前に授業が始まってしまった。




　　　　×　×　×




　その日の夜、俺は少し気になって学校のネット掲示板を覗いてみた。無論、公式のものではなく、一部の生徒が勝手に作っているものだ。


名無し［見てきたよＡ組の留学生。人形みたいにカワイイ］

名無し［でもお高くとまってて、ヤなカンジ］

名無し［あんだけ美人から見たら、うちらはゴミみたいなもんでしょ？］

名無し［なんか思ってたのと違う］

名無し［あんな態度なら日本に来なきゃいいのに］



　……荒れてきたな。案の定。

　俺はアプリを閉じると、ベッドに寝転んだ。

　小宮山も、それなりに不穏な気配を感じていて、それで俺と花宮を呼び出したのかも知れない。

　他の生徒と同じようにコミュニケーションを取る。友達を作る。何かの部活に所属する。勉強やスポーツで活躍はして欲しいが、それ以外で目立って欲しくない。

　それ自体は悪いことじゃない。けれど、それを強要するのは、個性を殺して、同調圧力に従えと言われているようにも思える。

　俺自身が、その同調圧力に屈している。

　具体的な誰かに、というものじゃなくて、やんわりと、でも確実に首を絞められているような感じ。

　俺たちは、見えない何かに抑圧されている。

　学校とか、教師とか、親とか、生徒たちとか、俺を取り巻く空気感とか、そういうもの。普通こうだろという感覚が、お前はこういう奴だよなという期待感が、こうした方がいい、これが良いものだという誰かが決めた価値観が、俺の自由を奪ってゆく。

　顔の見えない誰かたちの評価が、俺の価値を勝手に決めて、未来を歪ゆがませる。

　メッセージアプリのクラスのグループでは、それほどエイヤの話は出ていない。もし悪口を言い合っていて、後でエイヤが参加することになったら困るからだろう。

　それと、クラスのグループには俺もメンバーに入っているせいもあるかも。親が知り合いだということを公表したからな。

　でも、もっと小さなグループでは、エイヤに対する誹ひ謗ぼう中傷の話題が出ているかも。

　本人の目につかないところで、密ひそかに、確実に、悪いイメージが広がっているという恐怖。当事者以外が、勝手に総意を決めようとしている。

　そして「こいつは悪」という意識合わせが出来れば、どんな仕打ちをしても正当化される。自分勝手な、実態のない「正義」を振りかざして相手を叩く。

　でも流れが変わると、叩いていたことなど忘れて、何もなかったような顔をする。

　それは正義でも何でもない。ただの娯楽、ストレスの発散でしかない。

　俺はエイヤをそんな対象にさせたくはない。

「桜雅ーっ？　次ーおフロ入んなさいーっ」

「あー分かったー」

　母親の呼び掛けに、半ば条件反射で答える。

　お湯に浸つかりながら、少し考えるか……。

　着替えを片手に風呂場へ向かう。そして洗面所の入り口を開けた瞬間──




　エイヤの下着姿が目に飛び込んできた。




　　　　×　×　×




「……すみませんでした」

　俺の部屋で、俺はエイヤに向かって土下座した。

　確かに母さんは「次」って言ってたような気がする。姉貴が出て行ってから、しばらく三人だったので注意力が下がっていたし、考え事に夢中になっていたこともあって──と、いくら言いわけをしたところで、風呂上がりの着替え中に乱入したことに変わりはない。

「あ、あの……びっくりしただけで、怒ってませんから……」

　エイヤは恥ずかしそうな笑顔で、手を横に振った。当然のことながら下着姿ではなく、リラックスした部屋着に身を包んでいる……が！　ゆったりしているとはいえ、縦セーターである。おまけに襟ぐりが開いていて、首筋や鎖骨が見える。下は七分丈のパンツ。

　そんなリラックス＆無防備なエイヤと、向かい合って座っている。お互いなぜか正座で。エイヤの頬ほおが赤いのは、恥ずかしさか、風呂上がりのせいか分からないが、色っぽい。

　色っぽいと言えば、さっきの艶あで姿すがたは網膜に焼き付いている。

　白い肌なのは分かっていたが、下着姿だと肌面積が広くてインパクトが凄すごい。その肌が、うすいピンク色にほんのりと上気していて、実にえっちだった。

　それと胸。服の上から見るよりも大きかった。白いブラが必死に支えている感がある。でもウエストなんか折れそうに細いし、腰回りから太ももは意外とむっちりしてて、そこにはしわの寄った純白の下着が────

「あの……思い出してます？」

「えっ!?　いやっ！　そんなことないよ!?」

　しかしエイヤのジト目に、早々に屈する。

「すみません……記憶から消去するように努めます」

「そ、そうですね……不快な記憶は早めに忘れた方が良いかと。本当に見苦しいものをお見せしてしまって……とんだ面汚しですね」

　ヤツは四天王の中でも最弱──とか条件反射で頭に浮かんでしまったが……お目汚しと言いたかったのか？

「それはともかく、見苦しいことは全然ないし、むしろ凄く綺麗で──」

　しまった！　記憶から消すと言った舌の根も乾かぬ内に！

　エイヤの頬が、また少し赤くなった。

「そ、そんなことないです。寝るとき用の下着で可愛くなかったですし、お化粧だってしてませんし……」

　そっか。すっぴんなんだよな……これで。

　クラスの女子も、うっすらと化粧してる奴が多い。特に、宇佐見のグループなんかは、バッチリキメてる。

　エイヤは素顔でも、メイクをキメたクラスの女子よりも、何倍もキレイで可愛かわいい。

「エイヤはいつも化粧してるの？」

「はい……と言っても、髪を整えてリップを塗るくらいですけど……」

　宇佐見たちから見れば、してないも同然だろうな。それでこの完成度。やっぱ並じゃない。

「ちゃんとお化粧出来るようになりたいな、とは思うのですけど……」

「まあ、必要を感じないだろうから」

「そんなことありません！」

　思いのほか、強い口調が返ってきた。

「そうかな？　エイヤはそのままでも──」

「いえ！　コスプレするときには必要です！」

　そういう場合ね！

「エイヤはコスプレもするの？」

「いえ、今までは事情があって出来ませんでしたので……ですから、日本でやってみたいです！」

　事情というのが気になるが、あまりズケズケと訊くのは悪いかな。

「そうか。とにかく、さっきは悪かった。これから気を付けるよ。お詫わびに何でもするから」

「いえ……私もおフロが気持ち良くて、気を抜いてましたから……あ」

「なに？」

「お詫び、というわけではないですけれど……日本式のおフロもとても大好きなのですが、ひとつ残念なことがあって……」

「え、なに？　出来る限り対応したいけど」

「サウナがあると……嬉うれしいのですが」

　思いのほか難易度が高かった!!

「サウナって、あの熱いあれ？」

「はい。フィンランド人はサウナが好きで、というか生活の一部でして」

「そう……なんだ」

「フィンランドには、人口の半分くらいの数のサウナがあります」

　多いにも限度があるだろ!?

「そうか……さすがにそれは、今すぐには対処が難しいな」

「それ以外ですと……あ、とても気になるアニメがあるんです。一緒に観てくれませんか？」

「そんなことならお安い御用だ」

「『ライブライブ』の新しいシリーズなんですけど……」

「そういえば成田空港でもグッズ見てたよね。好きなんだ」

「はいっ、大好きです！　でも、新シリーズの『空ノ先学園アイドル同好会』をまだ観ていないので」

　なんかアイドルが宇宙飛行士でも目指しそうなタイトルだな。火星に行って、地球のみんなただいま～……なんてシュールな展開はさすがにないか。

「さらに別のシリーズまで始まっているらしいので……早く追いついておきたいなと」

　特に反対する理由はない。少しでも観やすいようにと、スマホではなく俺の部屋のＰＣモニターで鑑賞することにした。27インチの液晶だからね。

　放送はもうとっくに終わっているが、配信サービスで観ることが出来る。有料だけど月額五百円程度。クレジットカードがなくても登録出来るサービスもあって、それも最初の月は無料のお試し期間だ。

　一応、母さんが来たときのために、一緒に勉強をしている、もしくは日本の文化を教えている、という体を取りたい。勉強机に椅子を二つ並べて、机には参考書やそれっぽいガイドブックを開いて並べる。

「何だかドキドキします……」

　ごくりと喉を鳴らすと、エイヤは緊張で体を硬くした。気持ちが急いでいるのか、首だけが少し前のめり。横にぴったり並んでいるので、俺もドキドキだ。映画館でデートしているような気分。それも二人っきりで。これが、おうちデート？

「よし。それじゃ一話から……」

　湾岸のお台場あたりの眺め、それからヒロインが買い物をしているシーンから始まった。

　今までのライブライブとキャラデザが違うせいか、雰囲気が少し違う。

「わぁ……かわいい。なんて尊いのでしょう」

　エイヤは早くも目を輝かせている。至近距離で見る横顔が、とても綺き麗れいだった。細い首筋から肩へのライン。長い銀髪から、ちらりと覗のぞくうなじ。そしてくぼみをつくる鎖骨。

　俺の視線に気付いたのか、エイヤがこちらを向いた。

「…………」

　ヤバい。画面ではなくエイヤを観ていたことに気付かれた。キモいと思われるだろうか。

　エイヤは頭の上に両手の平を当てると。

「ぴっかぴょんだぴょん」

「………………」

　時が止まった。

　みるみるエイヤの顔が赤くなってゆく。ゆっくり手を下ろすと、視線を逸そらした。

「……すみません」

　劇中でヒロインたちが、ウサギの耳付きパーカーを見て「～ぴょんだぴょん」というやり取りをしていたので、つい自分もやりたくなったのだろうが、迂う闊かつなことをしないで欲しい。可愛すぎて、心臓が止まるかと思ったじゃないか。

　唐突に俺は悟った。可愛いは正義ではなく兵器だ。間違いなく人を殺せる。

「俺の方こそ、ごめん……リアクションが取れなくて」

「い、いいんです！　もう忘れてください！　アニメに集中しましょうっ！」

　それからはマジメに画面に集中。しかし意識しなくても、自然と画面に引き込まれていった。特にライブシーンが始まってからは心が奪われた。

　そして気付くと一話が終わっていた。

「……」

　二人ともしばらく無言。

　正直な話、めちゃくちゃ面白かった。単に可愛いとか、尊いとかだけじゃない。

　子供の頃に好きだったものを「子供っぽいから卒業」と主人公が言うのだが、やはりそれが今でも大事だと気付いたり……憧れの対象を見つけて、自分もやってみたくなって一歩を踏み出したり……。

　そんなこんなで、青春ドラマとして凄く感動的だった。思わず、いい最終回だった！　と叫びたくなる盛り上がり。これで第一話とかおかしい。

　そんな感じで俺の中では久々の感動が渦巻いている。約三年間遠ざけていたものに、久々に触れたせいで、余計に衝撃が大きいのかも。

　血がたぎるというか、興奮してる。この感動を表現したい。この感情を誰かと共有したい！　そして隣にはエイヤがいる。

　しかしエイヤは静かだ。もしかしたら、つまらなかったのだろうか？

　そう思うと、俺の中の興奮が冷えてゆく。一人で盛り上がって、相手に伝えたところで、相手がその気持ちを受け取ってくれなかったらどうしよう？

　何か変な奴やつ。寒い奴。そんな風に思われるのではないか。表面には出さなくても、心の中で、或あるいは俺に見えないところで、他の誰かと嘲り、罵って笑われるのでは。ＳＮＳで俺以外の全員が、俺の知らないところで、俺に対する評価を下し、格付けしているのではないか。そんな恐怖で心が縛られる。

「……だ」

　エイヤがうるんだ瞳を俺に向けた。

「大好きです!!」

　突然の告白に、心が無になった。

　そして今まで聞いた中で、一番大きなエイヤの声にびびった。

「感動しました！　私このアニメが大好きです!!　オーガはどうですか!?」

　俺は──

「すっっっっげぇ面白かった!!」

　そう叫ぶと、信じられない程すっきりした。胸の中に溜たまっていた黒い霧が、一気に吐き出されて消えてしまったかのような。体の中が清すが々すがしい空気で満たされているような気分。

「ですよねっ!!　ライブのシーンは圧巻でした！　それから同好会が廃部になったり、もう一秒も目が離せない展開で！」

「ああ！　ラストの歌うシーンなんか、すげえ感動したよ。それにメンバーになるキャラも顔見せで出て来てるけど、それぞれがなんか気を持たせるような描き方なんだよな～。すごく満足感のある話なのに、続きが気になって仕方ないじゃん！　こんなの！」

「ですね！　これはもう行くところまで行くしかないのでは!?」

　──ドアをノックする音がした。

「……っ!?」

　思わずエイヤは自分の口を押さえた。

「ちょっと二人ともー何を騒いでるの？」

　ヤバい。すっかり夢中になって、階段を上がる足音に気付かなかった。

「ああ、ごめん。ちょっと盛り上がってた」

　すばやく動画の画面を閉じると、その下に用意してあった学習用のホームページが現れる。

　扉を開けた母さんは怪け訝げんな顔をしたが、「近所迷惑にならないようにね」とだけ言って、一階へ下りていった。

「ちょっとヤバかったな。声は抑えるようにしよう」

「そうですね……迷惑かけてしまって、ごめんなさいの気持ちです……」

「けど……ここで終われないよな」

　エイヤも瞳を輝かせた。

「続きが気になって、このままじゃ寝られません」

「だよな」

　止まるんじゃねえぞ……と誰かが俺に囁ささやいている。それに舞台がお台場とくれば、グンドムも出て来るかも知れないしな。第一話は足だけ映ってた気もしたけど。

　そして俺たちは本当に止まらなかった。

　途中からボリュームを下げ気味にして、ひそひそと感想やツッコミを入れながら、十三話を一気に完走。見終わったのは深夜二時。明日が土曜日で良かった。

　もうどうにも止まらないほど、すばらしい！　の一言だ。ライブライブシリーズっぽくないところが、逆に良かった。それに、演出へのこだわりが異常。これは何度も繰り返し観みたくなるヤツだ。シリーズ三作目ともなると、マンネリを感じさせるのではと思いきやその逆で、至る所で新しさを感じさせる。

　メインヒロインが闇落ちしそうな展開とか、今までなら考えられなかったし、親友を押し倒したときには──本当に大丈夫なのか!?　とこっちが心配になったくらい。

　そのシーンについては特にコメントをせずに沈黙を守ったが、俺の中では最高潮に盛り上がっていたことを付け加えておく。

　そんなシーンの効果もあってか、親に隠れて深夜にアニメを観るというオタ活行為が、二人で秘め事をしているようで、なんか……よかった。

　あと個人的には、各キャラがそれぞれの個性をお互いに尊重して、認め合うというのはすばらしいと思った。優しい世界。理想のユートピアだ。

　俺の生きる現実は、もっと厳しい。

「うぅ～本当に最高でした。オーガと語り合いたいのですが……もう遅いですよね？」

　名残惜しいが仕方がない。明日は、エイヤと身の回りのものを買いに行く予定だし。

「でも、誰かと一緒に感想を言い合いながらアニメを観るなんて、初体験です。とても面白かったですし……夢みたいです」

「フィンランドには、感想を言い合える相手がいなかったんだ」

「はい。ですから今とても幸せです。それにその相手が……」

　俺を見つめるが、すぐに恥ずかしそうに顔を逸らした。

「も、もうこんな時間なんですね……早く寝ないとですね」

「寝る前に歯を磨かないとな」

「あ、それじゃ一緒に行きましょうか」

　え？　歯磨きって一緒にするものなの？

　と思ったが、あえて口にはしなかった。エイヤとともに足音を忍ばせて、階段を下りる。一階は静まり返っていて、両親はとっくに寝たらしいことが分かる。なんだかイタズラしてるみたいでワクワクする。子供の頃に戻ったような気分だ。

　音を立てないように洗面所へ行くと、明かりを付けた。棚には、最近増えたコップと歯ブラシが、俺のコップの横に並んでいる。

「誰かと一緒に歯を磨くのなんて、初めてだ」

「また一緒に初体験をしちゃうんですね♪」

　無邪気な微笑みを返されると、もう何も言えない。俺は自分の歯ブラシに歯磨き粉をつけると、口の中へ突っ込んだ。

　いつの間にか、エイヤとの距離が近付いている気がした。

　物理的にも、心の距離も。







[image: エイヤ・ピッカライネン　もやもやする夜]







　今日は本当に楽しかった。

　まさかこんな夜が過ごせるだなんて、夢のよう。

　私は今、夢の世界へ来ているんだと、改めて実感する。

　学校では相変わらず緊張しっぱなしだし、怖いことだらけだけど……。

　でもオーガがいてくれるから大丈夫。

　でも、オーガは私だけのオーガじゃない。

　今日も、学校で可愛かわいい女の子と楽しそうにお喋しやべりをしていた。

　だから……つい、ジャマするみたいにメッセージを送っちゃった。

　良くないことだと分かってるのに、自分を抑えられなかった。

　さっき観たアニメのワンシーンが頭の中で再生される。

　親友が自分以外の誰かと仲良くしていて、嫉妬するシーン。私には、その気持ちがとても良く分かった。

　そんなことをしても嫌われるだけかも知れないのに。

　心配しながら帰ってきたけど、オーガはいつも通り変わってなかった。

　それがとても嬉しかった。安心した。

　オーガはいつでも私の味方。私のヒーロー。

　アニメでは、親友が自分の道を見つけて、進もうとすることが自分から離れてゆくように感じて不安になる気持ちが描かれていた。

　けれど、私はオーガに自分の道を見つけて欲しい。

　ううん。そうじゃない。

　きっと道に迷ってる。

　よく分からないけど、そんな気がする。

　私がオーガの行きたいところへ連れて行ってあげられたらいいのに。

　方向音痴の私が言えることじゃないけれど。

　あ、もう三時になっちゃう。

　現実の夢の世界が楽しすぎて、眠ってみる夢の世界に行く暇がない。

　でも時間は有限。

　この夢の世界は期間限定。

　両親から逃れられる、この宝物のような時間を大切にしないと……。







[image: 【雑談】女神のお悩み相談【甘妻ガイア／ごじくじらいぶ】]







　我を崇あがめよー。ごじくじらいぶ四期生、大地の女神、甘妻ガイア。

　信者のみんなー今日も観てくれてありがとー。褒めてつかわすー。

　つか元気？　女神はちょっと疲れてんだけどねー。





金色の風邪［残業乙です！］

ドルドル［よっ！　社畜!!］






　いやいや、そーじゃねーし。ちょっと新人の子がね……ちょっと大変っぽくて悩んでんの。あ！　あれよ、五期生の子たちの話じゃないからね。職場のってゆーか。





エルバン座［職場ｗｗｗ］

カイザー「お漏らしキタ」






　ちっ、ちがっ！　ちげーし！　信者がそーゆー話ばっかするから、影響されちゃったんでしょー!?　影響されちゃったのーつか、洗脳よ洗脳。マインドコントロールこわっ！





ＦＯＸ［隠蔽ｗｗ必死］




テケリ・リ［……］

ドルドル［バイト？］

発情バニー［新人って誰？］






　まー上司とかお客さんとかマジで問題多いし、人間は本当に大変だよねー。

　あと、やっぱイマドキの子ってさーこう違うよね。なんかもう、遠慮とか気遣いってのがなくて、容赦なく攻撃してくる感じ？　精神的に殴ってくる感じ？





くっころ［女子高生じゃなかったんか］

ルルイエ［いまどきの子っていくつだよｗ］

にゃーにゃー［ガッ…………ガイアッッッ］






　そのガイアじゃねえ。




　女神だから！　やめてー。勘違いしないでー。ボコボコにされてないからねー!!

　今日のお悩み相談いくよー。





サクラ［友達から相談されたんですが、女の子が部屋のインテリアを新しくしたいそうです。実際にお店に行こうかと思っているのですが、ネットで買う方が安いし、いいですかね？　どこかオススメありますか？］






　いやーダメ！　ダメっしょー!!

　そういうのは、実際に家具屋に行って一緒に選ばないとー。

　んで、二人のらぶらぶで爛ただれた生活を思い浮かべながら、選ぶがいい。

　くっそ！　サカりやがって!!







[image: 第四章「オタ活のことを知られたくないんです」]







　ちょっと寝坊した土曜日の午前中。

　俺とエイヤは、家具と身の回りのものを揃えるため、インテリアと雑貨のお店へやって来た。売り場面積がだだっ広い大型の店舗。しかも北欧発祥のお店である。

「スウェーデンのお店ですが、フィンランドにも支店があるんです」

　エイヤは慣れた様子で、店の中を歩いて行く。ここに来るまでは、目を離すとどこかへ行ってしまいそうで怖かったが、この中なら迷子になってもすぐ見つかるだろう。

「比較的リーズナブルですが……とはいえ無駄遣いは出来ませんね。留学費用はもらってますが、オタ活にもお金がかかりますから……」

　それは使い込みというのでは？　と思ったが、そっとしておこう。

「ネットでよく見る、グッズだらけのオタ部屋というものにも憧れますね……」

　ああ、壁や天井に一ミリの隙もなくポスターや添い寝シーツ、キャラカーテンを貼ったり、壁一面のケースにフィギュアを並べたり、ぬいぐるみでピラミッドを築いたりするあれ？

「さすがにうちの両親もびっくりするだろうな」

「はい。そこはぐっとガマンです。世を忍ぶ仮の姿で」

「オタ部屋を推奨するつもりじゃないけど、世を忍ぶ必要があるの？」

　エイヤは少し困ったように微笑んだ。

「はい。オタ活のことを知られたくないんです」

　まあ、今でも偏見の目で見る連中は大勢いるし、海外なら尚なお更さらかも知れない。

　それに、ドメジャーな作品に対しては偏見はないけど、美少女アニメとかちょいエロな作品とか、自分たちが興味のないものや嫌いなものは、ダメなものと決めつける風潮は根強いし。

「それじゃ、何から見ようか？」

　家具は姉貴がほとんど持ってっちゃったからな。今あるのは押し入れを改造したクローゼットくらいなものだ。

「まずはベッドと……テーブルと椅子でしょうか。床に布団を敷いて寝るのも、いかにも日本っぽくて好きなのですけど」

　とりあえず見るだけ見ようと、店の中を進む。大体ルートが決まっていて、順番に見てゆく形になっているらしい。しかし右へ左へと複雑に歩かされる。エイヤじゃないが、方向感覚が狂いそうだ。

　しかし順路に従って歩いて行くと、ベッドが並んだ売り場に無事到着。ベッドだけじゃなく、部屋全体をコーディネイトした展示が並んでいた。

「こうした方が、ベッド単体で置かれているよりもイメージしやすいな」

　こんなオシャレな部屋を作るのは、なかなか大変そうだが。

「わあ、可愛いですね……」

　ぬいぐるみや女の子っぽいインテリアで統一されたベッドルーム。エイヤがその中に立つと、まるで自分の部屋のように馴な染じんでいる。

「オーガはどう思いますか？　ちょっとかわいすぎますか？」

「似合ってるとは思うけど」

　エイヤは隣のベッドルームに移動する。いかにも北欧家具っぽい、シンプルでカッコいい、それでいて温かみを感じさせる部屋だった。

「こちらはシンプルですね。オーガはこっちの方が好みですか？」

　自分の部屋にするならこっちだけど……今はエイヤの部屋の話をしてるんだよな？

「俺の意見よりも、自分の好みを優先した方がいいと思うけど」

　エイヤの顔から表情が消え、斜め前に視線が落ちる。

「……ごめんなさい。何だかこういうの……自分のセンスに自信がなくて……決断力もなくて……決められなくて」

「い、いや、そんなに深刻になる必要ないから！　きょ、今日は見るだけでもいいし！　俺も出来るだけ参考意見を出していくよ！」

「は、はい……ありがとうございます」

　どうやら病みモードは免れたらしいが……なかなか気が抜けないな。俺もコーディネイトされた部屋に入って、ベッドを手で押して感触を確かめる。悪くない。

「部屋全体のイメージはともかく、ベッドだけなら──あ、でもこれ大きいな」

「ダブルベッドみたいですね」

　ダブル……。

「それって二人で──」

　エイヤとばちっと目が合った。

「あ……」

「は……」

　お互い不意を衝かれたように、見つめあった。

　やっば!!　すっげえ恥ずかしい。心臓がバクバクいってる！　って、エイヤも白い肌が真っ赤だけど!?

「あのー……何かご不明な点がございますか？」

「えっ!?」

　驚いて振り向くと、店員のお姉さんが、にこにこ微笑みながら立っていた。

「こちらはご夫婦にはぴったりですよー。お二人で寝るのにちょうどよくてー」

「あ、そ、そうなんですね」

　じゃ俺たちには関係ないし！　何でセールストークをするかな!?

　エイヤを見ると、当然のように氷のエルフモードに突入してた。やはり俺が対応するしかない。とはいえ、勝手に見てますから大丈夫です、と伝えるだけなので問題なかろう。

「お若いですねー？　新婚さんですか？」

「へ!?」

　いやいや高校生だから！

「いえ、そういうわけでは──」

「あ、ご結婚の予定が？」

「いやいや、僕らはまだそんな歳としじゃ──」

「あー恋人さんですかー。同どう棲せいを始めるんですか？　いいですねー」

　この店員さん、圧がすげえ！　畳みかけてくるし！　この店は客を放置するスタイルだと聞いていたのに、なんかこの人アグレッシブ！

「それじゃ何かあったら、お声がけ下さいねー」

　と思ったら、あっさり離れていった。

「大丈夫か？　エイヤ」

「は、はひ……」

　熱を冷ますように、手の平で顔を扇あおいでいる。

「あの、ちょっと落ち着きたいので、お手洗いに……」

「わ、わかった」

　通路にトイレの表示があった。エイヤは慌てた様子で、矢印の方へと向かって行った。

　いやー俺もめっちゃ恥ずかしかった。新婚さんと間違えるか？　普通。

　でもまあ……悪い気はしない。

　あんな超絶美少女、エルフのお姫様みたいな子が俺のお嫁さんとか……完全にファンタジーだな。

　でも、中身は素朴でいい子なんだよな。外見と違って、凄く親しみやすいというか。性格も合ってる気がするし、趣味は完全に一致。ダメダメなところもあるけど……対人スキルがゼロとか、紙メンタルとか、方向音痴とか。でもそこが可愛かわいいって思えたり。何より、俺が力になれる余地があるってことだから、それが嬉うれしい。

　エイヤを支えてあげたい。下心じゃなくて……まあ少しはあるかも知れないけど、力になってあげたい。

　それには、もっとエイヤのことを知りたい。

　それに、オタ活のために、どうしてわざわざ日本まで来たのか。なぜオタクであることを秘密にしたいのかも気になる。

　仲良くなって、俺への信頼度が上がれば話してくれるかも知れない。

　ぽんっ、と肩を叩たたかれた。

　いきなりボディタッチ!?　エイヤがいきなり距離を詰めてきた！

「あ、早かっ──」

「偶然ね。蒼あお井い君」




　委員長──────っ!?!?!?




　そこにいたのは、委員長オブ委員長。花はな宮みやひなた。

「お、おお……偶然、だな」

　何でこんなところで!?　よりによってクラスの奴やつと出くわすなんて！

「私と誰かを間違えたみたいだけど、誰かと一緒なの？」

「い、いや、まさか！　一人だよ！」

　しまった。強く否定し過ぎたか。花宮が怪け訝げんな顔をしてるし。

「そう？　てっきりエイヤさんと来てるのかと思った」

　心を読まれた!?

「いや～どうしてそんな発想が出てくるのかな？　まるで事件があったら、悪の組織の仕業と断定するくらいに突飛な発想だぜ」

「……蒼井君の喩たとえの方が、突飛だと思うけど」

　花宮は探るような目で俺を見る。

「だってフィンランドから来たばかりでしょ？　インテリア用品とか日用品を買いに来るとしたら、北欧系のお店に来るのは自然だし。それにご両親が知り合いとなれば、蒼井君に頼っても不思議じゃないわ」

　なるほど、そう答えれば良いのか！　手遅れだけど。

「あ、疑ってるわけじゃないのよ？　だって隠すのも変だし。何かやましいことでもない限りは」

　やべえ……下手に隠したせいで、何だか痛くない腹を探られる格好になってない？

「そ、そういう花宮こそ、何しに？　友達と来たのか？」

「私？　お店を見て回るのが好きなの。特に目的はないけど、気に入った物があったら買うかも」

　そつのない完璧な回答！　けど、話題を逸そらすことには成功した。

「話を戻すんだけど」

　戻すなよ！　俺の努力を無にするな！

「前々から思ってたんだけど、蒼井君ってずっとエイヤさんのこと見てるよね」

「──っ!?」

　何て観察眼だ。探偵か何かかよお前は。

「エイヤさんのことが好きなの？」

「す!?」

　いやいや、何をおっしゃっておられる。そんな言いがかり……。

　……でもないか。

　あれだけの美少女なんだぜ？　男なら当たり前のような気もする。

　けど、それって好きなの？

　ビジュアルに憧れてるって、キャラのデザインが好きってのと同じ意味じゃないか？

　花宮に答えるかどうかは別として、心の中ではすぐに出る答えかと思っていた。

　けど──分からない。

「……何だよ花宮。もしかして俺のこと意識してんの？」

　苦し紛れに冗談めかして言ってみた。俺のキャラじゃないけど。

「あはははっ、冗談ばっかり」

　さらりとかわすスルースキル発動。いや、マジレスされたらこっちがハズいけどさ。

「私が興味があるのは蒼井君じゃなくて、エイヤさんの方だからね？」

　なるほど──え？

「えっと……それは、教師から頼まれてるからか？」

　花宮は一呼吸置いた。そして目がくわっと見開かれる。

「可愛いからよ!!」

　は？

「だってめちゃくちゃカワイイじゃない！　あれって本当に人類なの!?　絶対エルフとか妖精でしょ!?」

　は……花宮？

「仲良くなりたいの！　ＳＮＳでやり取りしたり、一緒にお出かけしたり、デートしたり、手をつないだり、色々な所をつないだりしたいわ！」

　色々なところって!?

「ああ、あと服を着せたいわ！　すっごく可愛いの！　あとえっちなのとか！　そして二人だけの撮影会をするの！　かわいいよー、あ、一枚脱いでみようかー。うーんそれもない方がかわいいかなーって生まれたままの姿が最高だねー、とかすっごくステキな女子会じゃない？」

「犯罪だろ!?」

「何をほざいているの？　相手の同意があれば犯罪じゃないわ」

　これがあの委員長？　教師からの信頼も厚く、一点の曇りもない優等生の？

　実は宇宙人が入れ替わっているとかないよな？　何なんだこのキャラ変更!?

　百合ゆりか？　百合なのか？　ややおっさん臭い百合姫なのか!?

「ちょっと待ってくれ……つまり、エイヤに優しくしてるのは──」

「私の優しさの八割は下心で出来てるわ」

「ひでえ！　純粋なのは二割だけ!?」

「残りの二割は性欲よ」

「優しさなんてなかった!!」

　まさかの本性が発覚？　いや、冗談……だよな？　でもあの花宮が、こんな冗談言うのか？　信じられない……この事実を知った花宮フリークの連中は、絶望に身をよじらせるだろう。頼むから、まだ変身を二回残しているとか言わないでくれよ!!

「ちなみに変身はまだ五回残しているわ」

「想像より多いわ！　つか心読めんのかよ!?　レベル５か!?」

「だって蒼井君、オタクなんでしょ？　思考パターンの想像くらいつくわ」

　──へ？

「ふふっ、冗談はこれくらいにしておこうかな」

「え？　え？」

　お淑しとやかな微笑ほほえみを浮かべる花宮は、普段の委員長の顔に戻っている。

「今の、冗談？」

「そうよ。驚いた？」

「あ、当たり前だ。あーびっくり──」

　……本当に？

　穏やかに微笑む花宮の顔。その下に、幾つもの別の顔が隠れているように思えてくる。

　なんかもう、花宮のことが何もかも信じられなくなりそうだ。

「それじゃ週明け。また学校でね」

　そう言い残し、花宮は去って行った。

　その後、いつまで待っても戻って来ないエイヤを捜して、俺は店の中を走り回った。
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「すみませんでした……」

　そう謝ると、エイヤはしょんぼりと肩を落とす。

　無事にエイヤを保護し、店内にあるカフェで一休み。俺もちょっと疲れたし。花宮には精神力を、エイヤには体力を削られたというか。そもそも、何で走り回ったのか？　電話なりメッセージなりを送ればいいじゃないか──そんなふうに考えていた時期が俺にもありました。

「私、自分がどこにいるのかも分からなくなっちゃって……この店には慣れてる風なことを言ってしまって、すみません」

「別に気にしてないから。エイヤに何かなくて良かったよ」

　方向音痴の人は、まず自分がどこにいるのかが説明できない。店内アナウンスを頼もうにも、知り合いに聞かれたら厄介だ。花宮がまだ店内にいるかも知れないし、他の知り合いだっていないとは限らない。

　そんなわけで、ひたすら店の中を捜し回るしかなかったのだ。そして捜している間にもエイヤが移動するので、余計に大変だった。

「とりあえず、食べて落ち着こう」

　コーヒーとシナモンロール。それとミートボール。

「これはフィンランドでも定番のメニューですね」

「へえ……そうなんだ。日本でも馴な染じみがあるよ」

　エイヤはどこかほっとしたような笑顔でシナモンロールを囓かじり、コーヒーに口を付ける。

「コーヒーも平気なんだ。クラスでは苦手な女子も結構いるけど」

「フィンランドは一人当たりのコーヒーの消費量が世界一なんですよ」

　得意げにそんなトリビアを披露してくれた。

「あとは……サーモンとかニシン、それにパイですね」

　なるほど。食生活は日本人とそれほど変わらないんだな。味覚が近いのかも。

「それとトナカイ」

　想像の斜め上が来た！

「あ、でも日本でもジビエ料理で鹿とかあるみたいだし……似た感じなのかな」

　食事は大事だ。ここで共感が持てると、相互理解が一気に進む。と思う。控えめでシャイな性格といい、日本とフィンランドは意外と似ているのかも知れない。

「あ！　これを忘れちゃいけませんでした」

　エイヤはカバンの中から小さな紙の箱を出した。そこから出て来た小さな黒い粒を手の平に載せ、俺の方へ差し出した。

「サルミアッキです」

　さる……え？

　俺はその黒い粒を、エイヤの手の平からつまみ上げた。この正体よりも、手の平に触ってしまったことの方に気を取られる。

「フィンランドを代表する飴あめです」

「飴？」

　エイヤも手の平にその粒を出すと、躊ちゆう躇ちよなく口に含んだ。

「はい。とてもおいしいですよ？」

　色からしてコーラのような味を想像した。いや、さっきの話の流れなら、コーヒー味かも知れない。

　俺もエイヤに習って、サルミアッキを口の中に入れた。

「!?!?!?!?!?!?!?!?」

　な、

　なんじゃこりゃぁああああああああああああああああああああ[image: かんたんふ][image: かんたんふ]

　舌に強烈な刺激。

　そして甘くない。それどころかしょっぱい。

　こ、これは……本当に食べ物なのか!?

　クセの強い独特な香り。強いて言うなら……パクチーのような香り。東南アジアとかのエスニック料理の調味料を直接食べているような気がした。

　もしかしてイタズラ？　と思ったが、エイヤはにこにこ笑いながら追いサルミアッキ。

「もっと食べますか？」

「い、いや……今日は、やめておこうかな」

　似たもの同士であっても、分かり合えないことはある。

　そんなことを悟った午後だった。
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　今日はオーガと二人でお買い物に行った。

　ベッドと机、それから椅子と本棚を買った。一緒にお買い物に行けたのが嬉うれしい。配達されたら、二人で一緒に組み立てようと約束をしたのも嬉しい。

　オーガも組み立て家具は初めてだって。

　また二人で一緒に初めての経験。

　わくわくする。

　けど、ちょっと……もやもやする。

　オーガが、私ではなく他の友達と仲良くしているところを見ちゃうと。

　この前、教室で仲良くお話をしていたあの人……花宮さん。

　どうしてあそこにいたのかな？

　オーガと一緒にベッドを見ているとき、店員さんに、ふ、夫婦に間違えられて、とっても恥ずかしくて、ついトイレに逃げてしまった。

　その後、迷っちゃったけど……でも本当は一度、迷わずに戻ることが出来た。

　それがとっても自慢で、オーガに褒めてもらおうと思ってた。

　けど、そこには花宮さんと話すオーガがいた。

　すごく仲が良さそうだった。楽しそうだった。

　別に、同じクラスなのだから、不思議なことなんてない。ここで会ったのも偶然だろう。家具かインテリアの雑貨を見に来たに決まってる。

　それは分かっている。なのに、なぜか胸が締め付けられるような思いがした。

　何だかジャマしちゃいけないような気持ちになって、その場を離れた。時間を潰そうと思って、店内を回っていたら……本当に迷っちゃった。

　でも、オーガが見つけてくれた。

　やっぱりオーガだ。

　オーガはいつも、迷った私を導いてくれるから。
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　昨夜はエイヤと一緒にアニメの新番組のチェックをした。

　俺も三年のブランクがあるので、ちょっとした浦島太郎状態だ。とりあえず新番組のまとめサイトを見てみると……

「新番組が多すぎる……」

　ざっと五十本近くのタイトルが並んでいた。

「まず三話まで──いや、一話を観てもう一度判断……にしても全部は無理だ。せめて半分以下に絞ろう」

「そうですね……まさか、ここまで大量のアニメがあるなんて……」

　二人で、番組の公式サイトを巡りながら、どれを視聴するかを相談した。絞りに絞っても、二十数本。

　他にもゲームや本も読むとなると、時間的にもなかなか大変そうだ。

　そんなオタ活の時間に頭を悩ませているにもかかわらず、今日は思い切ってエイヤをオタ活ではない場所へと連れだした。

「ここですか!?」

　エイヤが目を輝かせて施設の入り口を見つめた。

　電車を乗り継いでやって来たのは、かつて遊園地があった場所。その近くにあるお風呂屋さんである。

　といってもただの風呂屋ではない。広大な土地に幾つもの風呂、レストランやリラクゼーション施設、さらには水着着用になるが混浴のエリアがある。

　そして何よりも──

「ここには、フィンランド式サウナがある──」

　言い終わるより先に、エイヤは素早く入り口まで移動していた。すっげ！　通常のエイヤの三倍のスピードだ!!　まるで赤い彗すい星せいだぜ！　服白いけど！

「は、早く、早く行きましょうっ！」

　ぴんと立った耳と、ぶんぶん振られる尻尾が見えるようだ。エイヤって、ちょっと犬っぽいところがあるような気がする。

　わんわんと吼ほえだしそうなエイヤを追って中に入る。受付を済ませ、一旦別れてロッカーで水着に着替える。そして、いざ混浴エリアへ。

　おお、広い。あくまで風呂であって、遊泳は禁止だがサイズはほぼプールだ。縁には打たせ湯やジャグジーが並び、壁一面の大きな窓からは明るい日差しが差し込んでいる。その向こうに広がるのは、緑が綺麗な庭園。

　癒やされるというか、清すが々すがしい気分になれる。ちょっとしたリゾートホテルに来たような気分。

　ここへ来たのは、サウナに入りたいというエイヤの願いを叶かなえるためだ。日に日に「サウナ～」という呪文を唱えることが増えてたし。

　それに、俺はとある重要な情報を手に入れたのだ。ネットで。

　なんと！　サウナでは寡黙なフィンランド人も饒じよう舌ぜつになるというのだ!!

　な、なんだってーっ!!

　……まあ、ネットの情報だし裏付けもないので眉唾ものだけど。さらに信じがたい話だが、重要な仕事の打合せをサウナでする人までいるらしい。マジで？

　仮に本当だとすれば、エイヤも自分の事を色々話してくれるかも──

「お、お待たせしました……」

　少し怯えたようなエイヤの声。

「いや、全然──」

　白ビキニのエイヤが、突然目に飛び込んできた。

　この時ほど、心の準備をしておけば良かった、と後悔したことはない。

　白い肌と白いビキニに、俺の頭も真っ白。

　この前の脱衣所でドッキリはほんの一瞬だった。しかし今度は違う。

　フリル付きでもスカートタイプでもパレオ付きでもない。体のラインを見せつけるような、結構大胆な露出。だが、下品にならない丁度良いライン。程よく体に食い込む水着が、エイヤの体の柔らかさを表現している。

　なんか期間限定の特別イラストバージョン感がある。下手をしたら、下着よりもえっつかも知れない。そんな姿を、公共の場で鑑賞出来るという状況に、俺の頭はフリーズした。

　普段の清せい楚そな感じとは真逆のセクシーさ。控えめでシャイな性格なのに、思い切っちゃった風味。エイヤの性格から、てっきり洋服っぽいデザインの水着かと思ってたのに……なんでそう変な方向にばかり思い切りがいいのよ!!　とかはツッコまない。決して。

「あの……何か変です……か？」

　エイヤは戸惑ったように訊きいてきた。ヤバっ、見過ぎてたか。

「あっ、ご、ごめん！　つい」

　見ても犯罪にはならないが、ガン見したらさすがに嫌がられるよな。

「え？　いえ、じっと見ていたので、もしかしたら日本ではおかしな格好だったりするのかなって……」

「いや、全然そんなことはない。むしろ、いい！　凄くいい!!」

「そ、そうでしょうか？」

　エイヤは照れたように目を逸そらす。口元がゆるんでいるところを見ると、満更でもないらしい。

「やはりサウナに入るのなら、余計な飾りのないものが良いと思いまして」

　おお、まさにサウナのストロングスタイル？

「そ、それじゃ……早速、行ってみる？」

「はい！　ぜひ!!」

　プールを抜け、一旦外へ出る。初夏と呼ぶには少し早い季節で、水着一枚だとさすがに寒い。早くどこかへ入りたい。そんな思いに救いの手を差し伸べるかのように、山小屋風の建物が待っている。

「わ、本当にフィンランドの森にあるサウナみたいですね」

　背後に木の生い茂った庭が広がっているので、確かにそんな風にも見える。俺たちはぽつんと建つ山小屋に入っていった。

　熱っ！

　中に入ると、猛烈な熱気が顔を打った。

　一角が柵で囲われ、その中で石が熱せられている。座る場所は三段の階段状になっているので、どこに座るかちょっと迷う。

「上に行くほど熱いですから、初心者は下の段から始めた方がいいですね」

　と、エイヤが一番下の段にタオルを敷いて座る。俺も同じようにして、隣に腰をかけた。確かに立っているときより、息が楽な気がする。

　壁に掛けてある室温計を見ると……90度!?

　いや、死ぬでしょ。普通。

「十分くらいしたら、一旦外へ出ましょう」

　十分も!?　そんなに耐えられるのか……不安しかない。しかしエイヤは早くも汗を浮かべながらも、ご機嫌な様子。

　この笑顔が見られるなら耐えられる。そう自分に言い聞かせつつ、気の遠くなるような十分間を耐え抜いた。

「それじゃ外へ行きましょうか」

　やっと灼しやく熱ねつ地獄から解放される！　俺は急ぐ思いで、エイヤの後ろについてサウナから出た。外へ出た瞬間の解放感ったらない。

「次はシャワーを浴びて汗を流します」

　確かに全身汗だくだった。それはエイヤも同じ。さすがに熱くないわけじゃないのか。

　にしても……汗をかいて全身が濡ぬれて光っているエイヤも……なんていうか、妙にえちえちな感じがするんですけど……。

「どうかしましたか？」

「あ、いや、何でも！」

　サウナを出たところには、ちゃんとシャワーブースがある。エイヤの隣でシャワーを浴びると、プールのある室内に戻る。

「次は冷水浴です。フィンランドの森にあるサウナですと、そのまま湖に飛び込んだりもするんですよ。ここは水風呂みたいですね」

「冷水……？」

　涼しげな響きに心惹ひかれる。サウナで蒸し焼きにされた今なら特に。

「よし、早速入ろう。涼しくて気持ちよさそうだ」

　だが実際に浸つかってみて分かった。俺の予想は生ぬるかった。

　冷てぇえええええええええええええええええええええええええええ!!

　マジ水風呂。ガチ水風呂。心臓止まるわ!!

「気持ちいいですねー」

　エイヤは文字通り涼しい顔。マジか。やはり正体は氷のエルフ？

「こ、これ……ど、どれくらい、入ってないとダメなの？」

「一分くらいで大丈夫ですよ」

　一分がこれほど長く感じられたことはなかった。

　水風呂から上がったところで、思い出したようにエイヤが言った。

「あ、最初は水風呂に入らなくても、手足に冷水をかけるだけでも大丈夫ですよ」

　今言う!?

　文句をグッと飲み込み、ふたたびあの灼熱の拷問部屋へ。ちょっとオシャレな山小屋だが、今の俺には拷問用具のファラリスの雄牛に見えた。
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　しかし不思議なもので、サウナと水風呂を繰り返しているうちに、何だか気持ち良くなってきた。これがいわゆる「整う」ってやつか。身も心もほぐれたような気分。これなら、確かに口もゆるみそうだ。

　三度目のサウナの中は、幸い俺とエイヤの二人きり。

　エイヤも話しづらい心の内を、話してくれるはず──

「──ですから、空の崎がすばらしいところはもう数え切れないほどありますね。各キャラクターが問題を抱えていて、それを乗り越えてゆくストーリーは感動ものです！　あとあと！　ライブのシーンも最高ですね！　本当は制服で歌っているはずなのに、セットやコスチュームが変わるのとか、アニメならではのミュージカル表現だと思います。あ、ライブシーンといえば、七話はもう尊みが凄すごいです。イタリア風の街並みで歌うのも、ロマンチックで──」

　──延々とオタトークを展開されている！

「そ、そうだな……あれってお台場にある商業施設だよ。アウトレットとかの」

「えっ!?　実在するのですか!?」

　ずいっと顔が迫って来た。ち、近い。サウナはエイヤのパーソナルスペースも溶かしてしまったようだ。

「あ、ああ……今度、行ってみる？」

「行きたいです！　これがいわゆる、聖地巡礼ってやつですね！」

　むふーと鼻息も荒く、エイヤは拳を握りしめた。

「来週の休みにでも行こう。せっかく日本に来たんだからな」

「そうですね。本当に……日本に来て良かったです。好きなものについて、こんなにお話が出来るなんて、夢みたいです」

　本当に夢見るようなまなざしで、宙を見つめている。

「フィンランドでは話す相手とかいなかったのか？」

「ええ、まあ……私は人と話すことが苦手ですから。だからオーガは特別です」

　──特別。なんといういい響きだろうか。そんなこと言われたら、古典部の部員でなくてもその気になるわ。

　でも、何でエイヤはそこまで俺を特別に思ってくれるのだろうか？

　特別に容姿がいいわけじゃない。ここ数年はオタクから離れてたし、凄いオタクってわけじゃない。

　そもそも、俺はオタクになれなかった男だ。

「オーガにはオタ友はいないのですか？　もしかしたら、私に付き合ってもらっているせいで、他のオタ友と遊ぶ時間がないとか……」

「いや──俺に、オタクの友達はいないよ」

　つい、声と表情が硬くなる。

「オーガ？」

「実は中学生になったばかりの頃、オタ友に裏切られたんだ。いや、違うな。俺が勘違いしていたんだ。ずっと──」

　あれは三年前のことだ。

　そもそも俺がオタクになったのは、七歳年の離れた姉の影響だった。あいつはガチオタだったので、過去から現代までの膨大なオタコンテンツを嗜たしなんでいた。それで俺も同じものを読んだり、観みたりしていた。だから、俺は同年代の奴やつらにくらべて、圧倒的な知識と情報量を誇っていた。

　当時はそのことが自慢だった。面白い作品を紹介したり、それに絡んだトリビアや情報をみんなに伝えると喜ばれた。

　俺も楽しかったし、みんなも楽しい。それが嬉しかった。

　しかし、中学に入学したての頃。

　小学校からのオタク友達と、俺は同じクラスだった。そいつはグンドムが好きだった。ちょうど新シリーズが始まるという情報を手に入れた俺は、早速知らせようと思った。

　その幼なじみは、新しい友達と教室の隅で話をしているところだった。俺は幼なじみの所へ行くと、その話をした。しかし幼なじみは、凄く嫌そうな顔を俺に向けた。

『そんなもんホントは興味ないに決まってんじゃん。いつまで勘違いしてんの？　キモ』

　最初、何を言われたのか分からなかった。

　おかしいじゃないか。お前、好きだったよな？

『るっさいから、テキトーに話を合わせてやってただけじゃん』

　え……？

　パラレルワールドに飛ばされたり、隣人が宇宙人と入れ替わってたりする作品があるけど、そんな気分だった。

　心臓がバクバク鳴っている。

　全身が冷たい。

　いや、そんなバカな。待ってくれ。

　じゃあ、あれはみんな嘘うそだったのか？

　それじゃ、俺が今まで話していたのって何だったんだ？

『裏じゃ、みんなアンタのこと笑ってたんだよ？』

　嘘だ。そんなこと。

　俺は笑われたことなんてない。

　耳鳴りがする。幼なじみの声が遠くから聞こえてる。

『クラスの裏掲示板とかで話をしてんの』

　そんなもの──

『知らないのはアンタだけだよ』

　教えてもらったＵＲＬを家に帰ってから、一人で見た。

　本当だった。

　俺がオタ友だと思っていた奴は、オタクじゃなかった。

　アニメが好きだと思っていた奴は、別に好きじゃなかった。

　喜んでくれてると思っていたら、全然喜ばれてなかった。

　俺はクラスでそこそこ人気があるかと思ってたら、実は裏でバカにされてた。

　裏掲示板に、その日俺が何を話したかが、嘲笑の言葉と一緒に書かれていた。

「──それがショックで、オタク文化から離れたんだ」

　エイヤの心の内を聞くはずが、自分の内側にある暗い闇を吐き出していた。

「それから物事にディープにはまることを避けるようになった。周りの言葉が、視線が気になるんだ。悪口を言われることを恐れて、周りに同調して、みんなが共感出来る価値観だけをびくびくしながら選んでいる」

　こんな恥ずかしい秘密をさらけだして、俺は何がしたいんだ？

「俺は俺のままじゃ受け入れてもらえない。だから自分を変えるしかなかった。でも……そんなことでアニメを観るのをやめてしまうなんて、本物の『好き』じゃない。もし本物だったら、誰が何と言おうと自分を貫くはずだ。だから俺は……本物のオタクじゃなかった。オタクになれなかったんだ」

　エイヤに嫌われるだけだぞ？　一番嫌われたくない相手に、一番恥ずかしい黒歴史を披露するなんて、俺はマゾか。

「でも代わりに興味を持てるものがないんだ。俺って何者なんだ？　オタクじゃなきゃ、一体何なんだ？　何が好きで、何がしたいんだ？　それが全然分からない」

「…………」

　エイヤは黙って俺の話を聞いてくれていた。もしかしたら、呆あきれているのかも。

　だよな。普通に考えて、こんな話を聞かされたらうんざりするはずだ。しかもオタ活をしたくて、わざわざ日本に来るような相手だぞ？

　エイヤみたいな人が本物なんだ。

　俺は覚悟を決めて、おそるおそるエイヤに顔を向けた。

「……？」

　汗……じゃない？

　泣いてる。

　エイヤの二つの瞳から、止めどもなく涙が溢あふれていた。

「オーガ……かわいそう」

「え……」

　その気持ちは嬉うれしいけど、それよりエイヤが泣いている方が一大事だ。これって、俺が泣かしたことになるんだよな？

「なんて酷ひどいことをする人たちなんでしょうか……許せません。私、こんなに怒りを感じたのは初めてです」

「ご、ごめん。エイヤまで嫌な気持ちにさせちゃって……」

「オーガは謝る必要なんてありません！」

「!?」

　怒りの迫力に圧倒された。

　エイヤの中に、こんなに激しい感情があったなんて。

「そんな、つらいことがあったなんて……それなのに私……」

「え、エイヤ？」

　エイヤは涙を拭くと、キッと俺を見つめた。

「自分の好きなことを否定されるのは悲しいです……特に、親しい人から否定されるのは、本当につらいです」

「エイヤも……何かあったのか？」

　エイヤは俺から目を離して、まっすぐ正面を見据えた。

「私、両親から逃げて来たんです」







[image: エイヤ・ピッカライネン　回想]







　私は日本のアニメやマンガが大好き。

　おうちがヘルシンキでよかった。この街には日本の本が手に入るお店がある。お小遣いを貯ためて、色々な本を買うのが楽しみ。

　それとスマートフォンで色々な画像や動画を観るのも好き。お金はないけど、サンプルは無料で観られるものがあるから。それを観て、どんな内容なのか自分なりに想像するの。

　今日はおうちに帰ったら、アニメ雑誌を読み直すつもり。もう何度も何度も見たけど。でも見返したくなる。それとマンガも。

　最新巻はもう出てるけど、来月のお小遣いがもらえるまではガマン。

「ただいまー」

　おうちに入ると、まっすぐに自分の部屋に向かう。カバンを置いて、すぐに本棚へ飛びついた。

　──あれ？

　ない。

　私の大事な宝物が。どこにいったんだろ？

「エイヤ、こっちに来なさい」

　ママが呼んでる。

　そっか。ママなら知ってるかも。

　慌ててリビングへ飛び込むと、いつもならお仕事でいないはずのパパがいた。今日はお休みだったのかな。

「エイヤ、ママから聞いたんだが、日本のアニメ雑誌やマンガを読んでるそうだね」

「うん……とっても面白いの」

　いつもとパパの雰囲気が違う。普段はもっと優しそうなのに。

　ママを見ると、困ったような顔をしている。

「いいかいエイヤ。あれは有害なものだ」

「え？」

「無論、日本のアニメやマンガにも素晴らしいものはある。だが、それ以上に悪いものがいっぱいあるんだ」

　パパは何を言ってるんだろう？

「そんなことないよ？　面白いものばかりだし」

「やっぱりか……」

　パパは深い溜ため息を吐ついた。あ──パパの足下に、私の本が積まれている。その一番上にあったアニメ雑誌を、私の前で広げた。

　それは私の宝物の中でも、特別な一冊だった。

「この中には沢山の良くないものが交ざっている。エイヤには見分けがつくかな？」

「わ、分かるよ？」

「そうかい？　じゃあ、この雑誌のなかで悪いものはどれかな？」

「でも……」

「もし分からなかったら、もうこんなものを見てはいけないよ」

　私は息を呑のんだ。

「ダメなもの、あってはいけないものを指さして教えてくれるかな？」

　手が震えた。

　これ、なに？

　私は何をさせられているの？

　ここにあるのは、私の大好きなものばかり。ダメなものなんて一つもない。

　でも、何かを悪いと言わないと、もうマンガもアニメも観られなくなっちゃう。

　何かを指ささなきゃ。

　ページがぱらぱらとめくられてゆく。

　全身に冷や汗が流れる。

「……これ」

　ダークな雰囲気のマンガをアニメ化したものだった。主人公が悪役で魔法のノートを使って人を殺しちゃうやつ。でもとても面白い。お話だから、実際に誰かが誰かを殺してるわけじゃない。だから何が悪いのか分からない。

　胸が痛い。

　私は嘘を吐いた。

　悪いと思っていないのに、こんなに面白いのにダメなものだと嘘を吐いた。

　でも何かを悪いことにしないと、もう二度と大好きなものが観られなくなっちゃう。

　ごめんなさい。

　何も悪くないのに、あなたを生いけ贄にえにしてしまった。

　パパは微笑ほほえむと、どこか得意そうに言った。

「ほら、やっぱり分からないだろう？」

「……え」

　驚いて、じっとパパの顔を見つめた。

「いいかい？　悪い作品はこれだけじゃないんだ。これも、これもだ」

　パパはページをめくりながら、次々と指を指していった。

「これも、これも！　これなんか最悪だ！」

　足が震えた。

　こわい。

　勢いよくページをめくる。パパの指がページを引きちぎった。

「あっ！」

「こんなものが子供の目の届くところにあるのが許せん！　私の大切な娘に何を教え込むつもりだ!!」

　パパはページを破り始めた。私の大切な宝物を。

　私の体から血の気が引いた。

「や、やめて！　おねがい！　それは私の──」

「エイヤ!!」

　パパのその一言で体が動かなくなった。全身がガタガタと震える。

「あなた……少しやりすぎよ」

　ママ──ママは私の味方をしてくれるの？

「子供を守るのにやり過ぎなんてことはない。特に今は大事な時期だ。妙な知識を植え付けられて、五年後、十年後に、エイヤがふしだらで反社会的な女になったらどうする気だ？」

　ママはそれきり黙ってしまった。憐れむような顔で私を見つめただけだ。

「この本はパパが全部処分する」

「い……いや」

　そう言うのが精一杯の抵抗だった。

「ほら、もうこんなに悪い子になってしまっている。親に口答えするなんて」

　私は小さな拳を握りしめた。

　──がんばれ、エイヤ。

　私はヒーローの言葉を思い出す。

　──本当に大切なものは、誰も奪うことが出来ない。

　パパは絶対に考えを曲げないだろう。だったら、口答えしないで、残されたものを守るんだ。

　私のスマートフォン。

　あの中に保存した画像がある。それにインターネットにつなげば、また観ることが出来る。だいじょうぶ、だいじょうぶ。私は何もかも奪われたわけじゃない。

「ママ、エイヤのスマートフォンを持って来てくれ」

　息が止まるかと思った。

　顔から血の気が引く。
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　ママが部屋を出て行く。

　だめ、やめて。

　私はママがスマートフォンを見つけられないことを祈った。

　しかし、カバンに入れてあったスマートフォンは、戻って来たママの手の中にあった。それがパパに手渡される。

　パパが画面をタップしてゆくと、どんどん顔が険しくなる。

「ひどいものだ。淫らな画像まであるじゃないか。この絵を描いている奴やつは、社会的に糾弾する必要があるな」

　パパがスマートフォンをこちらに向けた。それはアニメのワンシーンだった。水着姿の女の子たちのスクリーンショット。女の子向けのアニメで、みんなで海水浴に行く楽しいお話。仲が悪かった子と打ち解けて、仲良くなる。

　そんなステキなお話のどこが淫らなの？

　水着だから？　でもみんな泳いだり、サウナに入るときに着てるよ？

「この中の画像は全部削除する」

「いやぁああああっ！」

　パパの持つスマートフォンに手を伸ばす。しかし立ち上がったパパには、ジャンプをしても届かない。

「やめて！　おねがいだから！　いい子にするから!!」

「いい子はこんなものは見ない!!」

　涙がこぼれた。

　パパの指先が、私の大切なものを消してゆく。

「やめて……やめてよ……」

　無駄と分かってても、ジャンプし続けた。

　涙で前が見えない。

　足がいうことをきかなくなって、倒れるように床に座り込んだ。

「これからはアクセス制限をもっと厳しくしよう。それと毎日データをチェックする」

　どこか遠くで、そんなパパの声が聞こえた。

　私はヒーローの言葉を思い出す。

　──たとえ誰であっても、心の中までは支配することは出来ない。

　──思い続ければ、いつか夢は叶う。

　防御の呪文を唱えるように、心の中で繰り返す。

　それ以来、私は心の周りに、自分の周りの空間に壁を作るようになった。

　私はますます他人と話すことが出来なくなった。
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　私はすっかり見慣れた天井を見上げて、布団に横になる。

　今日のことを思い返すと、自然と頬ほおがゆるむ。

　たぶん一生忘れない。

　オーガとサウナに行ったこと。そして、お互いの悩みを打ち明けたこと。

　自分のことを知ってもらって、それでも変わらずに応援すると言ってくれたことが、とても嬉しかった。

　オーガは私が失敗しても、きっと許してくれる。ダメな私を認めてくれる。

　オーガは私に生きる目的を与えてくれた。弱気な私が思い切って留学出来たのも、オーガのおかげ。オーガは私のヒーローだ。

　だから──

　今日聞いたオーガの悲しい出来事にはショックを受けた。

　私はヒーローは無敵だと、勝手に思い込んでいた。どんなピンチも平気ではね除のけると、無邪気に思い込んでいたんだ。

　どうして、オーガがつらい目に遭っているとき、側にいてあげられなかったのだろう。

　力になってあげたかった。

　私なんかじゃ、何の助けにもならないかも知れないけど。

　ううん。そうじゃない。

　助けにならなきゃいけないんだ。

　私も変わらなきゃ。

　オーガの力になれるように。

　それにはまず、自分で何でも出来るようにならなきゃ。

　そうしないと、オーガは私の面倒ばかりになっちゃう。オーガ自身のやりたいことが出来なくなっちゃう。

　何でも一緒にしたいけど、でもそれじゃダメだ。

　心細いけど。本当は好きなことだからこそ一緒に初体験したいけど。

　一人でやる。

　それがオーガにしてあげられる、私に出来ることだから。
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　我を崇あがめよー。ごじくじらいぶ四期生、大地の女神、甘妻ガイアですー。

　信者のみんなー元気ー？





金色の風邪［ガイアさま！］

下級信者［おつー］

ハンサム団長［オレに会いに来てくれたか］






　今日はゲームをやってくからー『イヌ娘』ねー。

　どのキャラでやろっかなー？　あーでもこれかなー。シベリアンハスキーの子。アニメでは背景にいる大食いのモブって感じだったけど、存在感あったよねー。スピンオフのマンガでは主役だけどー。





エルバン座［あれは熱い］




サクラ［読みたい］




テケリ・リ［……］






　はい、ハスキーで決定。

　親をどうすっかだよなー。ブリーダーとしての腕が問われるところだよねー。

　でもこれ、女女で子供作ってるってこと？　熱くね？





ドルドル［百合ゆりだ］

くりーむそーだ［ゆりんゆりん］






　この発想が神。女性キャラしかいないから、こうせざるを得ない苦渋の選択だったとしても、逆に神。

　親はこの子かなー、でもおっぱいの大きさで選ぶなら、この子かなー？　この茶髪ツインテールティアラに八重歯で巨乳とか、もう要素盛り盛りでいいよねー。あと白髪メガネの子も色っぽくて好きー。

　特にレースが終わった後、流して走ってるとこのおっぱいの揺れ方が最高。おっぱいの揺れ方が最高。大事なことなので二度言いました。





発情バニー［乳のマエストロ］




総務課［控えめに言って変態ですね］




エルバン座［変態変態変態変態変態］

ルルイエ［肩こるし垂れるで］

発情バニー［女神の乳もいい揺れ］

カイザー［確かに！］

発情バニー［その乳よこせ］






　あげません!!




　シベリアンハスキーの子も白髪というか、銀髪だし、女神こーゆー子好きー。

　しかも実力が低くて蔑まれている地方国からやって来て、強つわ者もの揃ぞろいの中央国で勝ち上がってくとか、もう完全に少年マンガの王道じゃん！　そんなん好きに決まってるし!!





サクラ［わかる］




ドルドル［わかりみ］






　ってわけで、今日こそＳが取れるようにしたいね！

　あーおっぱいの大きさも、継承するシステム実装されねーかなー？
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「オーダーでーす。きゅんきゅんセットと萌もえ萌えオムライス、わんちゃんバーグとくまさんカレー、うさちゃんパフェおねがいしまーす」

　オーダーが入ったものの、完成形がまったく想像できない。俺は壁に貼ってあるメニューの写真とレシピを見て、なるほど、こういう物体かと納得する。

　ここはアキバにあるメイドカフェ『スイートフレーバー』。そう、エイヤと初めてメイドカフェに来た、あのお店である。

　俺は今日からここで、短期のバイトをすることになったのだ。というわけで、今はキッチンで次から次へとやって来る食器を洗っている。

　なぜバイトをしているのかというと、単純な話──金がない。エイヤとオタ活するにも活動資金がいる。そこで、バイトをしようと思い立った。

　そうエイヤに話すと「でしたら自分もやります！」と言い出した。

　さすがにそれは不安だとＮＧを出すと「オーガは過保護です」と拗すねられてしまった。

　その当てつけだろうか、今日は一人で聖地巡礼に出掛けて行った。

　それはそれで、めっちゃ不安なんですけど。

　しかしエイヤはキリッとした顔で、

「私だって、今年は十六歳になるんです。一人で電車くらい乗れます。日本の鉄道は駅員さんがとても親切ですし、インターネットで地図だって見られますから！」

　と、固い決意を見せつけた。

　そこまで言われたら仕方がない。実際、エイヤの時間は限られている。留学の期間が終わったら、フィンランドに帰らなければならないのだ。

　──エイヤがいなくなってしまうのか。

「…………」

　いかん。つい手が止まってしまった。

　留学の期間は一年間だ。今からショックを受けてどうする。少なくとも今は……考えたくない。

　とにかく、俺の都合でエイヤの時間を無駄にはさせられない。エイヤのためのバイトで、エイヤが足を引っ張られるなんて皮肉もいいところだからな。

　その代わり──何か困ったり、迷ったりしたらすぐに電話かメッセージを送るように、固く約束しておいた。

　そんなわけで、今日がバイトのデビュー戦。最初は肉体労働とかの日払いバイトにしようと思ったけど、たまたまスイートフレーバーのキッチンで欠員があることをネットで知って、気まぐれで申し込んでみた。

　面接に来てみると「あーっ！　あのすんごい美少女と一緒に来たカレシだー!!」と、くるりさんに見抜かれた。くるりさんと紫し音おんさんの推しもあり、その場で採用。

　で、土曜日の今日からキッチンで皿洗いである。慣れたら、簡単な調理もこなさなければならない。それはちょっとプレッシャー。

「蒼あお井いくーん♪　しっかりやっとるり？」

　楽しそうに笑いながら、くるりさんがキッチンに入ってきた。

「はい、何とか……でも、くるりさん。面接の時、よく俺のこと覚えてましたね。一度しか来たことないのに」

「そんなの余裕ーるり♪」

　ちらっとフロアの方を見る。ここからは壁で見えないけど満員だ。外にはウエイティングの列まで出来ている。

「たくさんお客さんが来るのに……凄すごい記憶力ですね」

「あははは。くるりんはアイドルり。ライブに来てくれるファンの顔を覚えるので鍛えてるり～♫」

「え、ライブって？」

　手は皿を洗いながら、質問をする。

「いやーキミ、本当に何も知らないで応募してきたるり？　ま、だからこそ男子でも採用したってのもあるんだろーけどね～」

　ちょっと呆あきれたようにくるりさんは苦笑い。

「フロアにあるステージは飾りじゃないるり。あそこで生ライブをやったりするり。くるりんたちメイドさんでアイドルグループをやってるり～♪」

「えっ!?　マジっすか。凄いですね！」

「とゆーか、元々アイドル志望で事務所に入ったんだけど。まだお仕事そんなにないから、カフェでメイドさんをやりながら頑張ってる……るり！」

　素に戻りかけた。が、ギリギリのところでキャラを思い出したようだ。

「へええ……凄いなあ」

「なはは！　うむっ素直でよろしいっ！　もっとくるりんを尊敬していいるり!!」

「こーら。なにサボってるの？」

　ヤバ、紫音さんがキッチンに顔を出した。でも、俺は手を止めてないからセーフだよね？

「あはは……ちょっと新人に指導を……」

「はいはい、それよりもフロア回ってきて。くるりちゃんのファンが、私が来た！　アピしてるから」

「ふふふ、くるりジャンキーとは愛ういヤツ……そんじゃ行ってくるり～♫」

「はーい、サービス、サービスぅ」

　紫音さんは何かの予告のように、くるりさんを送り出した。

「で、大丈夫？　くるりちゃんにからかわれた？」

「いえ、本当に気にかけてもらっただけで……あ、実はアイドルで、ここでライブもやるって教えてもらいました」

「うん。でも蒼井君は仕事中だと観られないかな。お客さんとして来れば観られるから、今度また彼女と一緒に来てね」

「はは……」

　彼女じゃないけど、訂正すると説明も何だか面倒そう……なので、ひとまずは誤解されたままにしている。

「紫音さんも、ステージに立つんですか？」

「ううん。私はグループに入ってないから。ちょっと別の活動をしてるし……」

　別の？

「それって──」

「あ、注文が決まった雰囲気のテーブルがあるから行ってくる。じゃ、頑張ってね」

　スカートの裾をひるがえして、紫音さんはフロアへ出て行った。

　そうか……みんな一つのことだけじゃなくて、色々な場所で頑張っているんだな。

　俺は次々と積まれてゆく食器との格闘に戻った。




　　　　×　×　×




「ん？」

　休憩時間にスマホを確認すると、エイヤからメッセージが届いていた。


エイヤ［お台場にゅっと］



　自撮り写真付き。いかにも慣れてない感じの写真が、かえって可愛かわいい。というか素材が良すぎるので、どうやっても可愛い。どう足あ掻がいても可愛いしかない。

　──が、何だ『にゅっと』って？


桜おう雅が［にゅっと登場、とかいうこと？　擬音語？］




エイヤ［なう、です。フィンランド語でｎｏｗは、にゅっと］



　なるほど！　かわいいｎｏｗだな！　「～なう」ってちょっと古い気もするが──だが、そこがいい。


エイヤ［ちゃんとヴィーナスボードに近い青海駅で降りました！　凄いですね！　褒めて下さい！］




桜雅［それは凄いな！　おめでとう、おめでとう］



　む、紫音さんに影響されてしまったようだ。……あれ？

　エイヤが送ってきた写真に違和感を覚えた。何だか雰囲気が……？


エイヤ［でもヴィーナスボードが見当たらないですね？　海も見えませんし、ビッグサイトも……］



　んんん？

　送られて来た写真を拡大する。駅前のようで、後ろに駅名の表示が見える。


桜雅［そこは青海じゃなくて青梅だ!!］



　青梅市。それは東京の秘境……よくそんなところまで行ったな!?


エイヤ［でも乗り換え案内のアプリの言うとおりにしました］



　それ漢字を間違えてるから！　スタートする前から間違ってるから！

　しかし言い方を変えれば、目的地に辿たどり着けたわけだ。であれば、可能性を感じる。可能性と言えば、可能性の獣……ならばお台場に立つユニホーンに辿り着けるに違いない！


桜雅［分かった。俺の言うとおりに乗り換えアプリを検索するんだ］



　俺はエイヤに乗り換え案内を詳しく教えた。これできっと、お台場まで辿り着けるだろう。

　そして二時間半が過ぎ──再びエイヤから連絡があった。


エイヤ［いま海の上にいます！　どんどん聖地が遠ざかっていくんですけど!?］



「何に乗った!?」

　エイヤから送られてくるメッセージによると、どうやら船に乗ったようだ。

　くそ……俺が甘かった！　エイヤの方向音痴を舐なめていた。これは致命的なまでの方向音痴！　筋金入りだ。

　すぐに駆け付けたいが、バイトが終わるまであと二時間は動けない。

　エイヤのことが心配で、居ても立ってもいられない。焦る気持ちを押し殺しながら、黙々と仕事を続けた。

　時計の針が、夕方の五時を指した。

「蒼井くーん、おつかれーるり。遅番が来るから、もう上がってもいいるり～♫」

「はいっ！　お先に失礼します!!」

　俺はダッシュでエプロンを外すと、ロッカーから上着を取り出し羽織る。

「ふぇっ？　あ、ちょっと、良かったら歓迎会でも──」

「ありがとうございます！　でも今日は急ぎますので!!」

　そう言いながら、裏口を突破する。駅まで走るぞ!!

　いや、それよりエイヤの現在地の確認だ。

　しかし家具を買いに行ったときも、エイヤは自分がどこにいるかが説明出来なかった。今回は更に難易度が上がっているので不安しかない。

　電話をかけようとしたとき、エイヤから写真付きのメッセージが届く。


エイヤ［あ！　やっぱりお台場に到着しました！］



　写真にはレインボーブリッジ。


エイヤ［どうですか!?　私も一人でやれるんですよ！］




桜雅［凄いじゃないか！　偉いぞ！］



　正直言うと、ちょっと寂しい気もするけど。

　乗った船がお台場行きだったのか、お台場から乗った船が一周して戻って来たかのどちらかだろう。

　俺はほっと胸をなで下ろした──いや、油断は禁物だ。急ごう。

　駅の改札を抜け、東京方面のホームへ駆け上がる。早く電車よ来いと心の中で祈る。二分ほど待つと、京浜東北線がホームに入ってきたので、飛び乗った。

　お台場へ行くなら、新橋でゆりかもめに乗り換えだな。


エイヤ［やっぱりオシャレな雰囲気ですね］




桜雅［まあ、お台場だしな。俺も今電車に乗った。そっちへ行く］




エイヤ［はい。いま観覧車の近くです。待ってます！］



　紆う余よ曲きよく折せつあったとはいえ、目的地に辿り着けたのは大したものだ。頑張ったなエイヤ。会ったら改めて褒めてあげないと。

　レインボーブリッジを渡るときに窓からお台場が見えた。夕焼けがとても綺き麗れいで、観覧車のライトアップも始まっている。

　なんか、すごく雰囲気出ちゃわない？　ちょっとドキドキしてきた。

　青海駅でゆりかもめを降りると、観覧車の下まで歩いて行った。

　──あれ？

　いくら捜しても、エイヤの姿が見当たらない。


桜雅［いま観覧車の下にいる。エイヤはどこにいるんだ？］




エイヤ［すみません。待っている間にビッグサイトを見ようと思って……でも見つからなくて］



　なに……？　あんなに目立つやつが見つからないなんてことあるのか？


桜雅［エイヤ、そこはお台場なんだよな？］




エイヤ［はい……海もありますし。今、港沿いに歩いてて……あ！　グンドムが見えました!!　やっぱり間違ってないですよ］



　ということは、ダイバーズシティの方へ行ったのか？

　でも……何かがおかしいな。

　奇妙な違和感を覚えながら、俺はヴィーナスボードの前を通り過ぎ、ダイバーズシティへ走った。そこには実物大のユニホーングンドムが立っている。

　だが、ここにもエイヤはいない。

　一体、どういうことだ？

　マジで、違う世界線か異世界にでも──

「……!?」

　待てよ。

　俺は最初に送られて来た、レインボーブリッジの写真を見返す。

　まさか！

　俺は陸橋を走って、海へ向かった。東京の夜景をバックにしたレインボーブリッジが目の前に現れる。

　エイヤが送ってきた写真と見比べた。

　──違う。

　大きな吊つり橋、観覧車、実物大グンドム──!!

「横浜か!!」

　俺は踵きびすを返し、一番近いゆりかもめの駅へ走る。走りながら電話をかけた。

「エイヤ！」

『あ、オーガ！　あの……だんだん自分のいるところが分からなくなってきて……何だか、お台場じゃないみたいで……』

「分かってる！　そこは横浜だ！」

『え、ええええ!?』

「今から迎えに行くから、そこでじっとしてるんだ。周りに何が見える？」

『そんな……私、一人で来ることが出来たとばかり……』

　エイヤの声が震えている。

「大丈夫だ！　心配するな、俺がついてる！」

『オーガ……』

「離れていても、俺たちは一緒だ！」

『……はい』

「近くに何が見える？」

『えっと……ここは公園みたいです。港があって、大きな船と……タワーがあります』

　階段を全力で駆け上がると、ありがたいことに丁度ゆりかもめがやって来た。

「分かった！　一旦切るぞ。近くの写真を送ってくれ！」

　ゆりかもめに乗り、レインボーブリッジを渡る。そのときエイヤから写真が送られてきたので、画像検索をかけた。

　──山下公園。

　すかさず乗り換え案内のアプリで確認すると、一時間ほどで辿り着けそうだ。


桜雅［一時間でそっちへ行く］




エイヤ［はい……すみません］



　焦っても電車が速く走るわけじゃない。けど、無意識に念じてしまう。

　もっと速く走ってくれ！

　しかし電車は定刻通りに進んでゆく。新橋、横浜で乗り換えて、元町・中華街で降りる。山下公園はすぐそこだ。

　俺は走った。

　公園に飛び込むと、思わず名前を叫んだ。

「エイヤ!!」

　ベンチに座る白い影が立ち上がった。

　迷子の少女。

　青い瞳に涙を浮かべた、迷子の少女。

　その瞬間──

　遠い記憶が、突然頭を過った。

　あの時も──こんな風に──

「……オーガ」

「エイヤ！」

　エイヤに向かって走る。エイヤもまた、駆け寄ってくる。

「オーガっ！」

　エイヤが俺の胸に飛びこんで来た。

　俺は──手を広げて、

　エイヤを抱きしめた。

「偉いぞ、よく頑張ったな。エイヤ」

「えらくなんか……えらくなんかありません。私、ダメでした。やっぱり……一人じゃ、何も出来ませんでした……」

　エイヤは涙声でそう言った。

　俺の背中に回した手が震えている。ここがどこか分からなくて、たった一人で、とても心細かったという思いが伝わってくる。

　エイヤの柔らかくて温かい体がしがみついてくる。不思議と照れることもなければ、緊張もしない。

　ただ──この女の子の力になりたい──という強い気持ちだけが湧いてくる。

「……俺だってそうだよ」

「え？」
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　エイヤの背中に回した手に、少しだけ力を込める。

「俺だって、一人じゃ無理なんだ。三年も好きなものを好きと言えず、周りの評価に怯おびえて、ずっと萎縮して生きてきた。でも！」

　体を離し、エイヤの濡ぬれた瞳を見つめる。

「でも、エイヤと一緒なら、俺は怖くない！」

「私と……一緒なら？」

「エイヤとのオタ活が楽しいんだ。こんな気持ちは三年ぶり……いや、初めてだった！　一人でするのよりもずっと……二人でやるから、あんなにも楽しいんだ！」

「オーガ……」

「でも……これはエイヤの行動に相乗りしてるだけなんじゃないか？　俺の『好き』は本物じゃなくて、エイヤの感動をまるで自分のもののように感じて、盗んでるだけなんじゃないのか？　そんな気もして──」

「そ、そんなことないです！　オーガの『好き』は本物です！　その熱さがあったから、好きなものに対する炎のような情熱が、私の胸の中に燃え移ったんです！　だから、私は──」

　エイヤが泣きながら、でも──とても美しく微笑んだ。

「何年もの間……一人で『好き』を貫けたんです」

　うろ覚えの記憶が、その顔と重なる。

　あの子も──泣いていた。

「もしかして……エイヤって、あの時の……」

　目じりの涙を拭いて、エイヤはうなずいた。

「覚えて……てくれたんですね」

　そのとき、

　俺の中で、何かが音を立ててつながった。

　あれはいつの頃だったろうか？

　確か、小学校の低学年だったと思う。いつも遊んでいる公園へ行ったら、知らない女の子がいた。白い服に白い帽子。髪の毛は帽子で隠れて見えなかったが、瞳の色が普通じゃなかった。

　涙を浮かべて、心細そうに震えていた。

　それから一緒に遊んだのか、どうだったのかよく覚えていない。けど、その子の父親らしき人が来て、連れて行ったのはおぼろげながら覚えている。

「あのとき……私は迷子だったんです」

　エイヤは恥ずかしそうに瞳を伏せた。

「初めての外国で、両親とはぐれて、恐怖で震えていました。そこにオーガ、あなたが助けに来てくれたんです」

　俺が？

「はい。名前を聞いて、訪問予定の家の子だと分かりました」

「え？　俺の家に来たことがあったの!?」

「はい。あなたの家に挨拶に来た、と説明したかったのですが……でも、その頃はまだ日本語がそんなに上手じゃなくて……」

　懐かしそうな瞳をして、エイヤは両手を見つめた。その手に何かを持っているかのように。

「私が困って泣きそうになると、オーガは持っていた袋から一冊の雑誌を出して、私に見せてくれました。そして、身振り手振りを交えながら、それがどんなに面白いかを、それはもう熱心に、熱く語ってくれたんです」

「そ、そうだっけ？」

　言葉も分からず、外国で迷子になってる相手に、何やってんだ昔の俺。確かにその空気の読めなさは、イタいヤツと陰で笑われても仕方ないかも……。

「話すことは出来なくても、読解と聞き取りは少し出来たので、何が言いたいのかは分かりました。そして、色とりどりの綺き麗れいなページ、可愛かわいいキャラクター、わくわくするような世界のビジュアル……私の持っていた、どの本よりも魅力的でした。何より、オーガの熱い想おもいが、私に燃え移ったんです。私はその本で紹介されている作品が、とっても『好き』になりました」

「その雑誌って、もしかして……」

　ＮｅｏＴｙｐｅ８月号？

「ちょうどオーガが本屋さんで買って来たばかりの、ＮｅｏＴｙｐｅ８月号でした。その時、父が迎えに来て……雑誌を持ったまま私は連れて行かれてしまったんです」

　そうだったのか……。

「一旦、オーガの家に行くものと思っていたら、思いのほか長く公園で過ごしていたらしく……飛行機の時間に遅れるといけないからと……」

「それじゃ、あの８月号は今でもフィンランドに？」

　エイヤは悲しそうな顔でうつむいた。

「ごめんなさい……あれは、父に燃やされてしまいました」

　──あ。

「前に話してくれた、あのとき……処分されちゃったんだ」

「本当にごめんなさい……」

「何でエイヤが謝る必要あるんだよ」

　俺はエイヤの二の腕に手を添えて、顔を上げさせる。

「エイヤは俺の恩人だ」

「え？　それは私の方……オーガに『好き』をもらって、私は──」

「でも俺は、その『好き』を忘れかけていた。エイヤが来てくれなかったら、俺は何もせず、何にも感動せず、ただただ無意味に人生を過ごしていたかも知れない」

　そうだ。エイヤが来てくれたおかげで、俺は生き返った。

　エイヤは首を左右に振った。

「それはオーガからもらった『好き』です。だからオーガが受け取ったのは、過去の自分からのプレゼントです」

　過去の自分から──か。

　昔の俺は、無邪気で、純粋で、好きなものに真まっ直すぐだった。

　単純で、熱かった。

　今は周りの様子ばかり窺って、周りからの評価に怯えて、結局何もしていない。

　すっかり疲れてしまっている。

　悟ったような気持ちで、諦めの気持ちで日々を過ごしている。

　世の中や人間関係を分かったようなつもりになって、でもそれを何も活いかせていない。

　何でこんな奴やつになっちゃったんだろうな。俺は。

　思わず苦笑いを浮かべた。

　けど、ずっと満たされない想いがあった。

　だから俺はエイヤに惹ひかれたんだ。

　エイヤの中にいた過去の俺を、輝いていた俺を、エイヤはもう一度連れてきてくれた。

　失いかけていた『好き』がもう一度、この胸に戻って来た。

「よしっ！　せっかくここまで来たんだ!!　実物大グンドムを近くから拝みに行こうぜ!!」

　そう言うと、エイヤも顔を輝かせる。

「はい！　オーガについて行きます!!」

「予定していた聖地巡礼とは少し違うが、帝都ヨコハマといえば、ミルキーシャーロックや文豪ストレートパンチをはじめ、色々な作品に登場してる！　これはもう聖地巡礼で間違いない!!」

「なんと！　私の知らないタイトルばかりです！」

「うむ！　ミルキーは頭のブッチギレたギャグアニメで、文豪はその名の通り、文学史上に残る文豪たちが拳で語り合うという激熱な異能バトルだ！　どちらも頭がおかしいぞ（褒め言葉）」

「なんて恐ろしい街……ヨコハマ！」

「だが今はまずグンドムだ！　あいつ……動くぞ！」

「そんなのもう本物じゃないですか!?」

　一日に何度か行われる動くグンドムの演出。本日のラスト回にギリギリ間に合い、俺たちは無事に実物大のグンドムが動く姿を見ることが出来た。

「す、すごいです！　凄すぎてすごいです！」

「ああ！　すっげえ！　ＳＦが現実になりやがった!!　未来ずら!!」

　お互い語彙力が行方不明。でも気持ちは伝わっている。だからいい。

　それから実物大グンドムの横に建つメンテナンス用のドックタワーに上がった。

　そこから見えるのは、巨大なグンドムヘッド越しの横浜の夜景。

「最高の眺めだな」

「ふふっ」

　エイヤがおかしそうに笑った。

「どうかしたの？」

「再会したときと同じだなって」

　そういえば、成田空港でも巨大なグンドムヘッドが見守る中での再会だった。

「やけにグンドムづいてるな……」

「あはははっ」

　心の底から楽しそうな笑顔。

「感動の再会というよりもギャグっぽい」

「そんなことありませんよ。私たちにぴったりな仲人じゃありませんか」

　風が吹き、エイヤの銀色の髪をなびかせる。

　日が暮れて、白い肌が余計に美しく浮かび上がる。

　きらきら光る青い瞳が俺を見つめている。

　成田で再会したときから変わらない美しさ。

　あの瞬間からずっと、俺は心を奪われている。

　けれど、今はそれだけじゃない。

　エイヤ・ピッカライネンという存在が、意思が、心が、生い立ちが、俺にとってかけがえのないものになっている。

　エイヤがいてくれたから、俺は好きなものに一生懸命になるという気持ちを、再び手にすることが出来た。

　そして、これからも側にいて欲しいと思う。

　だから俺もエイヤの力になりたい。

　エイヤがしたいことが出来るように。なりたいものになれるように。

「エイヤ……」

　俺はエイヤに一歩近付く。抱きしめるには十分な距離。

「……オーガ」

　見上げるエイヤの瞳がうるんでいる。

　エイヤ、俺は君のことが──

「……ちなみに、仲人とは結婚する二人の関係を取り持つ人のことだ」

「……へ？」

　エイヤの顔がみるみる真っ赤になってゆく。

「はわわぁあああぁわぁあっ!?　そ、そうでしたっけ!?」

　ばたばたと無駄な動きをするのも可愛い。

　ああ、俺はこの女の子のことが好きだ。

　今まで可愛いと思ったり、恋心を抱いたことは何度もある。

　けど、この気持ちはそれらとは同じようで違う。

　俺は初めて、人を好きになるという気持ちが分かった気がする。

　こればかりは、一緒に初めての体験になってるかどうか、分からないが。

　そうだったらいいなと、祈るように思った。







[image: エイヤ・ピッカライネン　帰りの電車にて]







　グンドムを見た後、ふたりで横浜の街を歩いて、中華街でご飯を食べて、帰りの電車に乗った。

　オーガは乗り換えもスマートで、初めての場所でも迷わずに私を連れて行ってくれる。

　だから私も安心してついて行ける。

　電車で隣に並んで座った。

　ただそれだけのことが、なんだか嬉うれしい。

　オーガの部屋でアニメを観るときも、結構体がくっついてる時があるけど、何もせずに隣に座っているとオーガの存在をよけいに感じてしまう。

　ちらっとオーガを盗み見ると、目をつぶって俯うつむき気味になっている。

　寝顔、初めて見た。

　無理もないよね。だって今日はアルバイトをして疲れているのに、それからあちこち走り回って私を捜してくれたから。

　オーガ……。

　その寝顔を見ていると、胸の奥から抑えきれない何かが込み上げてくる。胸が苦しくなる。

　好き。

　大好き。

　そう伝えたい。

　けれど、そんな勇気ない。

　私も、人に自分の気持ちを伝えられるようになりたい。

　自分の『好き』を。

　それが出来るようになるまでは、この気持ちは胸にしまっておこう。

　でも──

　この気持ちが、二人でいっしょの初体験だったらいいのに。







[image: 【雑談】女神のお悩み相談【甘妻ガイア／ごじくじらいぶ】]







　我を崇あがめよー。ごじくじらいぶ四期生、大地の女神、甘妻ガイアですー。

　信者のみんなー元気ー？





金色の風邪［ガイアさま！］




総務課［お待ちしてました］




くっころ［駄女神!!］






　ガキが……舐なめてると潰すぞ。




　いくら頼まれても、水芸はやらんから。出来ないから。仕様的に。

　あー水は出ないけど、海は行ったよー。つか港？

　女神ねー、この前横浜行ったの。いやーやっぱり横浜って、なんかオシャレだよね。そんな街にいる女神……最高にオシャン！





サクラ［俺も行ったー］




メカウサギ［どこ行ったん？］

ルルイエ［つかれた］






　みなとみらいとかねー、美術館とか。アカデミックでしょ？　やっぱ女神、優秀だしー。だって女神だもんね。アートに触れたいの。なんかもう自分でも描きたくなるなー。実は女神、けっこー絵描くの好きなんよ。





エルバン座［見たい］

味濃め味玉つき［見たい見たい］

発情バニー［エロいの描いて］




13㎝［おっぱい］






　大地の女神ってゆーか、美の女神？　あたし自身がアートでありながら、アートを生み出すとか、美と芸術の女神も兼任するしかないねー。なんか文化庁とかの宣伝大使キャラに就任出来そうじゃん？

　あ、それとねー。あれ見た。

　グンドム。

　実物大のー動くやつー。

　いや～マジすごかったよねー。見に行った人とかいるー？





発情バニー［イッた］




サクラ［挙手］




エルバン座「ほい」

テケリ・リ［……］






　あーやっぱ結構行ってるねー。期間限定みたいだからねー行けるときに、行っとかないとねー。忙しいけど行ってよかったー。

　それに──

　面白いもの、見れたしねー。







[image: 第六章「これが初めての共同作業ですね！」]







「私も、クラスのみなさんと同じように、話をした方がいいのでしょうか？」

　朝の玄関先。これから学校という名の戦場に向かおうというところで、エイヤはそんなことをつぶやくように言った。

「どうしてまた急に？」

　外では相変わらずの氷のエルフ。しかし、二人きりになるとエイヤは表情を変える。特に、俺の家にいるときは。

「その……自分の『好き』な気持ちを人に伝えられるようになりたくて」

　意外だった。周囲に合わせなければ、という義務感からの発言かと思ったが、そうではなく自分のしたいことが元になっている。

　積極的に人と関わろうとすること。もしかしたら、エイヤの中でなにか変化が起きているのかも知れない。

「もしかして、人と話すことに慣れてきたとか？」

　俺は靴を履きながら尋ねる。

「いいえ、全然」

　一ミリも迷わずに断言！

「先週も花はな宮みやさんに話しかけられたときは、生きた心地がしませんでした。背中は汗でびっしょりで、心臓が痛いくらいに鳴って」

　それ悪化してない？

「と、とりあえず出ようか。そのことはゆっくり考えた方が良さそうだし……帰ってきてから相談しよう」

「はい……すみません」

　病みモード顔のエイヤ。しかし扉を開けて、外へ出ると、シャキッと顔が引き締まる。背筋が伸びて、颯さつ爽そうとした歩き方。まさに氷のエルフの降臨。

　これで普通に他人と話せるようになるってのは……なかなか想像がつかないな。

　でも、エイヤが俺に悩みを相談してくれたんだ。

　──何とかしたい。

　そう考えながら、駅へ向かった。




　　　　×　×　×




　そんなわけで、授業中も全然集中出来ない。

　当然、休み時間も。友達に話しかけられても上の空。

　アイディアが出ないときは散歩をする──なんてマンガ家もいたな、確か。

　苦し紛れに、校内を無意味に歩き回ってみたが何も浮かばない。階段を上って、上の階に行ってみようと思ったら──ちょうど金髪のギャルが上から下りて来た。

　そのギャルは足を止めると、俺を睨にらむ。

「ちょーどいい。ちょっと蒼あお井いに訊きたいことがあんだけど」

　──宇う佐さ見み？

「何だよ、改まって。わざわざこんなとこじゃなくて、教室で話しかければいいのに」

　宇佐見はバカにしたような目で俺を見た。

「へー言ってよかったんだ？」

「いや、ちょっと待て……何の話？」

「アンタ、エイヤちゃんと付き合ってんの？」

　へっ!?

「え……いや、別に」

「じゃ、何で昨日、いっしょに横浜にいたん？」

　見られた!?

　何で！

　どこで!?

　い、いや、観光地だし、そういうリスクは確かにある。けど、すごい確率だぞ!?

「えーっと……中華街で、かな？」

「グンドムんとこで」

「な!?」

　何だってーっ!?

「ちょ、ちょっと待て。何で宇佐見がそんなとこに……？」

　宇佐見は怒ったような顔で、そっぽを向いた。

「……決まってんじゃん。グンドムを見に」

　はぁ────────っ!?

「何で!?」

「……別にフツーっしょ。バラエティ番組でも紹介されてたし」

「でもっお前！　中学んとき……!!」

　俺のトラウマ。黒歴史。

　中学一年のときに知った、真実。

　それを俺に突き付けたのが、この幼なじみ──宇佐見美み沙さ。

「グンドムをあんなにディスったじゃねえか!!　ついでに俺も!!」

　宇佐見は髪をがしがし掻かくと、ちっと舌打ちをした。

「だからさぁ！」

　俺を睨むが、すぐにその顔から気迫が消える。

「……あのときはアタシ、ギャルとかオシャレとか興味が出てて……アニメとかダサいなって……好きなんて言ったらバカにされると思ったから……」

　宇佐見？

「それとなく何度もアンタに伝えてんのに、アンタぜんっぜん気付かねーし、この鈍感!!　それどころか、みんなの前でオタ話を振るし!!　あり得なくね!?　拒否るしかないじゃん、そんなの！」

「…………」

　そう……だったっけ？

「その後、アンタが妙にしょげてっから、気にはなってたけどさ……だってアンタ、無駄に熱かったじゃん。だからそんくらい気にしないと思ってたの！　それなのに……でも、こっちも退けないっていうか……」

　意外な告白だった。

　ある意味、恋の告白よりも意外だ。

「お前、そんなこと考えてたのか……」

「アンタ、空気とか人の気持ちとか全然読まなかったからね」

　今から思えば、確かに……。

「アンタのことだから、何を言われても熱苦しいくらいの押しの強さではねのけると思ってたの、アタシは。なのにさ……この根性ナシ」

　いや、それは言い過ぎじゃね？

「じゃあ、宇佐見は今でも好きなのか？　グンドム」

「は？　アタシをナメんなよ？」

　と、メンチを切られた。なぜそこで凄まれなきゃならんのだ!?

「アンタみたいなよわよわとか、戸と山やまみたいなニワカと一緒にすんなっつーの。ファーストの劇場版４Ｋリマスターも買ったし、ユニホーンのパーフェクトグレードペルフェクティビリティだって買ったし」

「マジで!?」

　それ合計で六万くらいすんじゃないの!?

　勝ち誇ったように微笑ほほえむ宇佐見の顔に、ドヤァという書き文字が見える。

「全然知らなかったぞ、そんなの」

「ったり前でしょ。なんでいちいちアンタに報告しなきゃなんないの？」

「それは……」

「アタシが好きならそれでいいの。それとも何？　他人に好きって言ってもらわないと、自分の『好き』に自信が持てないっての？」

　宇佐見、お前は……。

「お前も、結構熱いヤツだったんだな……」

「な……!?」

　宇佐見の頬ほおが少し赤くなる。

「ウザっ！　とにかく、アタシは好きなようにしてんだから、アンタもそうしたら？　アタシを言い訳にしてグダグダされんのヤだし」

　……確かにな。

「ああ。ありがとな、宇佐見」

「は？　何で礼を言ってんの？　ワケわかんない」

「あんときはツラかったけど……おかげで俺は今、大事な人の気持ちを思いやることが出来てる気がする」

「…………」

　宇佐見は、ふんと鼻を鳴らした。

「エイヤちゃん、あの調子だとこれからモメることも多いかもだからさ、アンタちゃんと守ってやんなよ？　でなきゃアタシが許さんから」

「分かったよ……」

　けど、何でそんなにエイヤの保護者っぽい視点？　ちょっと面白くないんで、軽くやり返しておくか。

「ところで、グンドムが好きって、白しら峰みねは知ってるのか？」

「は？」

「だって、白峰と付き合ってんだろ？」

「別にまだ付き合ってないし」

「あ、そうだったの？」

　宇佐見はイラッとした顔をした。

「今のアタシなら、アニメ好きだってプラス要素っしょ。でも、わざわざ言いふらすようなモンじゃないし」

「ギャルだと余計にギャップがあっていいかもな……確かに」

「でもディープ過ぎると引かれっけど……つか！　人の心配よか自分の心配しろっての！　エイヤちゃんのこと好きなんでしょ？」

　ヤバい！　巨大なブーメランが返ってきた！

「ど、どうかな……それはまだ……」

「うっわ。やっぱ煮え切らん。ダッサ！」

　勝ち誇ったような顔で、宇佐見は去って行った。

　俺も教室戻んなきゃいけないんだけど……でもまあ、ちょっと間を空けるか。

　にしても──

　何で宇佐見は、あんなにエイヤのことを心配してくれるんだろうな？

　それに、アニメが嫌いになったのかと思ったら、そうじゃなかった。

　周りの人間には見せない、宇佐見だけの素顔があった。

　考えてみれば──

　委員長もマジメな優等生なだけじゃなく、下ネタっぽい冗談を言う顔がある。

　スイートフレーバーのくるりさんも、紫し音おんさんも、メイド以外の顔を持ってる。

　その場に合った顔を使い分けている。

　俺は『好き』なものは、いついかなる時でも『好き』という顔でなければいけないと思っていた。

　常に同じ自分でいないと、嘘うそを吐ついているような後ろめたさがあった。

　だから学校で、家で、『好き』を貫けないなら、それは捨てなければいけない。

　自分を理解してもらえないなら、自分を変えなければいけない。

　無意識にそんな風に思っていた。

　けど、そんな必要はなかった。

　人の集まりは学校だけじゃない。

　理解してもらえないなら、理解してくれるコミュニティに行けばいい。

　そこで思う存分、好きな話をすればいい。

　そして学校では、自分の『好き』をアピールする必要はない。

　最初から結論が出ている相手の考えを変えるのは、至難の業だ。俺の『好き』なものを嫌い、見下している相手を説得するのは、ほぼ不可能。

　だったら、そんな相手とは無理に付き合う必要はない。

　学校だから、同じクラスだからといって、無理に合わせる必要はないんだ。

　学校では、俺の許せる範囲の学校用の顔で過ごせばいい。

　ただ、学校というコミュニティに合わせるために、自分を歪ゆがめなければいけないのであれば、それは拒否する。

　みんなは、みんな同じじゃないから。

　嫌いだという相手に、自分の『好き』を押し付けると、お互いに傷付く。

　だったら、自分の『好き』を好きな相手を探した方が早い。

　だから──

　エイヤも、心に傷を負ってまで周りに合わせる必要はない。

　周りの期待は、周りが勝手に抱いている妄想だ。

　現実は自分の中にしかない。

　だから、エイヤが無理をしないで『好き』を伝えられる方法を作りたい。

　でも、どうやって？

　親バレを防ぐためには、顔と姿を隠す必要がある。

　エイヤが他人と顔を合わせず、話をせず、でも自分の思いを伝える。

　となれば──

　俺の思い付く方法は一つしかなかった。




　　　　×　×　×




「エイヤ。動画配信サイトにチャンネルを開設しないか？」

「……といいますと？」

　夜、いつものように俺の部屋にやって来たエイヤに、思いきって切り出した。

「エイヤが無理せず、自分の思うことを自由に伝える場所を作りたい」

「私が、自由に……？」

　俺はＰＣのマウスを掴つかむと、配信サイトを開いて動画を再生した。それはピンクの髪の美少女キャラが、一人語りをしている動画。

「わ！　かわいいですっ！」

「これはごじくじらいぶの『甘妻ガイア』ってＶＴｕｂｅｒ。エイヤとのオタ活じゃ観みたことなかったけど、実は結構好きで……エイヤが日本に来る前から一人で観てたんだ」

「うわぁ……これ、イラストだけど動いてるんですね」

「ああ。３Ｄのモデルもあるけど、普段は２Ｄが多いかな。イラストに動きを付けるソフトウェアがあって、それを使ってるんだ。実際に喋しやべってる人の顔をカメラで撮影して、同じ動きをキャラがするようになってる」

「へえぇ……オーガ、詳しいですね。凄すごいです」

「一応は調べたからな。で、他にも沢山のキャラクターがいる」

　俺は他の動画のサムネイルを指さした。騎士に海賊、看護師にシスターに悪魔……中には人間ですらないものもいて、もはや何でもアリだ。

「ＶＴｕｂｅｒなら本人の代わりにキャラクターが人前に出てくれる。でも、中身は自分自身のままでいい。これなら身バレせずに想おもいを伝えることが出来る」

「つまり……私が、こんな感じのキャラクターを演じるということですか？」

「いいや、演じる必要はないんだ。エイヤのままでいい」

「え、でも……みんな設定がすごいですよ？」

「この設定は一応キャラ付けとしてあるだけで、ごっこ遊びみたいなもんだ。喋りは普通に中の人がダダ漏れでいい。むしろ、それがいい」

「そ、そうなんですか？」

「キャラの仮面を被りつつも、中の人自身が見える感じがいいんだ。だから嘘がないし、ＶＴｕｂｅｒ本人を好きになる。設定と素の人間、その絶妙な一体感が真骨頂なんだ」

　しかしエイヤは、まだ良く分かっていないような顔をしている。

「とにかく、まずは見てみよう」

「はい……わ、結構長いですね。どれも二時間とか……これなんか五時間以上です」

「ざっと見て回りたいから、切り抜きにしよう」

「切り抜き？」

「ファンが自分の思う美味おいしいところを編集したもの。それも配信サイトにアップされてるんだ」

　そして俺はＶＴｕｂｅｒ大手事務所、ごじくじらいぶ所属のＶＴｕｂｅｒの切り抜き動画を順番にエイヤに見せてゆく。

　最初は半信半疑だったエイヤも、だんだん動画にのめり込んできた。一時間もすると、二人で一緒に笑ったり、動画にツッコミを入れるようになっていた。

「なるほどですね！　面白いです!!　アニメキャラみたいなのに、中の人の人間性や性格が直接感じられて……タレントさんみたいですね！」

　よし、好感触！

「というわけだ。これならエイヤも──」

「え？　無理ですよ？」

　ええええええええええええええええ!?　あっさり却下!?

「だって、何十万人の人が観てるじゃないですか！　登録者だって！　そんなの想像しただけで心臓が止まっちゃいます！」

「いやいや！　直接人前で話すわけじゃないし。俺に話す感じでやってくれればいいから。そんなに重く考えないで……むしろこれは、気軽に話すためのメタバース的なものだから」

「でも、結局大勢の前に晒さらされるわけじゃないですか」

「登録者が一人でも、百万人でも、やることは一緒だよ。それに、これは大手事務所の大人気ＶＴｕｂｅｒだ。俺たちがやろうとしてるのは個人でやる配信で、個人勢……いわば野良ＶＴｕｂｅｒ。こんなに大勢の人に見てもらうなんて、夢のまた夢。そもそも、そんな心配する必要がないんだ。多分、数十人……いや、数人かも知れないぞ」

「そ、そうなんですか？」

　少しほっとしたように溜ため息を吐いた。

「オタ活は消費するだけでもメチャクチャ楽しいけど、発信する側もやってみたいしな」

「私が、発信する側に……私の『好き』を伝える……」

　エイヤが迷い始めた。曲げた指を唇に当てて、じっと考えている。

「オーガといっしょなら……」

「ああ。俺は裏方だけどな。一緒に作ろう」

　俺は右手を差し出した。

　こういうとき、握手をするのって何かカッコいいと思って、つい。

　エイヤは少し照れた顔で、おずおずと手を伸ばした。

　指先が触れ合う。そして、撫なでるように手の平をすり合わせ、手を握った。

「手を握るの……初めてです」

　言われてみれば、そうだった。

　まあ、この前抱きしめちゃったけど……。

　エイヤは照れながらも、わくわくしたような顔で微笑ほほえんだ。

「いっしょにＶＴｕｂｅｒやりたいです」

「ああ！　楽しもうぜ！」

「はいっ！　これが初めての共同作業ですね！」

　だから、言い方!!




　　　　×　×　×




　ＶＴｕｂｅｒを始めるためには、必要なものがある。

　機材とソフトウェアだ。

　簡単に始めるなら、スマートフォン一つで出来てしまうソフトウェアもある。髪型や目鼻などのパーツが既に用意されていて、それを組み合わせてキャラクターを作り、スマホのカメラで撮影すればＯＫというものだ。

　勿もち論ろん、簡易なものなので制限はある。どれくらいの本気度で始めるのかで、適切な機材とソフトは変わってくる、というわけだ。

　俺のこだわりとしては、キャラクターのビジュアルはオリジナルにしたい。そのうちゲーム実況とかしたくなるかも……となると、ハードルが上がる。

　まず必要な機材はＰＣ。これは家にあるし、何なら個人用のもある。スペック的に不足するようなら、パーツを入れ替える必要があるかも知れないが、まあ大丈夫だろう。

　ＷＥＢカメラも家にある。マイクと一体型なので、ひとまずは機材は全部揃そろっていることになる。

　次はソフトウェア。

　ＬＩＶＥ配信はリスクが高い。見ている人は少ないとは思うが、うっかり身バレするような発言をしたり、ミスって素顔が映ってしまったら大惨事だ。何よりエイヤが緊張して話せないだろう。

　だから一旦録画して、編集を加えてアップロードすることにする。

　なので、動画編集ソフトが必要だ。これは無料のものもあるし、比較的安く手に入る。

　だが素材がなければ編集も出来ない。

　素材となるのは、エイヤの動きとシンクロして動く、キャラクターの動画。それを作るには、エイヤをキャラに置き換えて動画ファイルを作成するソフトウェアが必要だ。

　ＡｎｉｍａｚｅやＶＴｕｂｅ Ｓｔｕｄｉｏといった配信ソフトを使えば、リアルタイム配信だけでなく、動画ファイルを作成することができる。制限付きではあるが、無料で使用可能だったりするので、とても助かる。

　キャラクターを動かす道具は集まったが、肝心のキャラクターそのものがまだいない。エイヤの分身となるキャラクターのイラスト作成と、そのイラストを動かせるようなデータにするという作業だ。

　フリーの素材を使えば、その二つは解決する。しかし、どうせならオリジナルキャラクターにこだわりたい。エイヤのための、唯一無二の分身を作りたい。

　というわけで──今夜は俺の部屋で開発会議。

「でも……私はイラストなんて描けないです」

「俺も描けない」

「それじゃ、どうしたら……」

「人に頼む」

　俺はＰＣのブラウザを開いて、ブックマークしてあったページをエイヤに見せる。キャラクターのイラストがずらりと並んでいる。

「これは他人に仕事を依頼するためのサイトだ。細かく細分化されていて、今見ているのは、キャラクター制作を依頼するページ」

「うわぁ……色々なタッチの絵がありますね」

　男子ウケしそうな美少女アニメ風、女子ウケしそうな乙女ゲー＆ＢＬ風、ミニキャラ、ファンシーキャラ等々、幅広い作風のサンプルがずらりと揃っている。

「プロもいればアマチュアもいる……いや、ここじゃプロもアマも関係ないか。上手うまい人もいれば、正直あまり上手くない人もいる」

「この数字は……金額ですか？」

「ああ。報酬の金額も提示されているから、お互い安心ってわけだ」

「なるほど、野郎会計なんですね」

「なんか殴り合いで金額交渉しそうだな。明朗会計だ」

　それにこれだけ並んでいると、俺のような素人でも、何となく金額の相場が分かるので、とても助かる。

「この中から、自分の好きなテイストの絵を描く人を何人か選んで、あとは予算と相談ってわけだ」

　バイト代も入ったし、ちょっとだけ日払いのバイトもこなしたので、キャラ一体くらいなら何とかなるはず。

「分かりました！　今日のミッションは、その候補の方をピックアップするんですね」

「その通り。でもその前に、俺たちの要望を固めよう」

「要望ですか？」

「ああ。こういったキャラがいいな、というイメージを固めるんだ。で、そのイメージに近いキャラを描いてくれそうな人……とした方が、候補を選びやすいだろ？」

「なるほど！　何だかオーガ、プロっぽいです！」

　褒められると照れくさい。ちょっと嬉うれしいけど。でも、プロって何のプロ？

「ここしばらくの間、ずっと考えてただけだよ。それよりエイヤの意見を聞きたい。やっぱりエイヤの一部になるキャラだから」

「私の……うーん」

　眉をハの字にして首をかしげる。

「ちなみに、俺はエルフのお姫様とか、騎士がいいかなと思ったんだけど──」

「わ、それもステキですね！　あ、でも……私では釣り合わないかも」

「それは気にする必要はないけど……でも俺の意見にも少し問題があって」

「え？　何ですか？」

「リアルのエイヤとイメージが被りそうで。学校でも氷のエルフと呼ばれてるからな。考え過ぎかも知れないけど、身バレの危険性も考慮すると、やっぱＮＧかな……って」

「難しいですね……」

「だから、エイヤが好きな感じで、でもエイヤを連想しづらいのがいいんだけど……それが難しいんだよな」

「私が好きで、私を連想しにくい……う、うう～ん」

　しばらく考え込んだ後、エイヤは両手を上げると、その手を頭の上に添える。

　──ぴっかぴょん？

「耳……があるといいな、と」

「それって、ウサ耳とか、ネコ耳とかってやつ？」

「はい。前からああいうキャラってかわいいな、と思ってたので……出来れば犬っぽいのがいいな……です」

　なるほど、確かにケモ耳キャラは一定の人気がある。そういえば、他のＶＴｕｂｅｒを参考に観みていたとき、ケモ耳キャラの動画を多く選んでいたような気もする。それにエイヤはちょっと犬っぽいところもあるし……何より似合いそうだ。

「分かった。それはデザインに盛り込んでもらおう」

「ありがとうございます！」

　そんな感じで、二人で意見を出し合った。

　そして決まったのが、ケモ耳キャラ。コンセプトは白銀の狼おおかみ。でもカッコいい系じゃなくて、可愛かわいい系。髪と瞳の色は、エイヤとの一体感を考えて同じにした。

　ＶＴｕｂｅｒには、白髪碧へき眼がんのキャラも既にいる。だから、それが理由で特定されることはないはずだ。

　コスチュームは犬っぽく、首輪やハーネス、それに肉球をデザインに取り入れてもらうことにした。それとフィンランドのイメージで、雪や氷のモチーフも。

「で、次は実際に誰に依頼するか……だな」

「あ、これ……」

　エイヤが指さしたサンプルをクリックする。すると、より詳細な情報が表示される。

「ペンネームは『ぴょんこ』……最近始めたばかりっぽいな」

　けど上手い。もっと上手い人は他にいるが、何というか魅力がある。サンプルも、俺とエイヤがイメージしてる可愛い感じだ。

　予算感も……問題なし。始めたばかりだからか、安いくらいだ。

「よし、この人に依頼を投げてみよう」

「うわ～ドキドキします～」

「俺もだ。依頼とか初めてだし。ものを買うんじゃなくて、他人への報酬として金を払うなんて経験初めてだ」

「またいっしょに初体験しちゃいましたね」

　幸せそうな笑顔で、くすぐったそうな声。

「ああ」

　俺も自然と微笑んでいた。




　　　　×　×　×




　依頼にはあっさりＯＫの返事が来た。

　そして一週間後──キャラクターのイラストが届いた。

　期待以上のクオリティだった。すごく可愛い。そしてキレイ。

　まさにイメージ通りというか、エイヤにぴったりというか──

「これは……」

「あの……なんとなくですけど……これ」

　──エイヤにそっくりだった。

　確かにケモ耳は生えてるし、そもそも２Ｄのイラストなのだが……エイヤを見ながら描いたとしか思えない。

「一体、何を参考にして描いたんだ……？」

「す、凄すごいですね……プロの方は。依頼者の姿まで見抜いているなんて！　どこからか、私のことを観察していたのでしょうか!?」

「怖すぎる！　それはもう犯罪だから！」

　それに、現実にはあり得ない。お互いの名前すら明かさずに仕事を依頼出来るのが、あのネットサービスの良いところだ。まして、相手の素性や住所など分かるはずもない。

　となると偶然の一致……だよな。

「しかし弱ったな。クオリティは申し分ないし、こちらの仕様通りだし。リテイクにする理由がない」

「いえ！　私、この子がいいです!!」

　エイヤは慌てて言った。

「一目見て、気に入りました！　私、この子でＶＴｕｂｅｒをやりたいです」

　まるで、我が子を守る母親のように、モニターの前に手を広げて立ちはだかるので、思わず笑ってしまった。

「ははは、分かったよ。まあ、似てるって言っても、現実と二次元の差があるんだ。問題ないだろ」

　エイヤは祈るように、両手の指を組み合わせた。

「ありがとうございます！」

　それよりも問題は、このデータを動かせるようにすることだ。

　発注通り、目や口など顔のパーツは別々になっているし、表情の差分もある。

　このデータをＬｉｖｅ２Ｄというソフトで、アニメーションさせるのだ。動かせる範囲に限界はあるものの、２Ｄのイラストが首を動かしたり、目を閉じたり、口を開けたり、そういった動きが可能になる。

　そうして作成したキャラクターデータを、Ａｎｉｍａｚｅといった配信ソフトに取り込むことで、ようやくオリジナルのＶＴｕｂｅｒがお披ひ露ろ目め出来るのだ。

　しかし……このキャラクターデータの作成が、以外と大変だ。Ｌｉｖｅ２Ｄ専用のエディターの使い方を覚えるところから始めなければならない。しかも、使い方を覚えても、イイ感じで作れるようになるには、それなりの習熟が必要らしい。

　本当はこの作業は自分でやるつもりだったが……正直、手て強ごわい。

　時間を掛ければ出来るような気もする。しかし、納得出来るレベルのものが完成するのが、いつになるか分からない。

　依頼サイトで誰かに発注すると、それなりに金額がかかる。バイト代に貯金を足せば何とかなるが……ほとんど手元に金は残らない。

　どうする？

　俺にとっては大金。時間を掛けてでも、自分でやるか？

　でも──エイヤと一緒にいられる時間は限られている。

　……そうか。

　人に仕事を頼むというのは、単に作業を委託したり、データを買ったりするだけじゃない。時間を金で買うことでもあるのか。

　でも、その元手を稼ぐためにバイトを多くし過ぎると、それはそれでエイヤと一緒にオタ活する時間がなくなる。

　時間って貴重だったんだな……。

　何となく潰してきた時間が、とても勿もつ体たいなく思えてきた。

　俺が今、優先すべきは何だ？

　それは、できるだけ早くエイヤの願いを叶かなえること。

　俺はキャラクターデータの制作を依頼することにした。







[image: 【雑談】女神のお悩み相談【甘妻ガイア／ごじくじらいぶ】]







　我を崇あがめよー。ごじくじらいぶ四期生、大地の女神、甘妻ガイアですー。

　信者のみんなー元気ー？





金色の風邪［ガイアさま！］

ドルドル［元気ー］

ルルイエ［だるい］






　ここのところ同期のメンバーとコラボとか多かったし、お悩み相談枠はひさしぶりだよねー。

　あー後輩ちゃんともコラボ配信したけどー、楽しかったよー。

　やっぱいいよね。初々しいっつーかー、純粋ってゆーか。





エルバン座［コラボよかったよ］

下級信者［ガイアさまはもう……汚いオトナになってしまった？］

にゃーにゃー［いやいや、ガイア様も純粋だよ］

くっころ［ガイア様の大地は穢けがれてしまってるから……］






　おいおい失礼なこと言ってんじゃねーよ。ホントやめてー。

　まだ穢れてないから。キレイな体なのー女神ー。

　まーでも、新人ちゃんの初々しさには心が洗われる気がするわ。マジで。

　あ、思い出した。

　初々しさと、無む垢くさって言うとねー気になってる子がいるのー。

　もーすっごく可愛いし、めっちゃ好みなのー。

　声もすごく女神的にはドストライク。

　ごじくじの子じゃないんだけどー。たぶんみんな知らないと思うんだけどー。

　その子の名は──










　　　　×　×　×




　俺はもの凄すごい勢いで増えてゆく再生数を見つめていた。

　呆ぼう然ぜんとして、ただ見つめていた。

　一体、何が？

　何が起きている？

　コメントを見ると、そこにはとある名前が沢山表示されている。

　──甘妻ガイア。

　まさか!?

　俺はガイア様のチャンネルページを開き、まさに今配信中の動画を開く。

　最近忙しいのもあって、リアルタイム視聴をしていなかったし、ほぼ切り抜きに頼っていたけど……まさか……。

　画面にガイア様が映り、声がスピーカーから流れ出す。

『そうそう、その子。蒼あお夜やもいちゃん』

「……っ!!!!!?」

『いやもうほんっと可愛かわいくて。まず、挨拶の「もい！」でもう死ぬ。死者蘇そ生せいを使っても、動画の終わりの「もいもい～」でやっぱ殺されるー。素朴で、穢れのない心を思い出すってゆーかー。基本的に、好きなアニメとかの感想を喋しやべってるだけなんだけど、純粋すぎて癒やされるのー。もう天使。蒼夜もいちゃん』

　エイヤがきょとんとした顔を俺に向けた。

「わ、私たちのチャンネルを……紹介してますよ？」

　何で？

　何で、大手事務所の超人気ＶＴｕｂｅｒのガイア様が？

　こうしている間にも、視聴者数と登録者数が異常なスピードで上がってゆく。

　何かが始まっている。

　でも、どうなっちゃうんだよ、これ!?




『でもねー、女神なんか会ったことある気がするんだよねー。この蒼夜もいちゃん』





ＥＮＤ










あとがき









　もい！　久く慈じマサムネです。みなさんオタ活してますか？

　今回はラブコメです。今まで書いてきたものも、ラブコメ要素はふんだんに入っていましたが、ジャンル分けされるときにラブコメには入らないかな……でも、今回の『好きで好きで大好きなので、いっしょに好きを伝えたい』は誰が読んでも、どう読んでもラブコメ以外の何ものでもないですね！　というわけでラブコメです。

　でも、久慈マサムネが書く以上、普通のラブコメじゃない。読み終わってから、このあとがきを読んでいる方にはもうお分かり頂けたと思いますが……大量のネタを投入。基本的に僕の大好きなものをぶっ込んでます。

　何がとは言えませんが。ええ。

　それと、現代社会に生きる人々が抱える悩みや息苦しさ、生きづらさのようなものが表現出来るといいなと思っていました。たまたま本作の主人公は高校生でオタク趣味ですが、どんな年代、趣味嗜し好こう、仕事の人にも当てはまるのではないかなと思います。そんな悩みを持つ人たちの癒やしになったり、自分と世間との折り合いについて考えるきっかけになれば嬉うれしいなと思います。

　今回のヒロイン、エイヤ・ピッカライネンさんはフィンランド出身ということで、フィンランドのことを色々と調べました。何となく知っているようで、よく知らなかったのですが、本を読んだりネットで調べたりすればするほど、どんどん面白くなってきてすっかりハマりました。コロナがなければ、フィンランドに旅行してましたね！

　でも行けないので……都内のフィンランド料理の店や、カフェに行ったり、フィンランドの製品を色々と見に行ったりとか……気が付けば、オシャレな北欧好き女子みたいな行動をするおっさんが、そこにいた。

　作中のフィンランド式サウナがあるスパは、実際にモデルが練馬にあって、当然取材にも行きました！　今までちゃんとサウナに入ったことがなかったので、新たな世界を体験した感じです。

　あと一般的なフィンランド人として紹介される傾向というかメンタリティって（誇張があるとは思いますが）日本人に通じるところがあるなあって、しみじみ感じました。フィンランド人あるある的な話って、すっごい自分にも当てはまるんですよ。もちろん個人差があるので、色々な性格の人がいるのは当然なのですが、個人的にとても親近感が湧きましたし、みんなにも、もっとフィンランドの事を知って欲しいなと思います。

　もう一つ本作の大きな要素として、ＶＴｕｂｅｒがありますね。一応ソフトウェアを使って、やってみました。実際に配信はしませんでしたが（笑）。

　僕もお気に入りの方の配信を観みたりしていたのですが、『電音部』のキャストで、にじさんじのＶＴｕｂｅｒの方々がいるのも大きかったですね。

　実際の自分を完全に消すことなく、でも良いところを活いかしてもう一人の自分として活動するというのは、エイヤにぴったりなんじゃないかと思って、そんな展開を盛り込みました。

　今のエイヤとオーガにとっては、ＶＴｕｂｅｒ活動は目的じゃなくて手段。あくまでオタ活のうちの一つだったり、メタバースだったりするわけです。

　でもガイア様に見つかっちゃったからなあ（笑）。これからどうなるんでしょうね？

　それでは謝辞を。すっごく魅力的なヒロインとイラストを描いて頂いたＡちき先生！　ありがとうございます！　Ａちき先生のＶＴｕｂｅｒ活動も楽しみにしております！

　担当のＨさん、出版に関わって頂いた方々、そして読者のみなさんに深い感謝を！

　この作品がシリーズ化出来るよう、ぜひ応援のほど宜よろしくお願い致します！

　もいもい!!
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